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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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イラスト／伊藤明十






　序







　この世のすべてのものは、盤ばん古こ神から生まれた。


　まず、太陽、月や星、海や山、河か川せん、草木が生じ、それらを司つかさどる数多あまたの神々が生まれた。


　陰いん陽ようの気はあらゆるものを盛せい衰すい消長させ、大いなる変転の中で妖あやかしや精せい霊れいが生じ、あるものは滅ほろび、また別のものが生まれた。


　化か蛇だと鳴めい蛇だは、そのような森しん羅ら万ばん象しようの一部として、同じ水の一いつ滴てきから生じた妖だった。同じ一滴の、大地に落ちた水から化蛇が、大気に溶とけた水から鳴蛇が生まれたためか、化蛇は陰に属し、鳴蛇は陽に属した。化蛇には雨を喚よぶ力があり、鳴蛇には空を晴らす力があった。陰陽の気が調和しながら巡めぐるこの世にあって、両者は互たがいに必要な存在だった。


　やがて、化蛇と鳴蛇は眷けん族ぞくを増やし、特に力の強いものが一族の王となった。どちらの王も、神に等しい力を持つ強大な妖だった。一族のものは王に従い、地上のすべての河川には化蛇と鳴蛇が群れて泳いでいた。


　幾いくたびか化蛇と鳴蛇の王は代だい替がわりしたが、二人の王は常にともに在った。移ろいゆく季節に身を任せ、風を追って二人で空をかけ、あるいは大河の水底で寄り添そって眠ねむった。


　光と影かげのように、昼と夜のように、対ついの存在としてともに在ることが自然だったからだ。


　遥はるか昔、まだ女じよ媧かが人間をつくる以前のことである。




　一　荒ぶる水神の目覚め







『化蛇、そこにいるのだろう？』


　深夜、水すい妖よう鳴蛇族の王は城を囲む濠ほりに身を沈しずめたまま、明かりが漏もれる窓に向かって、人の耳には聞こえぬ声で呼びかけた。


　泗し水すい沿いの禹うの出城である。城内にはいくつもかがり火が焚たかれ、分厚い城じよう壁へきの頂には何人もの歩ほ哨しようが立っていた。夜や襲しゆうを警けい戒かいしているのだ。


『化蛇、出て来い』


　再び呼びかけたが返事はない。結界が張られているのだろうか。


　人間の張った結界など突とつ破ぱするのは容た易やすいが、共きよう工こうと禹との戦いくさの最中、共工の将である自分が、敵軍の出城に単身突とつ入にゆうすることはできない。ただ化蛇の王の真意を確かめたいという、愚おろかな衝しよう動どうに突つき動かされて自軍を離はなれたのだ。


　──化蛇の王が禹に従った。


　それを鳴蛇に告げたのは、共工だった。


　あり得ないと思った。


　対の存在として、常に傍かたわらにあった。共工が最初に叛はん乱らんを起こした時、盤古以来の地上を取り戻もどしたいと願う共工に、自分は従った。戦いを厭いとう化蛇の王は、参戦こそしなかったが、当然、彼も自分と同じ志を抱いだいていると信じて疑わなかった。


　──我は争いごとには向かぬ。


　それが化蛇の王の口くち癖ぐせだった。


　何千年もともに時を過ごし、彼の思いは手に取るようにわかる。だから、彼がなぜ、突とつ然ぜん禹についたのか理解できなかった。


　──黄こう帝ていが、余を滅ぼすために炎ほのおを招く戈ほこを作り、それを禹に授さずけた。その炎を消し、使い手を守るためだそうだ。


　共工はそう言っていた。


　風雨や雷らい霆ていを操あやつる技わざに関して、化蛇の王は神と同等の力を持つ。自在に水を泳ぎ、空を飛び、その速度は水妖のうちで最も速い。かつ、化蛇の鱗うろこは何ものにも傷つけられることはない。


　炎えん招しよう戈かの炎が、共工を滅ぼすほど凄すさまじいものだとすれば、炎を消せるのは化蛇の王しかいないだろう。黄帝や禹が、彼の力を欲しがるのは当然だ。


　しかし、そんなことは化蛇の王が禹に従う理由にならない。


（彼が、私の敵になるはずがない）


　わけがわからず、彼の棲すみ処かを訪ねた。しかし、化蛇の王も彼の眷族もそこにはいなかった。


（なぜ、私に何も言わずに姿を消した）


　裏切り──という言葉が脳のう裏りをかすめたが、それを無む理り矢や理りに押しやり、気配を追ってここへたどり着いた。


『頼たのむ、出て来てくれ。何があったのかわけを話してくれ』


　鳴蛇王は、請こうように窓の明かりに向かって語りかける。けれど、やはり返事はなかった。


　あの窓の奥に化蛇の王がいるのは間ま違ちがいない。この自分が彼の気配を間違えるなどあり得ないのだ。


　水に身を沈めたまま、明かりを見つめているうちに、最初に受けた衝しよう撃げきと動どう揺ようは薄うすらぎ、次し第だいに怒いかりが湧わき上がってきた。


　結界のせいで声が届かないのだとしたら、返事がなくても仕方がない。しかし、人間の張った結界が破れぬ彼ではないし、人間に化蛇の王を縛しばる術が使えるとも思えない。


　彼は今、自ら望んで禹のそばにいるのだ。


　自分にも心の許せる人間はいる。戦神蚩し尤ゆうの末まつ裔えいである三さん苗びよう族の王だ。人間でありながら、戦神の誇ほこりを失わず、共工の望む地上で生きたいというその高潔さに惹ひかれた。


　けれど、人間に対する思いと、化蛇と鳴蛇の結びつきは次元が異なる。化蛇と鳴蛇は、互いがいなくては、おのれの存在が成り立たない、そのような関係だったはずだ。


　裏切られたのだと、認めるまでにはかなりの時間がかかった。


（心変わりを、なぜ私に告げなかった！　なぜ、返事をしない！）


　敵に寝ね返がえろうとするものがそれを予告するはずもなく、寝返ったものが今さら顔を出せるわけもないが、そんなことにもなかなか得心がいかなかった。


　怒りではらわたがちぎれそうだったが、辛かろうじて水面下に留とどまっているだけの理性は残っていた。


　いつしか窓の明かりは消え、東の空には瘦やせた月がかかっていた。


『許さぬ──』


　鳴蛇王は四枚の翼つばさで水を搔き、怒りを消せぬままに、城を離れた。








（鳴蛇……）


　小こ蛇へび姿の化蛇の王は、窓の外を見つめたまま、遠ざかる水音に耳を澄すます。


「あのまま行かせていいのか？」


　禹に尋たずねられ、


『構わぬ』


　化蛇の王は、窓から視線を外し、禹が用意した専用の寝しん台だいに身を横たえた。心が重苦しく、やりきれなかった。


「私に従ったことを悔くいているのか？」


　禹は、人には聞こえぬ妖の声を聴きく。下の濠に鳴蛇王がいたことも、彼が何を思って訪ねてきたのかも、わかった上での問いだろう。


　化蛇の王は緩ゆるく頭かぶりを振ふった。


『それはない。考えた末の決断だ』


　自分の行こう為いが、戦において鳴蛇を追い詰つめることも、彼の心を傷つけることも十分承知して、禹に従った。


（だが、ここまで追ってくるとはな……）


　それほど彼に衝撃を与あたえたのだと思うと、心がひどく痛んだ。


　陽に属する彼は、陰に属する自分に対して、請うような語りかけをしたり、水の中にじっと身を潜ひそめて返事を待ったりはしない。そのことに動揺し、呼びかけに応じられなかった。


　会えばおそらく、ようやくつけた決心が再び揺ゆらぐ。対の存在である彼と自分は、心の有り様とは無関係に、ともに在らずにはいられない。


「月が明けたら三苗族を攻せめる」


　禹は言った。威い風ふう堂どう々どうとした男の顔に微かすかな翳かげりが走る。


「三苗族の王は、鳴蛇に乗るぞ」


『知っている』


　鳴蛇が三苗族と盟約を結んだことは聞いていた。次の戦で、自分は鳴蛇の王に雷霆を落とすことになるだろう。何千年も傍らにいた、おのれの分身に──。


『我は、争いごとには向かぬ……』


　思わず口をついて出た呟つぶやきに、「私もだ」と禹はうなずいて、深い溜ため息をついた。





　その後、禹は三苗族を滅ほろぼし、三苗族の王はいまわの際きわに鳴蛇の王に人ひと形がたを与える。


　化か蛇だの王はそれを知らぬままに四百年が過ぎ、彼は二人目の炎招戈の使い手、成せい湯とうに仕える。成湯の死後、異界で眠ねむりについた化蛇の王は、おのれの記き憶おくを失った。


　化蛇の王が、三人目の炎招戈の使い手に人形を与えられ、汪おう李りと名づけられるのは、それからさらに三百年の後のことになる。
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　──水神共工が目覚めた。





　深夜、晄こうにその報しらせを持って来たのはチャウだった。


　その時、晄は、殷いんの大だい史し令れい隗かい利り條じようの屋や敷しきの一室で眠っていた。屋敷内に、共工の気を封ふうじた呪具を置いたままにしてあったからである。


　その日の昼、利條の屋敷の庭で楓ふう牙がにより晄から共工の気が祓はらわれ、共工の気は舜しゆんが作った炎えん紋もんの呪具に封じられた。呪具の保管場所が見つかるまで、晄と舜、莉り由ゆう、佟とう韋いと妖あやかし三人は利條の屋敷で過ごすことになった。


　共工の精神部分である核かくが陽よう甲こう王に取り憑つき、その目覚めが近いことは、五ご岳がくの神々から聞いていた。そこで、土つち埃ぼこりに変へん化げしたチャウが王城に忍しのび込み、陽甲を見張っていた。


　王城の護まもりの呪じゆ術じゆつは、この利條の屋敷を囲む結界よりもさらに厳重で、汪李や煒い白はく、鳳ほう鸞らんには入れないが、限りなく土に近いチャウならば出入りが自由だからだ。


　サワサワと隙すき間ま風かぜのようにして帰って来るチャウに、最初に気づいたのは鸞だった。彼は崑こん崙ろんの夜を見守る鸞らん鳥ちようの雛ひなで、夜の間も絶えず周囲の気配に気を配っていた。やって来るチャウのただならぬ様子に、鸞が声をかけるまでもなく、小蛇姿で晄の腹の上でとぐろを巻いていた汪李も、人形で壁かべに背を預けていた煒白も目を開けた。


『おーさまがきょーこーになった！』


　戸の隙間から吹ふき込む埃ほこりのようにして現れたチャウは、いきなりそう叫さけび、晄と舜、佟韋は跳はね起きた。


「噓うそ!?　何でこんな突然──」


『しららがふーがのとこいって、ぼく、たいへんっておもって、そしたら、そしたら──』


　土つち煙けむりと子犬の中間のような姿で、チャウはバタバタと手を振り回す。


『落ち着いて話せ』


　汪李たち妖はチャウを取り囲み、晄はその間に慌あわただしく身み支じ度たくする。


『しららがふーがをおそった。しららはなにかじゅつをつかって──』


「楓牙が襲おそわれた!?」


　身甲を着けていた晄は、愕がく然ぜんと振り向いた。昨日の夕方、楓牙は霊れい廟びようへ行くと言って累るい焰えんと出かけたきり戻って来なかった。もしや王城に泊とまったのではないかと心配していたのだ。


「楓牙は無事なの？」


『ふーが、けがしてない。しららけがした。いいんのほーけんでふーががきった』


　楓牙は先日、人は斬きれないが妖は斬れるという宝ほう剣けんを手に入れた。殷の初代王成湯の宰さい相しようであり、優すぐれた呪術師でもあった伊い尹いんの作と言われている三み振ふりの宝剣である。


　楓牙は梓し羅ら々らに襲われたが、その宝剣で返り討うちにしたらしい。


『でも、ふーが、げんきない。しららのせい。ぼく、そのことしらせようとして──。そしたら、ほんとにたったいま、おーさまのけはいがきえて、きゅうに、かみさまのけはいにかわった。きっとあれがきょーこー』


「それで、共工は？」


『まだ、こーきゅーにいる。ふーががそっちにはしってる』


　チャウは半ば土埃のような薄い尻しつ尾ぽを振り返った。尻尾は長く伸び、戸の隙間に続いている。王城内に身体からだの一部を残してきたらしい。


　その時、「どうしたの？」と、隣りん室しつで眠っていた莉由が起きてきたが、説明している余よ裕ゆうはない。


「舜しゆん兄にいと佟韋と鸞はここで呪具を守ってて。莉りー姉ねえも舜兄と一いつ緒しよにいて」


「晄ちゃん、無理をしてはだめですよ。共工と話をするなら、うまく共工を王城から誘おびき出して、汪李さんのいる所でするんですよ」


　いつもなら危ないからと止める舜も、今回ばかりは止めなかった。


　共工の目的は、地上から人間を一いつ掃そうすることだ。人間に憑いた状態の彼にどれだけの力があるのかわからないが、陽甲の身体でも配下の妖に人間の殲せん滅めつを命ずることはできる。その前に共工と話をしたいと、晄は舜に打ち明けたばかりだった。


「大だい丈じよう夫ぶ、わかってるよ」


　かつてないほど激しく明めい滅めつしている炎えん招しよう戈かを佩はき、晄は屋敷を飛び出した。


　利條の屋敷を出ると、通りを一つ隔へだててすぐに内城の壁に行き当たる。城内から漏もれるかがり火の明かりを頼たよりに、内城の壁に沿って北門へ走る。その間に、利條の屋敷を囲む結界を抜ぬけて、煒白が追いついた。汪李は小蛇姿で煒白の肩かたに乗っている。


『鳴めい蛇だの群れが近づいて来る。士し烈れつと炅けいもいるようだ』


　煒白が南の空を見上げた。


「え──」


　晄は走りながら空を仰あおいだが、曇くもっているのか、空は深しん淵えんのような闇やみが広がるばかりで、鳴蛇の姿は見えない。


「もしかして、共工の目覚めを知って、迎むかえに来たとか……。炅が来てるってことは、共工は王城から出たら、呪具を奪うばって、完全な身体を取り戻もどすつもりなんじゃ──」


　焦あせる晄の腕うでに、汪李が飛び移った。


『晄、鳴蛇や炅が来たからと言って、王城内で話をつけようなどと思うな。我がいなければ、共工はお前を殺そうとする』


「でも、俺に憑いていた共工の気は呪具に封じたし──」


　晄が死んでも、共工は身体を取り戻すことはできない。晄には、共工が今さら自分を殺そうとするとは思えなかった。


『いいか。この七百年、炎招戈の使い手は共工の敵だ。それを忘れるな』


「そんな心配しないで。俺には河か伯はくの加護があるもの。共工が王城から出たら、とにかく共工と鳴蛇が合流するのを止めて」


　それでも、汪李はまだひどく不安そうだった。


　間もなく北門が見えてきた。門前には番兵が立っていたが、晄が名乗ると、「そのびっくりまなこの甲かつ冑ちゆうはまさしく──」と、深夜の登城を訝いぶかりもせず、番兵はすんなり門を開けてくれた。鬼き方ほうに和議をとりつけ、戦いくさを終わらせた晄の名とそのいでたちは、かなり知れ渡わたっているらしい。


　城内には、かがり火が辛かろうじて点ともっていたが、戦や流行はやり病やまいの影えい響きようなのか、衛え士じの数は少なく、子犬を連れて走る晄を咎とがめる者はいなかった。


　後宮へ続く堂どう涂とを駆かけていると、同じく後宮に向かって東堂の回かい廊ろうを走る累焰と利條の姿を見つけた。


　二人もこちらに気づき、累焰は回廊から飛び降りて駆け寄ってくる。


「晄殿どのも、共工の目覚めにお気づきになりましたか」


「チャウが知らせてきたんだ。楓牙も後宮に向かってるはず」


　説明するのももどかしく、晄は堂涂を走りながらそれだけを言った。


　楓牙を最初に見つけたのはチャウだった。


『ふーが、あそこ』


　チャウは後宮の西側の回廊を見上げていた。視線の先に、後宮の戸口に向かって走る楓牙の後ろ姿がある。


「楓牙！」


　彼の足取りがひどく重いことに気づき、晄と累焰は履くつも脱ぬがずに階きざはしを駆け上がった。


「累焰、晄……、どうしてここへ」


　振ふり返った楓牙の顔は蒼そう白はくだった。


「共工が目覚めたって、チャウが知らせにきて──。楓牙、大丈夫？」


　晄と累焰は左右から楓牙を支える。


「やはり、目覚めてしまったのか……」


　楓牙が、ギリッと奥歯を嚙かみしめた時──、


　ドーン！　と、突とつ然ぜん、大地を揺ゆるがすような轟ごう音おんが耳に届いた。


「何なの!?」


　晄はバッと音の方を振り返った。城内の数カ所から、堂の屋根を遥はるかに超こえるほど高く、水柱が上がっている。


「井い戸どから水が噴ふき上がっている」


　楓牙も驚きよう愕がくした表情でその水柱を見上げる。


　歩ほ哨しようや衛士の声が飛び交かい、各堂からは寝ね間ま着き姿の女によ官かんも飛び出し、城内はにわかに騒そう然ぜんとなった。風に乗って水みず飛沫しぶきが舞まい、チャウは少しずつ膨ふくらんでいく。


「共工が、井戸に沈しずめられた呪じゆ物ぶつを取り除こうとしているのでしょう」


　追いついてきた利條が、荒あらい息をつきながら言った。


「これ、共工の仕し業わざなの!?」


「王城には何重にも護まもりの呪術が施ほどこされているのですが、井戸に沈められた呪物が取り除かれれば、呪術に綻ほころびができます。共工は、王城を護る呪術を解くつもりです」


　優れた未来さき読よみの力を持つ彼は、険しい顔で噴き上がる水柱を見回す。


『そーなの。しららがけがして、にんげんそっくりにへんげできなくなって、おーじょーからでられないから』


　チャウが片耳を後宮の中に向け、バタバタと前ぜん肢しを振り回しながら急せき込んで言った。


「大変だ──」
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　戸口に向かって駆け出そうとする晄の腕を、楓牙が引いた。


「晄、お前が共工を説得したい気持ちはわかるが、汪李のいない場で共工と対面するのは危険だ。私が共工を王城から誘さそい出す」


　共工を倒たおせるのは、唯ゆい一いつ炎招戈の炎だけだが、汪李がいなければ炎招戈の炎を喚よべない。


　しかし、汪李は城の外だ。炎招戈の使い手を殺せるこの機会を、共工が見み逃のがすはずがない。


「楓牙様、そのお身体では無理にございます。その役目はわたくしが」


　累焰が言った。


「汪李にも同じことを言われた。でも、共工を王城から出しちゃだめだ。炅が士烈たち鳴蛇と一緒に近くまで来てるんだ。共工は王城から出れば、きっと鳴蛇と合流して呪具を奪おうとする。鳴蛇の吐はく熱波で王城まで焼かれてしまうかもしれない」


「鳴蛇が──」


　晄の言葉に、楓牙たちは瞠どう目もくした。


「汪李は王城には入れないけど、鳴蛇も入れない。共工と話をするなら今しかない。大丈夫、俺には河伯の加護がある。簡単にやられたりしない」


　晄は楓牙を真っ直すぐに見つめた。


「……わかった」


　楓牙は一呼吸の逡しゆん巡じゆんの後、決意したようにうなずき、晄から手を放した。


「私わたくしは呪術の使える者を集めまする。共工に王城の護りを破らせるわけには参りませぬ」


　利條は白はく皙せきの美び貌ぼうに焦しよう燥そう感かんを漂ただよわせ、衣ころもの裾すそを翻ひるがえして後宮の階を下りる。


「累焰、お前も行け」


　楓牙は命じた。累焰は、利條に匹ひつ敵てきする未来さき読みの力と呪力とを持つ。累焰の力は、王城の護りに欠かせない。


「楓牙様は？」


「私は晄とともに行く」


「でも、そのお身体からだでは……」


「大丈夫だ。私は、この時のために伊尹の宝ほう剣けんを手に入れたのだ」


　眼まな差ざしは凜り々りしかったが、声こわ音ねには微かすかな悲ひ壮そう感が滲にじんでいた。


「楓牙……」


　晄には、彼の心の声が聴こえていた。共工に乗っ取られた兄の心は、もう取り戻せないのだとおのれに言い聞かせ、楓牙は晄とともに共工を鎮しずめると、決意していた。


　累焰も主あるじの思いを感じたのだろう。彼は「仰おおせの通りに」と一礼し、利條を追って行った。


　晄は楓牙にかける言葉が見つからず、先に立って後宮に駆け込む彼を無言で追う。


　廊ろう下かには点々と血の痕あとが残っていた。梓羅々のものだろう。二人はそれを追って、陽甲の寝しん所じよへ走る。


「こんな大おお騒さわぎになってるのに、誰だれも出て来ない」


　晄は閉まったままの左右の戸に視線を走らせる。後宮には大勢の女官たちが寝ね泊とまりしているはずだが、人の気配がまったくない。そう言えば、後宮の入り口にも衛士の姿はなかった。


「もはや、主上を気き遣づかう者は誰もいないのか……」


　楓牙は苦い声で呟つぶやいた。


　陽甲の寝所の戸口は内側から掛かけ金がかかっていた。晄は炎招戈を抜き、一刀のもとに戸をぶち破る。


　帳とばりを斬きり払はらい、その奥に立つ陽甲と梓羅々の姿を見て、晄たちは瞠目する。


　陽甲は片手で太た刀ちを握にぎり、もう片方の手で梓羅々の腰こしを抱だいていた。髪かみを解いて背に長く垂らし、白い寝間着を着ている。寝間着の上からでも肋あばらが浮ういて見えるほど瘦やせていた。


　目鼻立ちは陽甲だが、まるで雰ふん囲い気きが異なっている。眼差しは鋭するどく、白目の部分までが血の色をしていた。


　一方、梓羅々は、血に濡ぬれた腹を押さえ、陽甲にすがるようにして立っていた。


　深手を負い、人ひと形がたを保てなくなったのか、彼女の瞳ひとみは、猫ねこのように長細かった。唇くちびるの端はしからは細い牙きばがのぞいている。


『来たか』


　陽甲の赤い目は、炎えん招しよう戈かを持つ晄に向いていた。


『十七年前のあの赤子が、炎招戈の使い手になるとはな。いずれ黄帝の作さく為いだろうが』


　その声は陽甲のものだったが、明らかに陽甲とは異なる口調だった。


「兄上……」


　呟く楓牙の声は震ふるえていた。


『王城を出るのに手間取っていたが、かえって幸いだったかもしれぬ。今さらお前を殺しても、余の身体を取り戻もどすことはできぬが、黄帝が炎招戈を人間に与あたえてから七百年、化か蛇だのおらぬ今ならば、炎招戈の使い手を葬ほうむることができよう』


　梓羅々を下がらせ、彼はゆっくりと太刀を構える。その刃やいばにじわじわと水すい滴てきが浮いた。


　金生水──。


　金属は水を生じる。共工の力が、大気に混じる水を刃に集めているのだ。


「待って！」


　晄は叫さけんだが、共工は容よう赦しやなく太刀を振り下ろした。その切っ先からザッと水が迸ほとばしる。


「晄！」


　楓牙が晄に覆おおいかぶさり、もろともに床ゆかに転がった。同時に背後の壁かべに亀き裂れつが入り、ガラガラと崩くずれる。その有様を見て、晄は目を剝むいた。僅わずかな水の塊かたまりに、共工はこのような破は壊かい力を与えられるのだ。


「お願い、待って！　戦うつもりはない。俺は話をしにきたんだ」


　晄は急いで立ち上がった。


『人間の言葉になど聞く耳は持たぬ』


　太刀の表面にまた水滴が浮き始める。


「あなたが、この世を盤古神から生まれた時と同じようにしたいって思っていることは、五ご岳がくの神々から聞いた。女媧が、人間を害する妖あやかしや神々を罰ばつするっていうのも聞いた。あなたが腹を立てるのも無理ない。地上の支配を人間に任せたくないって思うのもわかるよ」


　晄は必死で言い募つのった。しかし、共工の表情は変わらない。


「でも、お願い、戦いくさは止やめて。代わりに、あなたがどんな地上を望んでいるのか俺に教えて。俺がそういう国をつくるよ。女媧ともちゃんと話をしてみて。俺からも女媧に、妖や神々を罰しないでって頼たのんでみる。だから戦はしないで！　人間を滅ほろぼさないで！」


　フッと、共工が薄うすく笑った。


『余が望んでいるのは、人間のいない地上だ』


　そう言うと同時に、彼は水滴の浮いた太刀を一文字に薙なぐ。


『だめーっ！』


　それまで部屋の入り口で晄を見守っていたチャウが、バッと跳ちよう躍やくした。


　太刀から放たれた水の塊はチャウに吸い込まれ、晄たちの前に着地したチャウは一回り大きくなっていた。それを見て、『息そく壌じようか──』と、共工は唇の端を微かに歪ゆがめる。


「いくらつくられた命だとしても、不完全だとしても俺たちは生きているんだ！　盤古神から生まれた妖や獣けものと同じように！」


　晄は挑いどむように共工を見つめた。


『だから何だというのだ』


　赤い目が、冷ややかに晄を見返す。


『盤古から生まれた命であっても滅んだ種はある。森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに則のつとり、淘とう汰たされていったのだ。人間も滅ぶべき種だ』


「生きものの命を何だと思って──」


『ではお前は、疫えき病びようをまき散らす虫や、人ひと喰くいの獣の命をどのように考える？』


　共工にそう問われ、晄は言いよどむ。


　命の重さを、人間のはかりで量ってはいけない。また、すべての命は大切にされなくてはならないとは思う。けれど、人間の暮らしが脅おびやかされるのなら、それらの虫や獣を殺すのも仕方のないことだ。


『余は、決して命を軽かろんじているわけではない。ただ、種の誕生も滅びも、森羅万象の変転の一部だと言っているだけだ。その中にあって、人間は自然の理から外れた異物だ。しかも女媧の庇ひ護ごにより、止とどまるところを知らずに増ぞう殖しよくしている。このまま人間の専横を許せば、本来繁はん栄えいするはずの多くの生きものが滅ぶだろう。そうなる前に、人間をこの世から抹まつ殺さつしなければならぬ』


「それじゃ、あなたに味方した三さん苗びよう族は？　あなたを祀まつる人間もいるのに、その人たちも滅ぶべきだと……？」


　三苗族は、かつて長ちよう江こう流域に大国を築き、共工に忠誠を示して禹王と戦った。戦神蚩し尤ゆうの血を引くと言われているが、紛まぎれもなく人間である。また、羌きよう人じんの中にも共工を祀る者がいると聞いたことがある。


『そうだ』


　共工は平然と答えた。


『人間が余を祀るのは、水神である余に洪こう水ずいを起こさせないためだ。そのような手前勝手な祈いのりに耳を貸すつもりはない。降雨や雪解けにより、河か川せんが増水するのは自然の営みだからだ』


　そう言って、彼は床を蹴けると、上段に構えた太刀をチャウに向かって振ふり下ろした。


『あ～れ～』


　チャウの身体が真っ二つに割れ、サラサラと形を崩す。チャウは瞬しゆん時じに一ひと塊かたまりになって犬の姿を取り戻したが、その前に共工はチャウの前に躍おどり出ていた。太刀の切っ先から水の塊が迸る。


　ドン！　と、凄すさまじい衝しよう撃げきが晄の胸を襲おそった。晄は後方に吹ふっ飛ばされ、壁に背を打ちつけてずるずると床に落ちる。


「晄！」


　楓牙が駆かけ寄り、晄を助け起こした。


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　咳せき込みながら、晄は楓牙にすがって立ち上がった。水の塊の直ちよく撃げきを受けた胸には、重い痛みがあったが、動けないほどではない。


『ほう、河伯の加護だけではないな。──その甲よろいか』


　共工は驚おどろきを隠かくさずに、晄の着ている身甲に目を留める。舜の呪じゆ力りよくがこもった身甲は、微かな傷がついているだけでへこんでもいなかった。


『やはり、人間は恐おそろしい生きものだ』


　共工は暗い声で呟くと、太刀を頭上に掲かかげた。その刃が白く曇くもり、霜しもが生じる。


「いったい何を……」


　晄は瞠どう目もくして霜を浮かせる刃を見上げる。吐はく息が白くなり、頰ほおや指の先がひりつくように痛み始めた。いきなり気温が下がったのだ。


『うごけないー』


　共工の背後で、チャウが四つ脚あしを踏ふん張ったまま固まっていた。体内の水分が凍こおりついてしまったらしい。


　外の喧けん噪そうに新たな動どう揺ようが加わった。冷気はこの室内だけでなく、付近一帯にも及およんでいるのだ。


「止めて！　みんなが凍こごえ死んでしまう！」


　晄はかじかむ手で炎招戈を握にぎり直した。柄つかを伸のばし、長なが柄えの武器に変化させると共工に向かって駆けた。共工は太た刀ちを媒ばい介かいにして術を使っている。戦いたくはないが、せめて太刀だけでも奪うばわなければならない。


　太刀の根元を狙ねらって、晄が炎招戈を薙ごうとした時、バリバリッと壁を突つき破り、凄まじい勢いで数本のつららが部屋に飛び込んできた。咄とつ嗟さに晄は後あと退ずさってつららを避よける。晄の腕うでほどもあるその巨きよ大だいなつららは、晄の足元の床に半ばまでめり込んだ。


　晄も楓牙も声もなく、そのつららを凝ぎよう視しする。


『人間の身体からだではこの程度の術しか使えぬが、お前の首を落とすぐらいのことはできよう』


　共工の赤い目が静かに晄を見つめた。








「水が凍っていく──」


　貞てい人じんたちとともに井い戸どを囲み、呪を詠えい唱しようしていた利條と累焰は、突とつ然ぜんの気温の低下に驚いて詠唱を止めた。井戸から噴ふき上がる水を浴びて、頭からびしょ濡れになっていた彼らの衣ころもが、凍りつき始める。


　噴き上がっていた井戸の水もピシピシと音を立てて凍り始め、巨大な氷ひよう柱ちゆうと化していく。


　濡ぬれた屋根から滴したたっていた水すい滴てきが、見る間につららを形作っていった。


　他ほかの貞人たちが、寒さに震ふるえながらその様子を見上げる中、利條と累焰はその未来さきに起こる様を直感し、戦せん慄りつした。


「急ぎこの場から逃のがれ、物もの陰かげに身を伏ふせなさい！」


　利條は叫んだ。貞人たちは青ざめ、バタバタと堂の階きざはしの陰や、庭石の間に隠れる。


　バリッ！　と、雷らい鳴めいのような音を立てて氷柱に亀裂が入ったのはその直後だった。剝はがれ落ちた氷の破は片へんは落下せず、刃やいばのような鋭するどい切っ先を一方向に向けて、凄まじい速度で一直線に飛んで行く。軒のきに下がっていたつららも氷柱の破片と同様の方角へ飛んで行った。


　あちこちで悲鳴が上がった。


　もとより、井戸の水が噴き上がるという異変で、王城内はごった返していた。氷の破片やつららの一部は、堂の庇ひさし柱ばしらや壁にぶつかって砕くだけたり、屋根に刺ささったりした。それらは、逃にげ惑まどう人々にも突き刺さり、あるいは人々をはね飛ばしたりした。


　凶きよう器きと化した氷の塊の行く先は、言うまでもなく後宮である。


「楓牙様、晄殿どの……」


　累焰は氷ひよう塊かいの行方ゆくえを目で追い、拳こぶしを握り締しめる。


　共工が、井戸の水を噴き上げさせたのは、井戸に沈しずめられた呪じゆ物ぶつを取り除き、王城を護まもる呪術を解くためだ。井戸を凍らせてしまったら呪物は動かない。共工は、護りの呪術を解くよりも、晄を殺すことを優先したのだ。


　後宮へ駆けつけたいという衝しよう動どうを辛かろうじて抑おさえ、彼は利條の傍かたわらに立つ。今は彼とともに、共工の術から王城を守らなければならない。


　利條は、東に向かって春の気を喚よぶ呪を唱えていた。


　呪を唱える唇くちびるが思うように動かないほど、利條の身体は凍えていた。


　どんなに呪力が高かろうと、人間が喚ぶ春の気では、このような巨大な氷を溶とかせるほど気温を上げることはできない。しかし、呪を止めれば気温はさらに下がり、衣を凍りつかせた呪術師たちがたちまち凍とう死ししてしまう。


（所しよ詮せん、人間は神の力には敵かなわない……）


　そのことを痛感しながら、利條は呪力のすべてを吐き出すようにして呪を唱えた。








『何という力だ……、人間の身体でこれほどの術を使うとは』


　王城を囲む城じよう壁へきの頂で、食い入るように王城内を見つめたまま、煒白が言った。


『やはり、晄を王城に行かせるのではなかった』


　小こ蛇へび姿のまま煒白の肩かたの上で、汪李は歯がみする。


　共工が晄との話し合いに応じないことはわかっていた。記き憶おくをすべて取り戻もどしたわけではないが、共工が安易に信念を曲げるようなひととなりであったら、鳴めい蛇だが従うわけがない。禹や成湯も戦わずに済んだはずだ。


　汪李がいない機会に炎えん招しよう戈かの使い手を殺そうとすることも、ある程度予想はしていたが、核かくだけが人間の身体に宿った状態では、水神の力を発揮できないだろうと侮あなどっていたのだ。


『汪李、いっそのこと化か蛇だの本ほん性しようを現して、王城に暖かい雨を降らせたらどうだろう。ある程度は王城内の気温が上がり、共工が作る氷の刃を溶かすことができる』


『上空には鳴蛇がいるのだぞ。我がそんな真ま似ねをすれば戦いになる』


　汪李は空を仰あおいだ。深い闇やみに覆おおわれた空を数十匹ぴきの鳴蛇がゆっくりと旋せん回かいしている。向こうでも、こちらの動向をうかがっているはずだ。


『小化蛇を動員して、鳴蛇を追えばいい』


『士烈にそのような小こ技わざは通用せぬ。士烈の呼気は十里四方を灰にする。それこそ黄河が溢あふれるほど雨を降らさなければならぬのだぞ』


　ここで士烈に呼気を吐かれたら、王都は壊かい滅めつする。それだけは何としても避さけなくてはならない。


　汪李は王城の中に視線を戻した。利條が気温を上げる術を使っているが、それでも内部の気温は下がり続け、氷柱からは次々と破片が飛んで行く。


（晄、共工から逃れて、早く王城から出て来い）


　汪李は、晄の気配に耳を研とぎ澄すまし、心の中で呼びかけた。








　共工が、太た刀ちの切っ先を晄に向けた。


　途と端たんに、窓まど枠わくを破って一ひと抱かかえもある氷の塊かたまりが突っ込んで来た。晄は瞬しゆん時じに炎招戈を剣けんに変化させ、それを払はらう。氷は砕けて雪ゆき煙けむりに変じた。一いつ瞬しゆん、視界が真っ白く塗ぬりつぶされる。


　背後で壁かべが破れる音に、振ふり返ると、巨大なつららの先せん端たんが目の前に迫せまっていた。


「晄！」


　楓牙が晄に体当たりした。つららは楓牙の肩をかすめて向かい側の壁に刺さった。裂さけた衣にじわりと血が滲にじむ。


「楓牙──」


　声をかける間もなく、矢羽根が風を切るような音が聞こえ、二人はハッと音の方角を振り仰いだ。大穴の空いた壁から、十数本の細長い氷の破片が、凄まじい速さで飛来するのが見える。


　楓牙は帯にはさんであった柄を抜ぬいた。彼が柄を握り締めると白い光の刃が現れる。伊尹の宝ほう剣けんの一ひと振ふり、宵しよう練れんだ。


　楓牙は、宵練でそれらの氷の矢を叩たたき落とす。その間に新たに飛んで来た矢が、刃をかいくぐって晄の喉のどに迫った。晄が咄嗟に頭を沈めると、氷の矢は冑かぶとに当たって床ゆかに落ちる。


　次の瞬しゆん間かんには帳とばりを切り裂いて、槍やりの形をした氷の塊が二人に迫る。


　息つく間もなかった。刃のような氷は、四方八方から晄を襲った。


　あまりの冷気で涙なみだが滲み、それが凍こおりついて睫まつ毛げに貼はりついた。手足がかじかんで、炎招戈を持つ指に力が入らない。


　楓牙は苦しげに顔をしかめ、浅い息をついていた。深く息を吸い込むと冷気で肺が痛むのだ。


（このままじゃ、楓牙が死んでしまう）


　晄には河伯の加護があるが、楓牙はこの冷気から身を守る術すべがない。


　側方から迫るつららを炎招戈で断たち割りながら、晄は共工の持つ太刀に視線を走らせる。太刀には霜しもが浮ういたり消えたりしている。先刻、太刀から水を生じさせたように、共工は太刀を通じて冷気を生み、氷を操あやつっているのだ。


（術を止めさせなくちゃ──）


　晄は、飛来する氷の槍に炎招戈を一いつ閃せんさせると、タッと床を蹴けった。右から氷の矢が迫っていたが、構わずに共工に向かって走る。炎招戈を振りかぶった腕を矢が切り裂き、血ち飛沫しぶきが舞まった。背後で楓牙が息を呑のむ気配がした。


　晄の意図に気づいた共工が、太刀を構え直す。晄は炎招戈を一気に振り下ろした。


　ギン！　と、鈍にぶい音を立てて互たがいの刃から火花が散った。


　腕に伝わる太刀の感かん触しよくに、晄は目を剝いた。骨と皮ばかりに瘦やせた陽甲の身体のどこにそんな力が残されているのか、凄すさまじい膂りよ力りよくだった。刃を合わせたまま、晄はじりじりと踵かかとで退る。玉ぎよくの色をした炎招戈の刃が激しく明めい滅めつしていた。


　共工が太た刀ちを跳はね上げた。


「うわっ」


　力負けして、晄は背後に吹ふっ飛ばされる。


　さらに踏ふみ出した共工の前に楓牙が割って入り、晄を背にかばった。


　宵練から逃れるかのように、共工は跳とび退すさって間合いをとる。


　楓牙は宵練を構え、共工を睨にらみ据すえた。全身から、晄の目にも映るほど凄まじい殺気が立ち昇のぼる。


「これ以上、お前の勝手にはさせん」


　晄でさえ、ぞっとするような声こわ音ねだった。


「楓牙……」


　晄は瞠どう目もくした。楓牙がこれほど怒いかりをあらわにしたのは初めてだった。


『宵練では、余を滅ほろぼすことはできぬぞ』


　共工は表情も変えず、太刀を握にぎり直した。その刃に新たな霜が浮く。


「晄を守ることができれば十分だ」


　楓牙は床を蹴り、一気に間合いを詰つめる。


　ガッと、共工の太刀が輝かがやく剣を受け止めた。太刀から剝がれた霜が、宵練の白い光を照り返して、星ほし屑くずのように舞い散る。


　太刀に霜を生じさせる間を与あたえず、楓牙は立て続けに打ちこんだ。容よう赦しやのない攻こう撃げきだった。


　晄は瞠目したまま楓牙を目で追った。


　兄上を返せ──。


　楓牙が心の奥底で慟どう哭こくしている声が、晄には聴こえていた。共工に乗っ取られたとはいえ、楓牙が斬きろうとしているのは兄の身体からだなのだ。


　それでも、晄を守り、人の世を守ろうという楓牙の決意は揺ゆるがない。


　打ち合いながら、楓牙はじりじりと共工を追い詰める。楓牙の剣の技量は陽甲を遥はるかに凌しのぐ。太刀を操っているのは共工だが、陽甲の身体では楓牙の動く速度に追いつかないのだ。


　楓牙は共工の太刀を跳ね上げると、宵練を突ついた。共工の腹に切っ先がめり込んだ。楓牙はそれを素す早ばやく抜くと、共工の肩から脇わき腹ばらへ刃やいばを一閃させ、さらに顎あごへと斬り上げる。宵練が放つ光の軌き跡せきを追って血潮が舞った。壁を背にしてうずくまっていた梓羅々が、小さな悲鳴を上げる。


『む──』


　共工は、微かすかに表情を歪ゆがめながらも一歩踏み出し、太刀を薙ないだ。楓牙は大きく跳び退ってそれを避よける。共工はそれ以上打ちこんでこなかった。傷からぼたぼたと血が落ち、足元に血ち溜だまりができる。


「傷がふさがらない……？」


　楓牙は眉まゆをひそめる。宵練は妖あやかしを滅ぼすことはできるが、人間は殺せない。人間を斬っても、その傷はすぐにふさがるはずだった。


『役に立たぬ器うつわだ』


　共工は不快そうに呟つぶやくと、太刀を頭上に掲かかげた。


　ただならぬ気配を感じて、晄も楓牙も、それぞれの武器を握って身構える。


　一瞬、大気が震ふるえたような気がした。訝いぶかる間もなく、一気に気温が上がる。


『うごける～』


　固まっていたチャウが、プルプルと身体を振った。


　ドン！　という爆ばく音おんが聞こえたのはその時だった。続いて激しい水音が耳に届く。


「まさか──」


　晄は、水音のする方を振り返った。崩くずれた壁の間の向こうで、再び井い戸どが噴ふき上がっていた。





　その時、春の気を喚よぶ呪を唱えていた利條は、凍りついていた呪じゆ物ぶつが水流に押し上げられ、氷の塊とともに空中高く放ほうられたことを知って、愕がく然ぜんと目を見開いた。





『まもりのじゅじゅつにあながあいた！』


　チャウの叫さけびに、晄は戦せん慄りつした。護まもりの呪術が解ければ鳴蛇が来てしまう。


　楓牙がダッと駆かけ出した。共工が梓羅々の腰こしを抱だいて、部屋を出ようとしていた。


「待って！」


　晄も彼らの後を追う。何としても共工を止めなければならない。


　回かい廊ろうから内ない苑えんへ飛び降り、共工たちに追いついた楓牙は共工の首を狙ねらって宵練を一閃させた。


　鮮せん血けつが噴き出し、共工は足をよろめかせた。梓羅々が甲かん高だかい悲鳴を上げる。


　カッと、目を灼やくような白い光が空から降ってきたのはその時だった。一いつ瞬しゆん遅おくれて鳴めい蛇だの金属質な咆ほう哮こうが耳に届く。続いて襲おそってきたのは、叩きつけるような熱風だった。


「うわっ！」


　晄は、咄とつ嗟さに腕うでで顔を覆おおって身を伏ふせた。


『こーくん！』


　チャウが身体を平たく伸のばして晄と楓牙の上に覆おおいかぶさる。


　屋根に火がつき、それが風に巻き上げられた。柱や帳、夜具などが炎ほのおを上げて吹き飛び、壁が崩れる。


　バサッと、翼つばさを羽ばたかせる音と同時に、巨きよ大だいな質量を持ったものが、すぐ近くを通過する気配がした。


　熱風が収まるのを待たず、晄たちはチャウの下から飛び出す。


　一頭の鳴蛇が、共工と梓羅々を乗せて上じよう昇しようを始めていた。城内のあちこちから火の手が上がり、兵や女によ官かんたちの悲鳴が耳に届く。


　その時、雷らい鳴めいのような咆哮が聞こえ、晄はハッと空を振り仰あおいだ。にわかに湧わいてきた黒雲の間に、炎を照り返して汪李の銀ぎん鱗りんが輝いている。燃える王城にザーッと雨が降り注いだ。


『きゃー』


　チャウが慌あわてて燃え残っていた軒のき下したに避ひ難なんする。


『晄！』


　間もなく汪李が晄の前に下りて来た。


　汪李の背に跳び乗った晄に、「その傷で、どこへ行くつもりだ!?」と、楓牙が叫ぶ。


「共工を止めなきゃ──」


　遠ざかる青緑色の翼に目を据え、晄は王城を飛び立った。








『……身体が要いる』


　鳴蛇の背の上で、共工は裂さけた首に手を当てたまま苦しげに言った。


『申し訳ございません。あたくしの失態にございます。楓牙めを侮あなどっておりました』


　共工の背にしがみついている梓羅々もまた苦しげだった。楓牙に斬られた腹の出血はまだ止まっていない。


　彼女は、共工の核かくを育てるために、王城の人間から少しずつ精気を奪うばい、それを共工に与えていた。若く高潔な楓牙の精気によって、共工は水神の力を取り戻もどすはずだった。しかし、途と中ちゆうで術を破られ、梓羅々は楓牙から十分な量の精気を奪えなかった。共工が本来の力を取り戻していれば、たとえ身体が陽甲のものであろうと、楓牙に後おくれを取るはずはなかったのだ。


『楓牙を侮ったは余も同じだ。あやつにこれほどの深手を負わされるとはな……』


　宵しよう練れんの力は炎えん招しよう戈かに及およばない。また楓牙は呪力を持たないただの人間だ。楓牙が、自分を斬れるとは思っていなかった。


　斬られた首からは精気が漏もれだしていた。精気が尽つきれば、眠ねむりにつかなくてはならない。


　黄こう河がで河伯との戦いに敗れ、眠りについた時には、陽甲という憑より代しろがあったため、彼の精気を得て、十七年で目覚めることができたが、夏かの禹や殷の成湯と戦った時は、目覚めるまでに三百年かかった。


『新しき器となる人間をさらって参りまする』


　梓羅々は言った。


『いや、精気が残り少ない。たとえ不完全であろうとも、我が肉体を取り戻す』


　共工は前方で待ち受ける鳴蛇の群れに目をやった。


　群れを率いる士烈の背には、炅が乗っていた。








「あれは炅──」


　晄は目を瞠みはった。


　明け始めた空を、共工と梓羅々を乗せた鳴蛇が、泰たい山ざんを避けるようにして黄河の方角へ向かっていた。周囲を十数頭の鳴蛇が守り、それを小こ化か蛇だが追っていた。共工を先導する鳴蛇の背に、少年の影かげがある。


『炅を乗せているのは士烈だ』


　汪李が緊きん張ちようした様子で言った。


　鳴蛇にとって、炎招戈の使い手は共工を脅おびやかす危険な敵だ。また、彼らは、炎招戈の使い手に従った汪李を憎にくんでいる。煒白や鳳鸞がこの場にいないことを知れば、鳴蛇は晄と汪李を攻こう撃げきしてくるだろう。


　けれど、晄は盾たても持たず、背後は王都だ。今ここで士烈に呼気を吐はかれたら、いくら河伯の加護があろうと晄が無傷で済むはずもなく、王都も壊かい滅めつしてしまう。


『上から回り込む。つかまっていろ』


　汪李はザッと大きく翼を羽ばたかせ、急きゆう上じよう昇しようした。


　鳴蛇たちも汪李に気づいたのだろう。数頭の鳴蛇が旋せん回かいし、上昇を始めた。しかし、炅を乗せた士烈は追って来ない。そのまま共工を乗せた鳴蛇とともに、黄河上空を北へ進んで行く。


「俺たちを殺すよりも、共工を守る方を優先させるなんて……。俺から共工の気が祓はらわれてしまったから、急いで殺す必要がないってこと？」


『共工の傷が深いからだろうが、あやつらしくもない』


　汪李も訝しげだった。


　下方からやってくる鳴蛇の口こう腔こうが開いた。金属質な咆哮とともに熱い呼気を吐く。汪李はさらに上昇して熱風を避け、右に旋回しながら急降下し、迫せまる鳴蛇をやり過ごすと共工のもとへ向かう。


　化蛇の飛ひ翔しよう速度は鳴蛇を凌しのぐ。共工との距きよ離りは見る間に縮んでいった。


　共工を守る鳴蛇の群れから、さらに数頭が離り脱だつし、速度を落として汪李の背後に回る。吐かれた熱風を、汪李は右に身体からだを傾かたむけて避よけた。追ってくる鳴蛇と汪李の間に小化蛇たちが割って入り、鳴蛇の翼に牙きばを立ててその動きを封ふうじる。小化蛇と鳴蛇との乱戦が始まった。


　一頭の鳴蛇に数匹ひきの小化蛇がとりつき、翼や尾おに食いついた。翼が裂け、穴の空いた鱗うろこから血が迸ほとばしる。遠えん雷らいのような小化蛇の声とともに黒雲が湧き、雷かみなりが鳴蛇に落ちる。


　鳴蛇の鱗は化蛇ほど頑がん丈じようではなく、飛翔速度も劣おとるが、その膂りよ力りよくは化蛇よりも勝った。


　身を振りたくり、鳴蛇は食いついている小化蛇を振ふり払はらうと、その尾で小化蛇を叩たたき落とす。


　その間かん隙げきを縫ぬって、汪李は共工を追って黄河を渡わたる。


　共工を乗せた鳴蛇と、炅を乗せた士烈は、徐じよ々じよに速度を落とし、下降を始めていた。


「何か変だ……」


　追われているのに、なぜ地上へ降りようとするのだろう。


　やがて、二頭の鳴蛇は黄河北岸の広大な河原へ舞まい降りた。士烈の背から炅が下り、共工もまた鳴蛇から下りた。二人は数歩の距離を空けて向かい合う。


　突とつ如じよ、共工の身体を黒い靄もやが取り巻いた。


『共工は炅に移るつもりだ！』


　汪李はそう叫さけぶと、ザッと翼を大きく一つ羽ばたかせて、速度を上げた。同時に士烈も河原を飛び立つ。


「え──？」


　意味がわからず、晄は膨ふくれあがっていく黒い靄と、近づいて来る士烈を交こう互ごに見る。


『伏せろ！』


　汪李の声に、晄はたてがみをつかんでバッと身を伏せた。晄を守ろうとして汪李が翼を広げた途と端たん、鋭するどい金属音とともに炎のような熱風が下方から吹ふきつけた。


「うわっ」


　甲かつ冑ちゆうに覆われていない手足に、刺さすような痛みが走る。


　風の勢いに負けて、後方へ押しやられた汪李に、士烈はさらに二度、三度と熱風を吐いた。


　数百匹ぴきの小化蛇が、一いつ斉せいに向きを変え、士烈に体当たりする。しかし、士烈はよろめきもせず、翼で小化蛇をはたき落とした。


　その間に、晄は身を乗り出して、北岸の河原を見る。


　共工を取り巻く黒い靄は、炅に届くまでに膨れあがっていた。


　晄は、汪李の言葉の意味をようやく理解した。共工は、陽甲の身体を捨てて炅に乗り移り、神の肉体を取り戻そうとしているのだ。


　その時に、晄の脳のう裏りを占しめたのは、水神がもたらす脅きよう威いではなかった。


「炅──」


　共工の核に憑つかれた陽甲は、核の成長とともに少しずつ心を喰くわれていった。しかし今、核は目覚め、共工は水神の力を取り戻している。


　晄の全身に鳥とり肌はだが立った。


「汪李、炅の所へ行って！　彼を助けて！」


　晄は夢中で叫び、汪李はザッと翼つばさを羽ばたかせる。


『させぬ』


　前方で、士烈が口を開けた。ザッと数十匹の小化蛇が晄を囲み、吐かれた熱風の中を晄の盾となって、汪李とともに急降下する。汪李は士烈の脇わきをすり抜ぬけ、晄を囲んでいた小化蛇が士烈に向き直る。


「逃にげて!!」


　晄は、河原で立ち尽くす炅に叫んだ。水すい妖ようたちの咆ほう哮こうにかき消され、晄の声が聞こえるはずもなかったが、炅はゆっくりと振り向いた。何もかも諦あきらめたような、虚うつろな顔だった。


「だめだよ！　共工に喰われたらだめだ！」


　言い募つのる晄の横から、士烈が突つっ込んできた。汪李は翼を逆に羽ばたかせ、後方に飛んで彼をやり過ごす。


　その時にはすでに炅の半身は黒い靄に包まれていた。それでも炅は動こうとせず、靄に呑のみ込まれるまま、ぼんやりと晄を目で追っている。


　士烈が旋回する隙すきに、汪李は再び下降し、炅に近づく。


「君がいなくなってしまったら、杏きよう玲れい母さんが悲しむ！」


　晄は再び叫んだ。虚ろだった炅の目に、微かすかな光が点ともる。


　炅は、晄の実母、杏玲とともに暮らしていた時期がある。炅の目的は、晄を罠わなにはめることだったが、そうとは知らない杏玲は炅を我が子のように慈いつくしんだ。


「君が俺を殺そうとしたって知っても、杏玲母さんは、君が不ふ憫びんだって──。救ってあげられないのかって、泣いてたんだ！」
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　晄は絶ぜつ叫きようした。


　炅は驚おどろいたように目を見開いた。その瞳ひとみが揺ゆれる。


　汪李は地上間ま際ぎわまで降下し、炅に向かった。梓羅々を乗せた鳴めい蛇だが身じろぎする。


　黒い靄は共工をすっかり覆おおい隠かくし、炅も顔と右みぎ腕うでを残して靄に包まれていた。


「つかまって！」


　晄は汪李のたてがみを片手でつかみ、身を乗り出すと、もう片方の手を差し伸のべた。


　炅は残された右腕を伸ばしかけ、それを途と中ちゆうで止めた。炅の目が泣きそうに歪ゆがんだ。


　彼は、拳を握にぎり、腕を下ろす。


「なんで……」


　手を差し伸べたまま、晄は愕がく然ぜんと瞠どう目もくする。


　すれ違ちがいざまに晄が見た炅は、目に涙なみだを一いつ杯ぱいに浮うかべて微笑ほほえんでいた。


　──ありがとう。


　微かに炅の声が聴きこえた。


　飛び続ける汪李の背の上で、晄は炅を目で追う。全身が黒い靄に包まれ、炅の気配は完全に消えてしまった。


　黒い靄が一気に膨れあがった。汪李がザッと上じよう昇しようする。戦っていた鳴蛇や小こ化か蛇だも、一斉に振り返った。


　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい冷気が叩きつけてきた。晄は汪李の背に身を伏ふせ、たてがみにしがみつく。凍こおるような暴風が黄土を巻き上げた。小化蛇は吹き飛ばされ、鳴蛇すらもよろめいた。


　晄は顔を上げ、薄うす目めを開ける。


　黒い靄が、竜たつ巻まきのように渦うずを巻いていた。


　渦の中心から、血に染まった寝ね間ま着き姿の陽甲が現れ、ゆっくりと地面に倒たおれ伏す。宵しよう練れんで斬きられた傷はふさがっていなかった。


　黒い靄が急速に渦の中心に吸い込まれていった。


　そこに、水神の姿があった。


　彼は人と同じ顔をしていたが、炅の面おも影かげはどこにもなかった。


　吊つり上がった目は細く、眼まな差ざしは冷たく、虹こう彩さいは血のように赤い。唇くちびるの隙すき間まから、尖とがった歯がのぞいていた。風に舞い上がる長い髪かみは、沈しずみかかる太陽のように鮮あざやかな朱しゆの色をしていた。衣ころもの裾すそから伸びているのは蛇へびの尾だ。左の袖そでから見えている腕もまた蛇だったが、右手は人間のものだった。


　暴風が共工の身体をふわりと押し上げた。控ひかえていた鳴蛇に乗り、梓羅々とともに河原を飛び立つ。


「共工が──」


　晄が言うよりも早く、汪李は共工に向かって飛び始めていた。


　しかし、その行く手を鳴蛇が阻はばむ。背後には士烈の影かげが迫せまっていた。


　金属質な咆哮が轟とどろいた。汪李は咄とつ嗟さに左に旋せん回かいし、士烈の呼気を避ける。灼しやく熱ねつの呼気がジュッと黄土を溶とかし、河原に巨きよ大だいな穴が空いた。辺りにもうもうと砂さ塵じんと煙けむりとが立ちこめ、視界が遮さえぎられる。


　なおも汪李は共工を追おうとしたが、士烈が次々と熱風を吐はき、汪李の進路を遮る。


「うわっ」


　熱く焼けた黄土が晄の頰ほおを叩いた。汪李は激しく蛇だ行こうを繰くり返し、晄は顔を伏せ、振り落とされないようにたてがみにしがみつく。


『くそ──』


　汪李は歯がみした。汪李は士烈の呼気を浴びても、水の気を多少失うだけで済むが、晄は生身の人間である。強きよう行こう突とつ破ぱは無理だ。


　汪李は反転して、急きゆう上じよう昇しようした。しかし、士烈は執しつ拗ように追って来る。彼は、汪李に共工を追わせまいとしているだけでなく、共工を脅おびやかす炎えん招しよう戈かの使い手を殺そうとしているのだ。


　士烈に雷を落として動きを止め、その隙に炎招戈で斬れば士烈を滅ほろぼせる。けれど──。


　汪李が、それを晄に提示するか否いなか、逡しゆん巡じゆんしていた時、『悪い、遅おそくなった』という鳳の声が汪李の耳に届いた。


　その声が聞こえなかった晄は、突とつ然ぜん、士烈の攻こう撃げきが止やんだことに驚いた。小化蛇と鳴蛇の咆哮もしない。晄は汪李の背から顔を上げ、辺りを見回した。溶けた黄土から立ち昇のぼる煙の間に、淡あわく輝かがやく光の粒つぶが漂ただよっていた。


「鸞の幻げん術じゆつ？」


　煙を透すかして、鳴蛇と小化蛇が次々と墜おちていくのが見える。


　鳳と鸞は昼夜を問わずに、それぞれの力を使えるようになった。今は日のある時刻だから、鳳が鸞を喚よびだして、妖あやかしを眠ねむらせたのだろう。


「士烈は？　彼は鸞の術は効かないはず……」


『共工と梓羅々を乗せて逃げた』


　それまで共工を乗せていた鳴蛇が眠ってしまったのを見て、慌あわてて飛んで行ったのだという。


『よほど、共工の傷は深いのであろう。大だい丈じよう夫ぶだ。小化蛇に追わせている。黄河の氷の下には、まだ何千匹びきも小化蛇が待機しているのだ』


　汪李は河原へ降下しながら答えた。


「追って行きたいけど……」


　晄は、焼けて火ぶくれをおこしている手に目を落とす。鳴蛇の呼気に対する装備もないまま士烈を相手にしても、汪李の足を引っ張るだけである。


　汪李が河原へ降りると、馬に変へん化げした煒白に乗って、鳳がやってきた。


『晄、無事か!?　って、あんま、無事じゃなさそうだな』


　晄の腕の創傷や、手足の火傷やけどを見て、鳳は痛ましげに言った。


『もっと早く来たかったんだけどさ』


　共工が王城を出てから間もなく、数頭の鳴蛇が、共工の気を封ふうじた呪じゆ具ぐを奪うばいに、利條の屋や敷しきを襲おそったのだという。


『安心しろ。莉由と舜は無傷だし、呪具も守り通したから──。けど、参ったぜ。ちゃんと、夜と昼の狭はざ間まを狙ねらって来るんだもんな』


　明け方と夕方の、鳳と鸞が入れ替かわる時刻は、どちらの力も使えなくなってしまう。それで、屋敷を襲った鳴蛇を眠らせるのに手間取ってしまったのだそうだ。


　晄は煒白に乗り換かえて陽甲のもとに向かった。


　陽甲は倒れた時のまま、地面に突っ伏ぷしていた。首の傷は開いたままで、もう血も出ていない。息がないことは見ただけでわかった。


「王様……」


　晄は煒白を下りると、陽甲を仰あお向むけに寝ねかし直す。触さわっただけで骨の位置がわかるほど瘦やせ、大人の男とは思えないほど軽かった。


　煒白が人ひと形がたになって、陽甲の身体からだを検あらためた。


『共工の核かくが目覚めた時に、陽甲の命数は尽つきたようだ』


　煒白は言った。


「じゃ、楓牙が斬った時には、王様はもう生きてなかったんだ」


　伊尹の三み振ふりの宝ほう剣けんは、妖は滅ぼせるが、人間を殺すことはできないという。けれど、陽甲の身体がすでに骸むくろだったために、宵練で斬られた傷がふさがらなかったのだ。


「きっと、炅も……」


　彼も、もう生きてはいないだろう。心は喰くい尽くされ、憑ついていた気と一いつ緒しよに、炅自身の身体も共工に取り込まれてしまったのだから。


「あの手……」


　共工の右手は人のものだった。


　汪李も煒白も鳳も、晄の言いたいことがわかっているのだろう。痛ましげに晄を見る。


「俺、あの手を知っている」


　かつて水を集め、蛇の形にして、晄を殺そうとした手だ。そして、黒い靄もやに包まれる寸前に、伸ばしかけて、下ろしてしまった手だ。


（あれは、俺の分だ）


　共工の身体は、晄に憑いていた気と、炅に憑いていた気を合わせなくては完全なものにならない。けれど、深手を負った共工は、急いで身体が必要になり、炅の気だけで復活を遂とげた。


　足りなかった晄の気の分を、炅の身体で補ったのだろう。


　──僕が、お前だったかもしれないのに。


　以前、幻術に巻き込まれて、炅の夢に入り込んだ時、彼にそう言われたことがある。


　互たがいに赤子の時、黄河で共工の気に取り憑つかれ、もしも、晄が河伯の加護を得なかったら、炅が尭ぎようと舜に拾われ、晄が刺し客かくに拾われていたかもしれない。今もまた、炅が生き残り、晄が共工に取り込まれていたかもしれなかった。


「あの右手は、俺の手だったかもしれないんだ──！」


　晄はうつむいて、両手の拳こぶしを握にぎった。


　汪李が人形に変化し、無言で晄の肩かたを抱だき寄せる。


　晄の脳のう裏りには、黒い靄に取り込まれる寸前の、炅の笑え顔がおが焼きついていた。涙なみだを一いつ杯ぱいに溜ためた目に禍まが々まがしさはなかった。杏玲と暮らしていた時も、穏おだやかな顔をしていた。あれが本当の炅の顔なのだろう。そして、共工に憑かれなかったら、ずっとあの顔で過ごせたのだろう。


「ずっと俺のこと嫌きらってたのに……最後、ありがとうって……」


　炅から共工の気を祓はらいたかった。人並みの暮らしができるようにしてあげたかった。


　晄の両眼から、はらはらと涙が落ちた。


「俺、炅を救えなかった……」








　三月に入ったばかりの王都を、突とつ如じよ真夏のような熱波が襲ったのは、その日の夕刻のことだった。




　二　対の記憶







　共工が炅を取り込んで不完全ながら復活を果たし、士烈とともに姿を消した翌日のことである。晄たちは、王城の重ちよう屋おく──政務を行う堂へ向かっていた。


『また、鳴めい蛇だが来ている』


　人形の煒白が空を見上げた。


「うん。微かすかに声が聴きこえる」


　晄も額の汗あせを拭ぬぐいながら空を仰あおいだ。


　雲一つない青空だった。日差しは穏やかだったが、仰向いているだけでじりじりと肌はだが焼けるような気がした。晄には鳴蛇の姿は見えないが、金属質な鳴蛇の咆ほう哮こうが微かに耳に届く。


「共工はこうやってじわじわと人間を滅ぼすつもりなのかな。急いで共工を捜さがさないと……」


　あの戦いの後、晄は一度屋敷に戻もどって傷の治ち療りようをし、武具や食しよく糧りようなどを準備して、その日のうちに共工を追うつもりだった。共工が人間への攻撃を始める前に、彼を捜し、止めなければならない。


　ところが準備が調ととのう前に、突然、王都が真夏のような暑さに見み舞まわれた。小こ化か蛇だによると、鳴蛇が遥はるか上空で熱風を吐いているのだという。


　そこへ、この時ならぬ熱波に驚おどろいた殷の宰さい相しよう晏あん仲ちゆうから、今後の対策を練りたいと、呼び出しがかかったのである。


「黄河は一気に溶とけただろうね。洪こう水ずいにならなきゃいいけど」


　人が死ぬほどの暑さでなくても、民たみの暮らしに与あたえる影えい響きようは大きい。晏仲が対策を練りたいというのももっともである。


『山に近い支流では、雪解け水で増水し、堤つつみが決けつ壊かいしたようだ。だが、すぐに増水は治まる。鳴蛇が雨を降らせぬのだからな』


　小こ蛇へび姿で晄の腕うでに絡からまっている汪李が、忌いま々いましそうに言った。小化蛇は鳴蛇を追い払はらおうと奔ほん走そうし、雨を降らそうともしているのだが、小化蛇が雨雲を喚べば、鳴蛇が消しに来るという。


『あからさまに人間を攻撃すれば、黄帝や西せい王おう母ぼやら人間を擁よう護ごする神々が黙だまっていない』


　鳴蛇を目で追っているのか、煒白は青空に目を凝こらす。


『共工は深手を負って、崑崙の神々と戦うだけの力がない。共工は、炎えん招しよう戈かの使い手が化蛇を率いて攻せめて来ることも恐おそれている。鳴蛇の目もく的てきはこちらの兵力を分散させることだと思う』


『姑こ息そくな手段だ』


　汪李は、頭を自分の胴どうに突つっ込んでぼそりと呟つぶやいた。


「鳴蛇の呼気の凄すさまじさは桃とう林りんでも見ましたが、ひどい有様ですね……」


　佟韋は一段高い堂どう涂との上で立ち止まり、内ない苑えんやその向こうの堂を見回した。


　ほとんどの堂の屋根は飛び、回かい廊ろうに張った板はめくれ、庇ひさし柱ばしらが折れて壁かべに刺ささっていた。そのどれもが焼け焦こげ、内苑の木々も黒く枯こ死ししている。


　今歩いている堂涂も、敷しき詰つめられた塼かわらがずれたり剝はがれたりしていた。その間を、奴ぬ婢ひや工人が、片づけや修理に回っている。


「死人が出なくてよかった。火事も化蛇の王がすぐに消してくれたし」


　治ち癒ゆの力を持つ紫し央おうは、昨日一日、怪け我がや火傷の治療に携たずさわっていた。晄の腕の傷や火傷も彼が手当し、すっかり治っている。


『鳴蛇は手加減していた。さすがに、共工や梓羅々まで丸まる焦こげにするわけにはいかなかったのであろう』


　共工が深手を負ったことを知って、鳴蛇は咄とつ嗟さに王城に熱風を吐はき、救出に向かったのだという。


『あの場に炅と士烈さえおらねば、鳴蛇に王城を焼かせるような真ま似ねはさせなかったのだが』


　そう言う汪李の声は暗い。炅と士烈を牽けん制せいしている隙すきに、鳴蛇に熱風を吐かれてしまったらしい。


「それにしても、暑くて気が遠くなりそうです。あ、鳳君、あんまり近寄らないで。晄ちゃん、汪李さんを貸してください」


　舜は、汪李に頰ほおをすり寄せた。汪李が発する陰いんの気は、熱を冷ますのだそうだ。


『みんな、はやくおいでよ～。おへやにはいれば、ちょっとすずしいよ～』


　とことこと先を歩いていたチャウが振ふり返った。


『そうしたいのは、山々なんだけどさー』


　鳳はぎくしゃくしながら足を一歩踏ふみ出す。


　共工によって綻ほころびができた王城の護まもりは、すぐさま修復され、妖あやかしが自由に動けないようになっていた。できるだけ、呪じゆ術じゆつの薄うすい場所を選んで歩いているのだが、それでも見えない壁を通り抜ぬけるにはかなりの力がいり、なかなか前へ進まないのである。


『ほんと、厳重。崑崙の神々が、核かくの在処を見つけられなかったわけだ。梓羅々は、よくこんな中を歩き回ってたよな』


　どっこらせと、もう一歩足を踏み出しながら鳳は言った。


　炎招戈を作った黄帝は、王城を守る呪術が共工の核の気配を消し、核が相当に成長するまでその所在に気づかなかったと言っていた。それにもかかわらず、梓羅々は傷を負うまで、王城の中を平然と闊かつ歩ぽしていたのだ。


「基本は妖除よけの呪術だからね。体内の陰陽の均きん衡こうや、発する気配を人間と同じにすれば、引っかからないよ」


　変へん化げが得意な紫央はにっこりと笑み、


『そんな器用な真似ができるのは、お前と梓羅々ぐれーだ』


　と、鳳は妙みような姿勢で固まったまま憮ぶ然ぜんと呟いた。








「御ご足そく労ろういただき、申し訳ござらぬ」


　晏仲は憔しよう悴すいした様子だったが、それでも晄の顔を見ると、皺しわ深い顔をほころばせた。


　重屋は幸い火事にはならず、屋外に面していないこの大室は、さほど傷いたんでいなかった。


　大室の真上の屋根が二重になっていることから、この堂は重屋と呼ばれるのだが、下層の屋根が吹ふき飛ばずに残ったため、外の熱気もある程度防がれていた。


　大室では、左の壁を背に晏仲が座し、その隣となりに利條が座していた。右の壁かべ際ぎわには楓牙が座し、傍かたわらに累焰が控ひかえている。事前に人ひと払ばらいがされたらしく、貞てい人じんや衛え士じの姿はなかった。


　晄が、佟韋や舜とともに下座に座ろうとすると、晏仲は「どうかこちらへ」と、王子である楓牙のさらに上座を示した。


　晄が目を瞬またたいていると、


「おぬし──、いや、晄王子と呼ばねばならぬな──、南なん庚こう王の御み子こであったと、楓牙王子から聞いたのでござる」


　晏仲はそう言って、楓牙に目を移す。楓牙は晄を見上げて微笑ほほえんだが、その表情は暗かった。


　共工が炅を取り込んで復活したことや、楓牙が共工を斬きった時には、すでに陽甲としての命は尽つきていたことなどは、昨日、陽甲の亡なき骸がらを王城へ運んだ時に、楓牙に話してあった。


「私が死なせてしまったのではないのだな」


　と、彼は少しほっとした様子だったが、それでも兄の死を悼いたむ気持ちは変わらないだろう。


　上座に座るのは何だか抵てい抗こうはあったが、楓牙のそばにいてやりたいと思い、晄は楓牙の隣に端たん座ざした。


「主上の亡骸を連れ帰っていただいたとのこと、あらためて礼を申す」


　晏仲は深々と叩こう頭とうした。


「いいえ……」


　晄は、うつむいたまま礼を返す。


「主上は、鳴蛇襲しゆう来らいの折に、梓羅々とともに頓とん死ししたということにした。来月には、葬そう礼れいの儀ぎを行うつもりだ。その前に、新王も定めねばならぬのだが……」


　晏仲は、最さい奥おうの席に目をやる。その目は潤うるんでいた。


　陽甲は心の病に陥おちいってから、王の席に座ることが少なくなったという。心の病は共工の核に憑つかれているせいだと知った後も、晏仲は、陽甲が再びあの席に座る日がくることを望んでいたのだろう。しかし、陽甲は死に、次にあの席に座る者も決まっていない。


「王を定める際には、晄王子の出自も公おおやけにさせてもらいとうござる」


　晏仲は、晄に視線を戻した。彼の表情は複雑で、晄の即そく位いを望んでいるのかいないのか、わからない。


「聡そう牙が様、脩しゆう牙が様のお加減は？」


　晄は尋たずねた。現在の王おう太たい弟ていは聡牙だが、彼も弟の脩牙も王城の流行はやり病やまいに罹かかり、臥ふしているときいていた。


「紫央殿どのの手当で、一命をとりとめることはでき申したが──」


「御快復までにはしばらくかかるでしょう。精気をほとんど失っていらっしゃいましたから」


　紫央は言った。


「精気？」


「生きものが成長したり、動いたりする時に必要な気のことです。気力とか元気といえばわかりいいかな」


「梓羅々は人間からそれを奪うばって、共工に与え、育てていたのだ」


　楓牙の言葉に、晄は瞠どう目もくした。


「じゃ、聡牙様も脩牙様も流行病で倒たおれたんじゃなくて、梓羅々に──」


「梓羅々は、おそらく仙せん狸りにございましょう」


　そう言ったのは利條だった。


「楓牙王子のお話によれば、猫ねこのような瞳ひとみを持ち、夢を操あやつるとのこと。その上、人の精気を吸い、優すぐれた変化の力を持つ妖となれば、仙狸より他ほかにございません。見破れなかったのは、私わたくしの力不足。お二人の上の王子にも、楓牙王子にもお詫わび申し上げねばなりませぬ」


　白はく皙せきの美び貌ぼうを曇くもらせ、利條は楓牙に低頭する。


「いや、伊尹の宝ほう剣けんを手に入れて、私は驕おごっていたのだ。私の不覚で、共工を目覚めさせてしまった」


　楓牙はうつむいた。


「そんなの楓牙のせいじゃないよ。楓牙から精気が奪えなかったら、梓羅々は他の人から精気を奪っただろうし」


『そう、仙狸は、犬猫や虫からでも精気を採れる。共工の目覚めは時間の問題だったんだ。単に、梓羅々は楓牙が好みだったんだろ』


　鳳はそう言って軽く笑う。


『楓牙が梓羅々を斬ったから、梓羅々は王城から出られなくなった。もしも共工が目覚めて直ちに王城から出ていたら、汪李が駆かけつける前に、士烈が王都ごと利條の屋や敷しきを焼いて、共工の気を封ふう印いんした呪具を奪いに来たはず』


　淡たん々たんとした口調で煒白が言った。


『黄河北岸の河原で、共工は炅を取り込んで復活したのに、洪こう水ずいも起こさずに逃にげた。それも、楓牙が共工に深手を負わせたから。士烈も汪李と決着をつけずに共工と去った。王都は救われた。楓牙のお手て柄がら』


『長なげぇ説明だな』と揶や揄ゆする鳳に、『楓牙を慰なぐさめたい』と、煒白は真ま面じ目めな顔で答えた。


「だが、代わりにこの熱波だ。小こ化か蛇だを攪かく乱らんして共工の傷が癒いえるまでの時間を稼かせぎ、戦いくさの備えをしているのだろうが……」


　楓牙は、やるせない溜ため息をつく。


「晄王子や、化蛇の王らに集まってもらったのは他でもない、この暑さのことでござる」


　晏仲は一同を見回した。


「占せん術じゆつによれば、この熱波は九州全土に及およんでおりまする」


　利條が言った。


「九州全土──」


　晄は目を剝いた。


「もうすぐ粟あわや黍きびの種たね蒔まきの時季なのに。このまま一いつ滴てきも雨が降らなかったら、次の冬は大勢の人間が餓うえて死んでしまう」


「いや、来年の冬どころではござらぬ。この熱波が去らぬとわかれば、民たみは実りを危き惧ぐし、みな、一いつ斉せいに食しよく糧りようの確保に走りまする。裕ゆう福ふくな者は買い占しめを図はかり、購あがなえぬ者は盗ぬすみに入る。瞬く間に、市から食糧が消える。それでなくとも、度たび重かさなる兵ひよう糧ろうの徴ちよう収しゆうにより食糧が足りない。ひと月もせぬうちに、大勢の者が餓えて死にまする」


　晏仲は険しい声で言った。


「そんなことが──」


　晄は絶句する。時ならぬ暑さが、そんな事態を招くとは思わなかったのだ。


「食糧の在庫を管理し、民の動どう揺ようを収めるのは儂わしにもできる。だが、鳴めい蛇だを追い払はらい、雨を喚よぶのは、化蛇の王、貴き殿でんに頼たのむより他はない」


　晏仲は汪李に目を据すえる。


『言われずともわかっておる』


　汪李はフンと鼻を鳴らした。


「また、諸しよ侯こうはおのれの邑ゆうに食糧がなければ、他の邑を攻せめて奪おうとする。各地で戦が起こるであろう」


　晏仲は、佟韋に向き直った。


「桃林侯こうのお力をお借りしたい。使者として周辺の国々との連れん絡らく調整をしていただきたいのだ。殷の王使を名乗らずとも、桃林侯としてで構わぬゆえ」


　佟韋は、「承知いたしました」と晏仲に一礼し、


「殷の王使を名乗っても構いませんよ」


　と、静せい謐ひつな目を晄に向ける。晄が王になるなら王の使いを務めると、暗に晏仲に伝えているのだ。


「さらに、共工の暴挙も止めなければならぬ」


「深手を負った共工は、まず完全なる身体からだを取り戻もどそうとするでしょう」


　晏仲に代わって、利條が言葉を継ついだ。


「気を封印した呪具が私わたくしの屋敷にあることを、鳴蛇は知っていたとのこと──」


「五ご岳がく巡めぐりの時から、見つからないようにいろいろ工く夫ふうはしてたんですけどね」


　答えたのは舜である。


「真っ昼間に、お屋敷のお庭で封印しましたし、呪具の保管場所を探して晄ちゃんたちが屋敷を出入りする様子を、遠くから見ていたのかもしれません。でも大だい丈じよう夫ぶ。昨日、黄河の河原で鳴蛇たちが眠ねむっている間に呪具を移しました。章しよう玄げんの占術を避さける呪じゆ術じゆつもかけてあります」


「私わたくしたち貞人にも、晄王子の存在が占みえぬようにしていたあなたのことですから、そこは安心ですが、いったい呪具をどこへ──？」


「内ない緒しよです。誰だれかが聞き耳をたてているかもしれませんから」


　舜は、いつものほんわりした笑えみを浮うかべた。


「最後に、晄王子」


　利條は、晄に向き直って居住まいを正した。


「共工の目的は、人間を庇ひ護ごする女媧から天界の支配権を奪い、地上から人間を一いつ掃そうすることにございまする。共工は傷が癒えれば、配下の妖あやかしや神々とともに、地上で兵を挙げましょう。なれど、章玄が関かかわっているのか水神の力か、共工は占術には現れませぬ。また、占みえたところで私わたくしには荒あらぶる水神を鎮しずめる手立てがありませぬ」


　利條の美び麗れいな双そう眸ぼうが真しん摯しに晄を見つめる。


「共工が挙兵すれば、女媧は崑崙の神々を遣つかわされよう」


　利條の言葉を、晏仲が継いだ。


「しかし、崑崙の神々にも共工を滅ほろぼすことは敵かなわぬと聞く。太古、天が割れたという言い伝えのごとく、激げき烈れつな戦となるは必定。どうか、その前に共工を捜さがし、炎えん招しよう戈かの力をもって人の世をお救いくだされ」


　二人は手を重ね合わせ、正式な礼の姿勢をとった。


（国の政まつりごとを司つかさどる宰さい相しようと大だい史し令れいが、俺に人の世を託たくしてる……）


　晄は、膝ひざの上で汗あせばむ手を握にぎり締しめる。


　共工と対たい峙じできる人間は、炎招戈の使い手である自分しかいない──。


　そのことをあらためて思い知らされた。


　自分の望みはすべての人が笑って幸せに暮らせることだ。その望みを叶かなえるために、王になりたいと思ったし、共工を鎮めたいと思った。


（けれど、それじゃだめだ）


　自分の望みを叶えるためではなく、晏仲や利條、他の大勢の人の望みを叶えるために、炎招戈を振ふるわなくてはならない。


　急いで共工を捜し出し、どうしても鎮めることができなかったら、神々の戦が始まる前に、彼を滅ぼさなくてはならない。たとえそれが自分の本意ではなくても──。


「──わかりました」


　晄は力強くうなずいた。








「あれ、汪李は？」


　一度、利條の屋敷に戻り、あらためて共工を捜す旅の準備をしていた晄は、左ひだり腕うでに巻きついていた汪李がいつの間にかいなくなっていることに気づいて辺りを見回した。


「さっき、お洗せん濯たく物ものを取り込むのを手伝ってもらったの。まだお庭にいるんじゃない」


　莉由が言った。鳴めい蛇だ襲しゆう来らいはつい昨日未明のことだというのに、彼女は、「暑い～。けど、洗濯物が早く乾かわくのは嬉うれしいわ」と、晄の着き替がえを抱かかえて潑はつ剌らつと走り回っている。汪李や煒白が、何だかんだで莉由の使いっ走りを務めてしまうのは、彼女のこの剛ごう胆たんさゆえだろうか。


　晄が回かい廊ろうに出ると、汪李は人ひと形がたで庭に佇たたずみ、空を仰あおいでいた。


「どうしたの？　鳴蛇の動きに何か変わったことでも？」


　晄は、階きざはしを下りて履くつを引っかけ、汪李の傍かたわらへ走り寄る。


『いや、相変わらずだ。時折やって来ては熱風を吐はき、小化蛇が行けば逃げる。その繰くり返しだ』


　汪李は、空を見上げたまま言った。


「どうやって追い払えばいいんだろ……。鳴蛇って何千頭もいるんでしょ？　舜兄は妖を封ふうじる呪具を持ってるけど、追いかけて行って、一頭ずつ封じるなんてわけにいかないし」


　晄も、額に手をかざして汪李の視線を追うが、鳴蛇がどこにいるのかわからない。


『晄。王都を出たら、しばらくの間、我はお前と離はなれていることにする』


　唐とう突とつに汪李はそう言い、「え？」と晄は驚おどろいて彼を見た。神と見み紛まがうほど美しいその横顔が、微かすかに翳かげっていることに気づき、晄は瞠どう目もくする。


「離れてって──、まさか、士烈と決着をつける気じゃ……」


『我がお前たちと別行動をとれば、必ず士烈は我を滅ぼしに来る』


　汪李は、黄こ金がね色いろの眼めを晄に移した。


「だめだよ！　盤ばん龍りゆう城で死にかかったの、忘れたの!?」


　晄は思わず、汪李の両手をつかむ。


　盤龍城へ行った時、晄は士烈の汪李に対する怨うらみが、想像していた以上に深いことを知った。


　化か蛇だは黄河水系に、鳴蛇は長江水系に棲すむ妖だが、太古、近きん縁えんの種族である両者は、九州の河か川せんでともに暮らしていたという。


　女媧の時代、共工は叛はん乱らんを起こし、鳴蛇は共工に与くみした。戦いくさが嫌きらいな汪李は、その時は参戦しなかったが、士烈は汪李を仲間だと信じていたのだろう。


　ところが今から七百年前、黄帝は、共工を滅ぼす炎招戈を作り、それを夏の初代王である禹に授さずけた。汪李はその禹王に従った。


　当時、士烈には大切に思う人間がいた。三さん苗びよう族の王である。三苗族は人間だが、戦神蚩し尤ゆうの血を引き、共工に忠誠を誓ちかっていた。士烈は、その三苗族の王に人形を与あたえられたという。


　禹王と汪李は、共工や鳴蛇を始めとする妖、そして三苗族と戦った。三苗族は禹王に敗れ、三苗族の王は死に、国は滅んだ。


　士烈にとって、汪李は裏切り者であると同時に、大切な人間を殺した仇かたきでもあったのだ。


　彼は、汪李を殺すために、化蛇の鱗うろこをも嚙かみ砕くだく黒こく龍りゆうを手に入れた。盤龍城で、汪李はその黒龍に腹を食い破られ、危あやうく殺されそうになった。その時は、汪李の危機を知った鳳が鳴蛇たちを眠らせ、煒白が汪李を救出に行ったため、汪李は窮きゆう地ちを脱だつしたが、煒白も鳳鸞もいなければ、汪李の命はなかっただろう。


「一いつ騎き打うちなんて、無む茶ちやだよ！　今度こそ殺されてしまう！」


『案ずるな、同じ轍てつは踏ふまぬ』


　汪李は苦く笑しようした。


「でも──」


『遅おそかれ早かれ、共工は我とお前を引き離しにかかる』


　言い募つのろうとした晄を、汪李は遮さえぎった。


　炎招戈の炎は何もかもを焼き尽つくし、使い手の命さえ危うくする。その炎を消し、使い手を守るのが化蛇の王の役目だ。汪李がいなければ、炎招戈の炎を喚よぶことができない。


『昨日、共工が何もせずに逃にげたのも、士烈が共工とともに失うせたのも、炎招戈の炎を恐おそれたからだ』


「あ──」


　言われてみて、共工を滅ぼすなら、昨日は絶好の機会だったことに気づいた。


　人のいない広大な黄河の河原、鳴めい蛇だはことごとく眠り、共工は深手を負っている。そして、化蛇の王の背には、炎招戈の使い手──。


　この状じよう況きようを恐れ、士烈は汪李との決着をつけずに去ったのだ。


『士烈を倒たおせば、鳴蛇の指揮系統は乱れ、隙すきが生まれる。小化蛇が雨を降らす機会ができる』


「鳴蛇たちが、一いつ斉せいに汪李に復ふく讐しゆうしにくるかもしれないじゃない」


『その時には、鸞の幻げん術じゆつで鳴蛇を眠らせ、呪具に封じるなり炎招戈で滅ぼすなりすればよい』


「俺、そんなのは嫌いやだ──」


　晄の望みは、化蛇と鳴蛇の和解だ。大昔のようにすべての河川で化蛇と鳴蛇がともに過ごせるようにしたい。


「汪李だって、本当は士烈と仲直りしたいはず──。俺、汪李と士烈を戦わせたくない」


『晄……』


　汪李の黄金色の眼が揺ゆれた。


「共工は俺の言うことを聞いてくれなかった。鎮めるのは難しいかもしれない。どうしても鎮められなかったら滅ぼすしかないってことはわかってるよ。でも俺は、最後の最後まで諦あきらめない」


　晄は、つかんでいる彼の両手を、さらに強く握り締めた。


「俺たちと一いつ緒しよに共工を捜しに行こう。共工だって、傷の癒いえない今、俺と汪李がそろってやって来たら、俺の話を聞くしかないんだから。共工が鎮まれば、士烈も君への怨みを水に流してくれるかもしれないじゃない。今、無理に士烈と決着をつけなくたっていいでしょ。たとえ共工を滅ぼすことになっても、士烈と君が生きてさえいれば、いつかわかりあえるよ」


　けれど汪李は答えなかった。


「汪李──」


　彼は、晄につかまれている手を一度ギュッと握り返すと、その手を外し、晄の頭に載のせる。


『お前は優やさしい子だ』


　汪李は微笑ほほえんだ。


『だが、雨を降らせるのが先だ。お前もわかっているであろう？』


　この熱波で民たみは動どう揺ようし、間もなく人間同士で略りやく奪だつが始まる。人間を抑おさえたところで、種たね蒔まきの時期は目の前だ。雨を降らせなければ、次の冬には飢き饉きんが訪おとずれる。


『案ずるな。士烈を倒したら、すぐにお前の所へ駆かけつける』


「……汪李、ごめん」


　彼の言う通り、時間が限られている。


　水すい妖ようの汪李は、黄河が干ひ上あがらない限り餓うえることも死ぬこともない。また彼は戦うことを厭いとい、心の底では鳴蛇との和解を望んでいる。


　そんな汪李に士烈を倒す決意をさせたのは、人間たちだ。


『謝ることはない。これは我自身が決めたこと。七百年前、禹に忠誠を誓った時に、覚かく悟ごは決めてあったのだ』


　汪李は静かに言った。


　化蛇と鳴蛇の溝みぞがもう埋うまらないことは、盤龍城で思い知らされた。


　共工は簡単には意志を翻ひるがえさない。強い信念を持つ共工だからこそ、鳴蛇は共工に忠誠を尽つくしているのだ。共工は鎮しずまらず、士烈が怨みを水に流すこともなく、どちらも滅ほろぼすことになるだろう。


（わかってはいたが……）


　汪李は、昨日の自分の戦いぶりを思い起こす。


　士烈が黒龍を得た今、彼と汪李の戦せん闘とう能力は五分と五分だ。けれど、晄とともにあるならば、汪李の方が圧あつ倒とう的に有利だ。汪李が雷らい霆ていを落として士烈の動きを止め、晄が炎えん招しよう戈かで斬きれば士烈は滅びる。禹や成湯に従っていた時には、そうやって数多あまたの妖あやかしを滅ぼした。


　けれど、あの黄河の河原で、汪李は士烈に対して一いつ切さいの反はん撃げきをせず、ただ士烈の呼気から晄を守るために逃げ回った。共工を鎮め、水妖の争いに終しゆう止し符ふを打ちたいという晄の望みを、あの場で捨てさせることができなかった。


　その結果、共工を滅ぼす機会を逃のがし、この熱波を招いたのだ。


（我自身も、望みを捨てきれていなかったのかもしれぬ……）


　女媧と共工の戦が終われば、また化蛇と鳴蛇がともに過ごせる日がくるのではないかと──。


　──頼たのむ、出て来てくれ。


　ふと、城を囲む濠ほりで、そう呼びかける士烈の記き憶おくが蘇よみがえる。あれは、禹に従って間もなくの頃ころだろうか。


　彼の声に、自分は応こたえなかった。会えば決意が揺らぐと思った。そんな憶おぼえがある。


（今度こそ、応えなければならぬ）


　汪李は、遥はるかな過去に言えなかった士烈への決別の言葉を、今度こそ告げようと決意していた。








『楓牙、晄を頼む』


　その夜、利條の屋や敷しきの門前で、汪李は騎き乗じようした楓牙に言った。定位置である晄の左ひだり腕うでから解けて人ひと形がたになっている。


　共工の行方ゆくえを追う晄には、楓牙と累焰が同行することになった。伊尹の宝ほう剣けんを携たずさえた楓牙は、妖との戦いで大きな戦力となる。楓牙には王の代理として果たさなければならない役割が山積していたが、神々の戦を止める方が急務と考え、政まつりごとは晏仲や利條、佟韋に任せることにしたのだ。


　滅めつ多たに人ひと頼だのみをしない汪李に、晄を頼むと言われ、楓牙は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子だったが、


「任せておけ。お前もくれぐれも気をつけるのだぞ」


　と、笑えみを浮うかべて応じた。


「汪李さんが晄ちゃんと一緒じゃないなんて、心配です～」


　共工の気を封ふう印いんした呪じゆ具ぐを守るために王都へ残る舜は、「王子様じゃ頼たよりになりません」と言わんばかりの気の揉もみようだった。


「鸞ちゃん、煒白、晄ちゃんをお願いね。汪李も無事に帰ってくるのよ。お洗せん濯たく物ものが飛んじゃった時に、あんたがいないと困るんだからね」


　莉由も珍めずらしく汪李に声をかける。莉由なりに、汪李の単独行動を案じているのだろう。


　しかも、彼女は楓牙たちに向き直り、


「楓牙王子、累焰様も、どうか晄ちゃんをよろしくお願いします」


　と、丁てい寧ねいに挨あい拶さつしたのだ。


　もちろん、汪李の別行動により、莉由は晄の身を心配して言ったのだが、


（り、莉由が、私に声をかけた──）


　楓牙はいたく感激し、


（莉由殿どのが、わたくしの名を口にしたのは初めてでは……）


　累焰は驚おどろきすぎて、うっかり返答を忘れた。


『みんな、きをつけてね～』


　チャウが舜の懐ふところから顔を出した。普ふ段だんの半分以下の大きさである。


「チャウ、お前、その姿はどうしたのだ」


　生まれたての赤ちゃん犬になってしまったチャウを見て、楓牙は目を瞬またたく。


「鳴蛇の熱風で、乾かん燥そうしてしまったのか？」


『ちがうよ～。からだのはんぶんはじゅぐの──』


「しっ」


　言いかけたチャウの口を、舜が押さえた。


「章玄が術を使って、どこかで聞き耳を立てているかもしれませんからね」


　舜は油断なく辺りを見回す。王城の城じよう壁へきの向こう、かがり火の上を、この暑さで羽う化かしたものか、数匹ひきの蛾がが舞まっていた。


「僕、目がこんなでしょう？　だから、チャウに呪具の守りを手伝ってもらうことにしたんです」


　舜は声をひそめて言った。彼は、共工の気を封印する呪具を作っている時に、呪じゆ詛そをかけられ、目を病やんでしまった。生活に支障はないが、もう青銅器を作ることはできず、微び妙みような手加減を必要とする呪術も使えない。


　そこで、チャウが身体からだを半分に分けて、一つは舜を補ほ佐さし、もう一つは、隠かくした呪具の上にかぶさっていることになった。土の妖であるチャウは水を堰せき止める。万一、呪具の封印が解けた時に、共工の気が漏もれ出さないようにするためである。


「呪具もですが、章玄が莉由殿を拐かどわかして呪具と引き替かえにする恐おそれもございます。莉由殿の守りもお願いいたしまする」


　累焰が言った。


『まかせて～』


「章玄は人を操あやつる術に長たけておりまする。特に鬼方左大将、也や真しん殿どのにはお気をつけくださいませ。決して近寄らせてはなりませぬ」


　累焰がそんなことをチャウに頼むのは、楓牙が、（留守の間に也真が莉由にちょっかいを出すのでは）と気を揉んでいるからだが、そうとは知らないチャウは、『わかったよ～。やしんはおうちにいれない』と張り切って約束した。


　楓牙が、有能な従者に心の中で感謝したのは言うまでもない。


　そこへ、数匹の小こ化か蛇だが闇やみに紛まぎれて降りてきた。


　──共工ハ、黄河上流へ向カッタ。


　案内役の小化蛇だ。


「じゃ、行ってくるね」


　舜と莉由にそう言って、馬に変へん化げした煒白に乗ると、晄は汪李と目を交かわす。


　汪李の黄こ金がね色いろの眼めは透すき通り、宝玉のように美しい光をたたえていた。


　水妖最強と言われる、化蛇の王の目だった。これ以上の心配は、汪李の矜きよう持じを傷つける。


（信じて、待ってるから──）


　その思いを視線に乗せて晄は汪李を見つめる。彼は無言でうなずくと、小さな化蛇に変化し、夜空へ飛び立った。晄も煒白を駆かけさせ、その後を楓牙と累焰が続く。


「どうか御ご無ぶ事じで……」


　星々に吸い込まれていく白銀の化蛇を目で追いながら、累焰が呟つぶやいた。


　優すぐれた未来さき読よみの力を持つ累焰は、これから汪李の身に起こることを予感していたが、彼はそれを口にしなかった。言ったところで、汪李を思いとどまらせることができないこともわかっていたからである。
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「愚おろか者めが。炎招戈の炎は、化蛇がおらねば撃うてぬものを」


　章玄は、青銅の水鏡──鑑かんに目を落とし、薄うすく笑った。


　水面には、利條の屋敷を発たつ晄たちの姿が映っていた。


　呪術で護まもられている利條の屋敷と王城の中は、占せん術じゆつでは占みえない。晄たち三兄弟や晄に従う妖も、舜の呪術により占術には現れない。鑑に映っているのは、外を舞っている蛾が見ている映像である。もちろん本当の蛾ではなく、妖の変化だ。


「化蛇は炎招戈の使い手と別れ、呪具を守るは目を病んだ人間一人と、崑崙の息そく壌じようのみにございます」


　章玄は鑑から顔を上げた。


　墨すみを刷はいたような闇の中に、燭しよくの炎が赤く燃えていた。最初一つきりだったそれは、刻一刻と数を増やし、今では数百本にも及およんでいる。


　しかし、それらの炎でも闇のすべてを照らすことはできず、その闇の広さも深さも知ることはできない。


　燭の列の手前に、炎よりも鮮あざやかな朱しゆ色いろの髪かみをした共工の姿があった。彼は黄金の倚い子すに腰かけ、背もたれに寄りかかっていた。足元には梓羅々が侍はべっている。


『化蛇が、炎招戈の使い手と別れた？』


　章玄の報告に応じたのは梓羅々だった。彼女の瞳ひとみは猫ねこのように細く、共工の膝ひざに載のせた手の指からは、湾わん曲きよくした鋭するどい爪つめが生えている。楓牙に斬きられた傷はまだ治らず、彼女は変化の力を取り戻もどしていないのだ。


『此こ度たびの炎招戈の使い手は、何を考えておるのだ』


　その声は、共工の背後から聞こえた。


『炎えん招しよう戈かの使い手は、共工殿どのを説得しようとしたと聞く。戦う意志はないと、こちらに示しているのであろうか』


　共工の右で別の声がした。


『化蛇は雨を降らせに行ったのであろう。いずれにしろ、こちらの手間が省けた』


　その声は、左側から聞こえた。


　共工に与くみする神々や妖あやかしの声である。盟主の目覚めを知って、各地から彼のもとへ参集してきたのだった。


『さて、化蛇のおらぬ炎招戈の使い手など恐るるに足たらぬが、こちらから打って出れば女媧が派兵しような。だが、共工殿もまだ御ご本復ではなく、こちらの兵力もまだ十分に調ととのってはおらぬ。まずは、呪具を奪うばい、化蛇を滅ほろぼすが先か』


　右の声が言った。


『章玄、余の右みぎ腕うでは何処どこにある』


　共工がゆるゆると右手を持ち上げた。彼は、若い人間のものであるその右手に目をやる。声こわ音ねは凜りん然ぜんとしていたが、その動作は緩かん慢まんだった。本来の身体を取り戻したことで、力の源である精気の流出は止まったが、核かくに受けた傷はまだ癒いえていないのだ。


「占術では占みえませぬが、私の目を盗ぬすんで遠くまで運ぶことはできぬはず。あのまま利條の屋や敷しきに置いてあるか、霊れい廟びようか、馮ひよう夷い城か──。呪具作りと息壌を見張っておれば、おのずとその所在は明らかになりましょう」


　章玄は共工に向き直った。


『さても、変わった人間よの。いずれ滅ぶ身でありながら、我らに味方するとは』


　共工の背後で、聞こえよがしな囁ささやきが聞こえたが、章玄が孤こ高こうの虎とらのような目で一いち瞥べつするとその声は止やんだ。十七年前の共工と河伯との戦いで、滅びかけた共工の核を陽甲の中に隠し、守り続けてきたのは他ほかならぬ章玄だからだ。


『傷が癒えてもこの手では大した技わざは使えぬ。女媧に気取られぬよう、我が右手を取り戻さねばならぬ。章玄には引き続き呪具の在処を探さぐらせる。誰だれぞ章玄の使いを務めよ』


　共工の声に、『なれば、わたくしめが──』と、一本の燭の炎が揺ゆらめいた。


『風ふう伯はくか』


『我が風ならば、女媧に気づかれる恐れはございますまい』


　風を操る神は言った。


『よかろう。呪じゆ具ぐはそちと章玄に任せる。行け』


『は──』


　炎が一つ消えた。


『鳴めい蛇だ』


　共工は右手に目を落としたまま、女媧との戦以来、変わらず自分に忠誠を尽つくしている水すい妖ようを呼んだ。


『おそばに──』


　燭の明かりの下に、士烈が姿を現した。


　彼は人ひと形がただった。癖くせのない黒くろ髪かみを短く刈かり上げ、炎の明かりに照らされていてもわかるほど、青白くきめの細かい肌はだをしていた。眦まなじりの切れ上がった眼は細く、眉まゆは薄い。冷厳さを備えたその美び貌ぼうは、三さん苗びよう族の最後の王に与あたえられたものだ。


　彼はその場で膝をつき、臣が王に対する礼の姿勢を取る。


『化蛇が炎招戈の使い手から離はなれたのは、そちを誘さそっているのかもしれぬな。望み通り行ってやるがよい』


　共工は、士烈に目だけを向ける。


『行って、必ずや化蛇の息の根を止めよ。炎招戈を封ふうじるのだ』


『御ぎよ意い』


　一礼する士烈に表情はなく、何千年も同じ河か川せんで過ごした対ついの存在に対し、どのような思いを抱いだいて戦いに赴おもむくのか、一いつ切さい読み取ることはできなかった。




　三　[image: ]邑騒乱







　──大勢ノ神々ヤ妖ガ、共工ト同ジ、黄河上流へ向カッタ。


　王都を離れ、泰山のふもとを黄河に向かって飛びながら小こ化か蛇だは言った。


「もう兵が集まってきてるんだ」


　晄の背に汗あせが伝う。


　──デモ、蚩し尤ゆうヤ四し凶きようタチ、主ダッタモノハ、マダ来ナイ。


「四凶って、あの渾こん沌とん、饕とう餮てつ、窮きゆう奇き、檮とう杌こつの四凶？」


　彼らの名は、強大な悪神として人々の間に伝わっていた。共工の重臣だったらしい。


『蚩尤や四凶が動けば、女媧様が崑崙に出兵を命じますから、共工は傷が癒えてから彼らを呼ぶつもりなのでしょう』


　答えたのは、ひよこ姿で晄の頭に乗っている鸞である。


「じゃ、蚩尤や四凶がやって来る前には、共工を鎮しずめなくちゃ──」


　汪李がその前に戻って来なかったら──という不安が胸をよぎる。


「晄、お前、この小化蛇の言葉がわかるのか？」


　晄の隣となりで馬を駆かけさせている楓牙が尋たずねた。先日、楓牙を陽よう城じようへ案内した小化蛇の言葉はわかったが、この小化蛇の言葉はわからないという。


　──私ハ幼体、マダ人間ニワカルヨウニ話セナイ。


　その小化蛇は言った。


「若いから、まだ人間にわかるように話せないんだって。でも、楓牙の言ってることはわかるみたい」


「共工の気が祓はらわれたというのに、その力は失わなかったのだな」


「あれ？　そう言えば──」


　人には聞こえない音や声を聴きく異能は、共工に由来するものだと思っていた。幼い時の晄は、共工の気が力を増すと妖の声がよく聴こえるようだと、以前に舜が言っていたからだ。


「晄殿どのは、生まれながらに妖の声を聴くお力を持っていらしたのでございましょう。それが共工の気によって強められたのかもしれませぬ」


　累焰が言った。


『禹王も湯王も、同じ力を持っていたという。晄はやはり、禹王や湯王の生まれ変わりかもしれない』


　煒白もうなずく。


「だったらいいんだけどね」


　かつての炎招戈の持ち主だった彼らは、よく民たみを治め、国を栄えさせた聖王だったと聞く。


「俺、禹王や湯王みたいな政まつりごとができるのかな」


　聖王と讃たたえられたいわけではないが、すべての人間が笑って幸せに暮らせる国にしたい。


『汪李に、禹王や湯王がどんな風に政をしていたのか聞けばいい』


「そうだね……」


　晄は左ひだり腕うでに視線を走らせる。いつもそこにいる汪李がいないのは、ひどく不安だった。


　黄河南岸の河原に出ると、二頭の馬が晄たちを待っていた。


　水すい馬ばである。毛並みは煒白の変へん化げと同じ栗くり毛げで、どこにでもいそうな馬だが、本ほん性しようは黄河に棲すむ水妖の一種で、性質はおとなしく、化蛇に従って共工に与くみさなかった数少ない種族の一つだという。


　晄たちが五ご岳がく巡めぐりをしていた時、楓牙と累焰は、この水馬に乗って王都から嵩すう山ざんふもとの陽城まで駆け、伊尹の三み振ふりの宝ほう剣けんを手に入れた後、嵩山中腹の中ちゆう岳がく大たい帝ていの祠ほこらまで登ってきた。


　その時は河伯の使いが水馬を用意したが、今回は、楓牙と累焰のために汪李が水馬に命じた。もちろん、普ふ通つうの馬では煒白の速度に追いつくはずもなく、全速力で一晩中駆けさせることもできないからだ。


　楓牙と累焰は水馬に乗り換かえ、それまで乗ってきた馬を放した。よく慣れた馬たちは、自分で王城の廏うまやに向かって戻もどっていく。


　──化蛇の王は、なぜお一人で行かれたのだろう。共工は傷が癒えるまでは挙兵しない。鳴蛇を討つなら、小化蛇や煒白殿ら、みなをお連れになればよろしいのに。


　黄河南岸の河原を、細い月に向かって走りながら、楓牙を乗せた水馬は言った。


「俺も止めたんだけどね……。士烈──鳴蛇王を誘い出すんだって。いくら怨うらみが深くても、鳴蛇たちは、俺や煒白、鳳鸞がそろっている場には来ないもの」


　戦うために創つくられた煒白は、空を飛ぶことはできないが、俊しゆん敏びんさと膂りよ力りよくは多分士烈よりも上だ。また、鳳鸞はこれまでに何度も幻げん術じゆつで鳴蛇を眠ねむらせている。さらに炎えん招しよう戈かは、鳴蛇どころか共工をも滅ほろぼすことができる。


『私が鼠ねずみにでも変化してこっそり汪李に同行する方法もあったが、汪李は騙だまし討うちを嫌いやがる』


　煒白は言った。


　──それはわかる。化蛇の王の潔いさぎよさに惹ひかれ、私たち水馬は化蛇の王に従った。けれど……。


　水馬はひどく心配そうだった。
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　汪李が士烈の気配に気づいたのは、黄河の南にいくつかある湖の上空を飛んでいる時だった。


　顔を上げると、士烈は月を背にして、人形で背に翼つばさを生やし、腕うでを組んで宙に浮ういていた。


　汪李は十分に間合いを取って止まり、自らも人形になる。士烈はその膂力と、化蛇の鱗うろこを食い破る黒こく龍りゆうを武器とする。彼は接近戦に持ち込もうとするだろう。その時に手がないのは不便だ。


『何を見ていた？』


　彼はその姿勢のまま、唐とう突とつに尋ねた。


『淮わい水すいの上流に、あのような湖があっただろうかと──』


　汪李は正直に答えた。


『お前が異界で眠っている間にできた湖だ。その惚ほうけぶりは相変わらずだな。隙すきだらけだったぞ。私がいきなり襲おそうとは思わなかったのか？』


『逃にげ足には自信がある』


　これもまた正直に答える。


『止やめてくれ。拍ひよう子し抜ぬけするではないか』


　ニコリともせず、彼は言った。


　仮面をかぶっているようだと、汪李は思った。ともに暮らしていた時には、互たがいに人形ではなかったが、もう少し表情豊かだったように思う。


（仮面をかぶせたのは我か）


　汪李が禹に従ったために、三苗族は戦いくさに負けた。士烈が三苗族の王から人形を与えられたのは、その直後だという。三苗族の王は戦死したと聞いているから、おそらくいまわの際きわのできごとだったのだろう。


　つまり、士烈は人形を得た途と端たんに、心を開いた人間を失ったことになる。人間の顔で心から笑えるわけがない。


『士烈──ではないな。お前の本当の名は何というのだ』


　呼びかけようとして、汪李はふと尋ねた。化蛇も鳴めい蛇だも、個に名をつけない。士烈とは彼が騙かたっていた盤龍城主の名だ。
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『好きなように呼べばいい。士烈でも構わない』


『三さん苗びよう族の王は、お前に名をつけなかったのか？』


『先に死ぬ身では、名をつけられないと言っていた』


『そうか……』


　成湯も同じことを言っていた。禹は人ひと形がたすら望まなかったことを、汪李は思い起こす。


　いつか別れる日のことを考えれば、距きよ離りを置くことも思いやりだ。


『汪李という名は、当代の炎招戈の使い手がつけたのか？』


『そうだ』


『あの少年が死んだ時が見物だな。成湯が死んだ時、化蛇の王が三日間暴風雨を起こしたことは、水すい妖ようの間では今でも語りぐさだ』


　そこで初めて彼は唇くちびるの端はしに笑えみを浮かべ、『お前な──』と、汪李は渋じゆう面めんを作った。


（確かに、我は、晄と近づきすぎたかもしれぬ……）


　いつか晄を失う日が来ることはわかっているが、汪李はそれを考えたくなかった。三日の暴風雨では済まないかもしれない。


『心配するな。お前が晄を看み取とることはない。その前に私がお前を滅ぼしてやる』


　士烈は、右みぎ腕うでを出して見せた。その下か膊はくには黒龍が巻きついている。士烈からゆらりと闘とう気きが立ち昇のぼった。


　それが殺気に変わる前に、『待て、士烈』と、汪李はさらに後あと退ずさって間合いを取った。


『晄は、共工を鎮しずめたいと考えている。滅ぼすのではなく──』


『だから何だ？　共工の懐かい柔じゆうに手を貸せとでも？』


　汪李は微かすかに期待していたのだが、やはり士烈の表情は変わらなかった。


『晄は、地上を神々の戦場にしたくないのだ。人の世の存続を願っているだけでなく、人間も獣けものも妖あやかしも、ともに暮らせる地上にしたいと思っている。共工の願いは、盤古神以来の地上に戻すことであろう？　女媧との戦の時のように、天が割れ、この地上が洪こう水ずいと炎とで荒あれるのは、共工の本意ではないはずだ。鳴蛇は清流を好んでいたではないか。お前も、川が濁にごるような真ま似ねはしたくないであろう？』


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ちた。士烈の細い眼めが、ほんの僅わずかだが見開かれていた。


『…………お前がそんなに饒じよう舌ぜつだとは知らなかった』


　士烈の表情は、それほど変わらなかったが、心底、驚おどろいていたのだろう。彼から発せられていた闘気が薄うすれていた。


『共工を説得してくれとは言わぬ。ただ、晄の思いを理解してやってほしい』


『よほど、あの少年が大事なのだな』


　士烈の表情は変わらなかったが、声こわ音ねには冷れい笑しようが含ふくまれていた。


『一時の洪水と炎など大した問題ではない。森しん羅ら万ばん象しようの流れに乗って、地上はまた元通りの姿に戻る』


　士烈は言った。


　彼がそう答えることはわかっていた。創世から今こん日にちまでの永い年月を考えれば、神々の戦など刹せつ那なのできごとだ。また、何を言おうと、士烈の意志を変えることはできないこともわかっていた。けれど、晄の言葉を彼に伝えずにはいられなかったのだ。


『我は、戦は嫌きらいだ』


　溜ため息混じりに、汪李は言った。


『そんなことはとっくに知っていたし、何度も聞いた』


　士烈の闘気が勢いを増し、次し第だいに殺気に変わっていく。腕に巻きついた黒龍が、士烈の手の甲こうから鎌かま首くびを持ち上げて、鋭するどい牙きばを剝きだした。


『争うのは面めん倒どうくさい。我を滅ぼさねばお前の怨みが晴れぬのなら、おとなしく滅ぼされてやってもよいのだがな……。晄の戦いが終わるまでは、そばにいてやらなくてはならぬし、雨も降らさねばならぬ』


　汪李は、シュッと両手の爪つめを伸のばした。化か蛇だの鱗を変化させた爪の刃やいばである。


『私は、私し怨えんでお前を滅ぼしにきたのではない。命じられたからだ』


　士烈の四枚の翼が、ザッと風を切った。





　　　　[image: ]





『このおれでさえ、あち～って思うんだから、人間にゃたまらねーだろな』


　日が昇り、鸞から鳳に替かわったひよこは、晄の頭の上で小さな翼を広げ、日よけを務める。


　夜通し黄河の河原を駆かけ続け、晄たちは[image: ]ごう邑ゆうの領内にさしかかっていた。


　夜の間もかなりの暑さだったが、日が差すと一層気温が上がった。身体からだが暑さに慣れていないせいか、真夏の日向ひなたにいるよりも暑い。


「少々のことでは参らぬつもりだったが、さすがにこたえるな。晄、大だい丈じよう夫ぶか？」


　水すい馬ばを駆りながら、楓牙は滴したたる汗あせを手の甲で拭ぬぐう。


「俺は今のとこ平気だけど──」


　晄は空を仰あおいだ。今日も雲一つなく、見み渡わたす限りの青空だ。耳の奥では、金属質な鳴蛇の咆ほう哮こうが絶えず鳴り響ひびいている。


（汪李、大丈夫かな）


　鳴蛇が熱風を吐はき続けているということは、汪李と士烈との決着がついていないということだ。士烈が姿を現さないのか、それとも──。


　脳のう裏りをよぎったのは、盤龍城で黒龍に腹を食い破られて担かつぎ込まれた汪李の姿だった。


（まさか……）


　晄はブンブンと頭を振ふって、その映像を振り払はらった。何かあれば、小こ化か蛇だが連れん絡らくをしてくるはずだ。汪李はまだ士烈に会っていないか、または話し合いに持ち込んだのかもしれない。


『共工は、この先の[image: ]邑で北へ進路を変え、山へ入ったと小化蛇たちが言っている』


　水中にいる案内役の小化蛇の声に耳を澄すまし、煒白が言った。


　黄河支流にくまなく散っている小化蛇が共工の行方ゆくえを中ちゆう継けいして、案内役の小化蛇に知らせているのだが、それによると、一昨日おととい士烈に乗って晄たちの前から去った共工は、[image: ]邑の西で黄河北岸へ渡わたり、雲うん台だい山の中へ入ったという。


『雲台山へ入った共工がどこへ向かったのか、まだ報しらせはないそうだ。山の中は追つい跡せきは難しい。今いま頃ごろはもう、まかれてしまったかもしれない』


「異界に逃げ込んだのかもしれませぬ。深い山には、あちこちに異界の入り口が開いてございますゆえ」


　そう言ったのは累焰である。


「そんなとこへ入られちゃったら、追いかけようがないんじゃ──」


　晄には異界の仕組みはよくわからないが、中は何層にも分かれていて迷めい路ろのような道が走り、ほんの数歩の距離が、こちらの世界では何百里にも相当するという。


「煒白殿どのならば、異界の中でも気配をたどって追うことができましょうが、中から入り口を閉じられてしまうと、外からではその入り口が見えなくなってしまいまする」


『共工にとっちゃ、傷を癒いやすにはもってこいの場所だよな』


　鳳がうなずいた。


「しかし、ここで小化蛇の報告を待っていても仕方がない。取りあえず、黄河を渡るか」


「…………どうやって？」


　楓牙の提案に、たっぷりと一呼吸おいてから、晄はその問いを発した。


　黄河の河かわ幅はばは何十里もある。煒白が跳とび越こせる距離ではない。


『大丈夫、泳いで──』


「ひ～」


　煒白は言いかけたが、晄は思わず耳をふさぎ、最後まで聞かなかった。


　──私たち水馬は、水の上も陸と同じように走れる。黄河を渡る間だけ、私に乗ったらどうだろうか。


　楓牙を乗せていた水馬が言った。


「で、でも……」


　晄はその場面を想像して鳥とり肌はだを立てた。汪李の背に乗っている時には、黄河上空を飛んでいてもまったく平気なのだが、足元が水というのはものすごく怖こわそうだ。


「心配するな、船で渡る。水の上を馬が走っていたら、漁師が腰こしを抜ぬかしてしまう」


　楓牙は、可笑おかしいのを堪こらえているような顔でそう言い、晄はほっと胸をなで下ろした。本当は船も怖いのだが、水上を走る馬に乗るよりはずっとましだ。


　[image: ]邑城で軍船を借りられるように交こう渉しようするとのことで、晄たちはさらに馬を駆る。


「あれは祭さい祀し？」


　やがて、黄河の水みず際ぎわから上がる煙けむりと、丸太で組まれた櫓やぐらが目に入った。櫓の下には大勢の人ひと影かげがある。


「雨あま乞ごいでございましょう」


　晄の問いに、累焰が応じた。


「鳳、前に、神々は人の祈いのりには耳を傾かたむけないって言ってなかった？　だから、西せい岳がく大たい帝ていに声を届けられる佟韋は特別なんだって思ってたけど」


『そうさ。人の祈りってのは手前勝手だからさ。こっちで雨を降らせりゃ、あっちで洪水ってことがあるわけだろ。河伯は雨を喚よぶ力もあるけど、河伯ほどの神が安易にそれをやっちまったら、陰いん陽ようの均きん衡こうが崩くずれちまう』


　鳳は、そう言って肩かたをすくめる。


『雨を降らせたいなら、河伯ではなくて汪李に祈るべきだ』


　煒白がぼそりと言った。


「人の力では天候を変えることはできない。だから人は神に頼たよる。心のより所にはなろう」


　神に祈ることで民人の不安が和やわらぐのなら、祭祀も必要だと楓牙は言う。


「そうだね」


　神を信じ、祈るのは悪いことではない。人間が神や自然を畏おそれる気持ちを持たなければ、やりたい放題やってしまって、地上はとんでもないことになりそうだ。


「でも、神様ばっかりに頼っててもだめな気がする」


　何か人間にできることを考えるべきではないだろうか。


　近づくにつれ、祭祀場に集まっている人々のざわめきが晄の耳に届いてきた。


「何か変だ。やたら人が多いし」


　[image: ]邑は、第十代の殷王仲ちゆう丁ていが都を置いた大きな街だ。住んでいる人の数が多ければ、催もよおす祭祀の規模が大きいのはわかる。しかし、祭祀官がこれほど大人数であるはずもなく、何となく不ふ穏おんな気配が漂ただよっている。


『泣いてるやつがいるぜ。若い女だ』


　鳳が、翼つばさを額にかざしてそれらの人の群れを眺ながめる。


「もしかして……」


　近づくにつれ、櫓の上に、祭祀官の他ほかに数人の女性が縛しばられていることに気づき、晄はその不穏な気配の正体を確信した。


「人間を生け贄にえにするつもりでございますね」


　累焰が言うよりも早く、楓牙が水馬の腹を蹴けり、祭祀の場に向かって駆け出した。晄もその後に続いて煒白を駆けさせる。


「何をやっている！　すぐに祭祀を中止しろ！」


　楓牙は叫さけびながら祭祀場に近づく。


「何者だ!?」


　矛ぼうをかざして、城の衛え士じらしき歩兵が楓牙の前に立ちはだかった。


「亳はく邑ゆうの楓牙だ！　祭祀の主しゆ催さいは誰だれだ！」


　手た綱づなを引いて水馬を止め、楓牙は大だい音おん声じようで名乗った。


「楓牙王子──？」


　歩兵は戸と惑まどった様子で、楓牙やすぐ後ろから駆けつけた晄や累焰を交こう互ごに眺める。


「これは、楓牙様──」


　櫓の下で祝詞のりとを詠よんでいた祭祀官たちが、慌あわてて駆けつけた。


「このような祭祀は今すぐに止やめよ！　誰の命で、人を生け贄にする!?」


　騎き乗じようしたまま楓牙は言った。


　祭祀を提言するのは領主に仕える占せん術じゆつ師しだが、その祭祀を行うか否いなかは、領主が決定する。[image: ]邑の領主は、楓牙の異母兄であり王おう太たい弟ていである聡牙だ。しかし聡牙は、鬼方との戦いくさの最中に梓羅々に精気を奪うばわれ、いまだに王城で紫央の治ち療りようを受けている。


「それが……」


　祭祀官は口ごもった。困った様子で互たがいに目を交かわす。


　さらに問い質ただしてみると「実は私どもにも、よくわからないのでございます」という返事だ。


　聡牙の側近や邑の主だった貴族は、聡牙とともに正月に参朝したきり帰らず、熱波の原因を突つき止めるように占術を命じたのは、城の留守を預かる重臣たちだという。けれど、占術では妖あやかしの仕し業わざらしいというぐらいで、大したことは占みえなかった。


　取りあえず祭祀を行うように命じられたが、その内容については細かい指示がなく、今朝になって若い娘むすめを生け贄にすればいいと言われたのだが、それも人づてに聞いたのであって、誰の決定かはわからないとのことだった。


　領主である聡牙の留守に、前ぜん代だい未み聞もんの熱波が襲しゆう来らいし、城の命令系統が混乱してしまったのだろうが──。


「それにしたって、人を生け贄にするとか、そんな簡単に決まるものなの……？」


　晄は、怒いかりを通り越して愕がく然ぜんとした。


「河伯は若い娘を好むという言い伝えに従ったのだと思いまする」


　晄の呟つぶやきに、累焰が応じる。


「私があらためて命ずる。祭祀を中止せよ。人を生け贄にしてはならん！」


　楓牙は、語気を荒あらげて祭祀官に言った。


「恐おそれながら──！」


　しかしその時、人の列から転がり出るようにして、庶しよ人じんの身なりをした初老の男が楓牙の前にひれ伏ふした。


「三月にこの暑さは河伯が祟たたっているに相そう違いございません！　畑はすっかり乾かわき、粟あわや黍きびが蒔まけないどころか、放ほうっておけばやがて井い戸ども涸かれましょう。河伯を祀まつり、雨を喚んでいただかなければ、儂わしらはみな死んでしまいます！」


「そうだ！　河伯の怒りを解かなけりゃ──！」


「王子！　儂らに死ねと言うのか!?」


　他の民人たちも、口々にそう言って楓牙に詰つめ寄り、生け贄に選ばれた娘たちやその家族の悲痛な泣き声も交じって、辺りはにわかに騒そう然ぜんとし始めた。


　内陸のこの地域は、もともと雨が少なく、種蒔きの時期に畑が乾いていることなど珍めずらしくもない。しかし晏仲の予想通り、たった三日でもこの異常な暑さは、民たみの不安をかき立ててしまうのだ。


「そうではない！　人を生け贄にするなと言っているだけだ！」


　楓牙は、必死で民を鎮しずめようとするが、彼らの耳に楓牙の声は入らない。


　そのうちに、数人の男が櫓を上り始めた。最初に櫓のてっぺんにたどり着いた男が、娘の腕うでを乱暴につかむのを見て晄は息を呑のんだ。生け贄の娘たちを黄河に突き落とすつもりなのだ。


「止めて！」


　晄は煒白から飛び下り、櫓に向かって走った。


「この熱波は河伯とは関係ないんだ！　人を生け贄にしたって、河伯は雨を降らせてはくれない！　この熱波は鳴めい蛇だが起こして──」


「晄！」


　楓牙に呼びかけられ、晄はハッと口をつぐんだが、もう遅おそかった。


「……鳴蛇だと？」


　一いつ瞬しゆんにして民人たちが静まり返った。その顔は蒼そう白はくで、恐きよう怖ふに引きつっている。


「旱ひでりを起こすという……あの鳴蛇か……？」


　娘を突き落とそうとした男も、愕然とした様子で目を剝いていた。


　化か蛇だが、洪こう水ずいを起こす妖として恐れられているように、人々は、鳴蛇が現れた年には旱かん魃ばつが起こると信じている。実際には、化蛇は雨雲を喚ぶ力があり、鳴蛇は熱風を吐はく力があるというだけで、化蛇が洪水を起こすわけでも、鳴蛇が旱魃を起こすわけでもない。


　しかし、自然の驚きよう異いに対して何の手立ても持たない人間にとって、理解を超こえた妖の力は、ひどく恐ろしく感じられるのだ。


「もうだめだ……。今年は何も実らない。儂らは飢うえ死にするんだ……」


　最初に楓牙にひれ伏した初老の男が呟いた。


　それを合図に、民人は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。


「こうしちゃおれん。今のうちに食い物を──」


　と、我先にそれぞれの方向へ駆かけ出す。


「待って！　落ち着いて！」


　晄は慌てて彼らを止めようとしたが、動きだした人の波は止まらない。突き飛ばされ、尻しり餅もちをついた晄を祭さい祀し官たちが取り囲んだ。


「この熱波が鳴蛇の仕業というのは本当なのか!?」


「あの……」


　晄が答えあぐねていると、「本当だ」と、水すい馬ばから下りた楓牙がやって来て晄を助け起こす。


「ごめんなさい……俺、つい……」


　晄は肩を落とす。生け贄の娘たちを助けたい一心で、鳴蛇の存在が民の気持ちにどのような影えい響きようを与あたえるのか考えなかった。


「楓牙王子、その少年はいったい……？」


　祭祀官が尋たずねた。


「陝せん邑ゆう侯こうだ。彼の言う通り、この熱波は鳴蛇が起こしているものだ。祭祀をしようが生け贄を捧ささげようが鳴蛇は去らない。娘たちを解放してやれ」


　楓牙の言葉に、祭祀官たちに新たな動どう揺ようが走る。


「だが、詳くわしい話をしている間はない。今はまず、民人を鎮めねばならん。このままでは食しよく糧りようの奪い合いが始まる」


　楓牙は険しい表情で、逃にげるようにそれぞれの里へ戻もどって行く人々を目で追った。








「兵に指示を出す将がいない──？」


　楓牙は、眉まゆをひそめた。


　民の暴動を防ぐために兵を各里に配置しようと、晄たちは一いつ旦たん[image: ]邑城を訪おとずれた。しかし、城の留守を預かる重臣がいない。いるのは、何をどうしていいのかわからずに右往左往している下級の官かん吏りばかりだった。


「申し訳ございません！」


　晄たちを迎むかえた姚よう浄じようという若い文官は、心底困った様子で、小さな目をせわしなく瞬またたかせて叩こう頭とうした。


「主だった文官や武官は、この熱波を知るや否や、各おの々おのの食糧の確保に奔ほん走そうしております。わたくしのような下っ端ぱでは、この事態をどうにもできず……」


　そのため、祭祀についての評議がされなかったのだという。


『この暑さの原因が何だろうと、食い物が不足するってことは予想できたわけだ』


　城へ入る前のどさくさで、ひよこから人ひと形がたに変へん化げした鳳が、耳元で囁ささやいた。


『賢かしこいと言えば、賢いかもしれない』


　同じく人形に変化していた煒白は、素す直なおに感心していた。


「聡牙兄上の留守をいいことに、何という有様だ」


　楓牙は憮ぶ然ぜんとしながらも、自ら兵舎へ赴おもむいた。


「まことにまことに、申し訳ございません！」


　姚浄も汗あせを拭ふき拭き、目をパチパチと瞬かせてついてくる。


「お前が謝ることはない。とにかく兵を集めよ」


　楓牙は、姚浄に言って兵を招集すると、各部隊の長を臨時に定める。


「陝邑は、焉えんがいるから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、こんな調子じゃ他ほかの邑も危ないかもしれない」


　その様子を見ながら、晄は呟いた。


　晄の領地である陝邑を統とう括かつしているのは、もと盗とう賊ぞくの頭目、焉である。二百名にも満たない領民の半数は焉の手下だった者なので、勝手な振ふる舞まいはしないだろうが、領主不在の他の邑は、この[image: ]邑と似たり寄ったりの混乱が起きているのではないだろうか。


「亳邑も、楓牙様が信しん頼らいのおける官吏を登用なさってございますゆえ、ここまでひどいことにはなっておりますまいが……」


　累焰が囁き返す。楓牙は亳邑に封ほうぜられた時に人事の大改革を行い、楓牙がいなくても政まつりごとが滞とどこおらないようにしてあるという。


『だから、累焰と二人でちょくちょく陝邑へ顔を出せたわけか』


　鳳が相づちを打った。


「もちろん、祭祀で人を生け贄にえにしてはならないということも厳しく言い置いてございます。なれど、たとえ気休めでも特別な祭祀を行わなければ、不安におののく民を抑おさえるのは難しゅうございましょう」


『餓うえることを心配してる場合じゃねえ、滅ほろぶことを心配しろって言いたいとこだがな。そうならねえように、炎えん招しよう戈かの使い手が共工を鎮めようとしてるとか、化蛇の王が鳴蛇王を倒たおしに行ってるとか、知らせて回るわけにはいかねーもんな』


　そんなことをしたら、民の動揺は一層激しくなってしまう。


「祭祀じゃなくても、とにかく何か、みんなが希望を持てるようなことができれば──」


　民人が恐れているのは旱魃による飢き饉きんである。秋の実りが約束されれば、この異常気象に対する不安も和やわらぐだろう。


（俺たちにできることって……）


　晄は、楓牙の後ろ姿に目を移す。彼は、臨時に定めた将たちに各里の警けい戒かいを命じていた。その手には[image: ]邑の地図がある。


（そうだ）


　晄は、「この地図、ちょっと見せて」と、楓牙から地図を借りた。しばらくの間、記された城下や周辺の里の畑や小川、池などを目でたどる。


「ねえ、煒白──」


　やがて、晄は女め神がみ英えい招しようからこの世のすべての知識を授さずかった神しん妖ようを振り向いた。








　楓牙は兵を送り出すと、城に残っている官吏を一室に集めた。長が不在の部署には代理を任命し、政の組織を再編する。


「飢饉の際には、必要に応じて城の倉に備び蓄ちくしてある食糧を配給すると、民にふれを出せ。また、貴族にも食糧を供出させよ。買い占しめは厳禁だ。禁を破った者の処しよ罰ばつについても併あわせて周知させるのだ」


　彼は官吏たちに次々と指示を出す。


「だが、この程度では民人の不安は収まらぬ。飢饉に対する対策だけではなく、旱魃に対しても何か手立てを示さなければならない。鳴蛇調ちよう伏ぶくのための祭祀を催もよおすか──」


「楓牙、そのことなんだけど」


　晄は膝ひざを乗り出した。


「民たみは、鳴蛇が現れたら必ず旱ひでりが起こるって信じてるでしょ。実際にはそうじゃないけど──。だったら、旱になっても粟あわや黍きびが実るようにすればいいんじゃないかな」


「そんなことができるわけ……」


　官吏や神官の間にざわめきが走る。


「民が心配してるのは、もうすぐ種たね蒔まきなのに畑が乾かわききってしまっていることや、本当の夏がきた時の渇かつ水すいだもの。水さえ確保できれば、この暑さも鳴めい蛇だも恐おそれなくて済むと思うんだ」


「どうやって水を確保するのです？」


　姚浄が尋ねた。相変わらず瞬きがせわしない。


「水路を引くんだよ。[image: ]邑は土地の低い所に街があるでしょ。洪こう水ずいの時には危ないけど、水路を引くのはそんなに難しくないはずだよ」


　[image: ]邑や亳邑など、黄河南岸の古い街は低地にある。どちらもかつては殷の王都だったが、おそらく、畑を作りやすい場所に人が住みつき、王都が置かれるまでに発展したのだろう。


「井い戸どや小川が涸かれる心配をしてる人もいたけど、黄河が涸れることはないもの。ここの堤つつみを少しだけ切って水を流せばいい」


　晄は地図を広げ、[image: ]邑北の森を指差す。


「堤を切っては、黄河が増水した時に、[image: ]邑が水すい没ぼつしてしまいます」


　官吏たちはこぞって頭かぶりを振る。


『鳴蛇が熱風を吐はいてる間は、黄河は増水しねーよ。雨が降らねえんだから』


　鳳が茶々を入れる。


「すぐに雨は降るよ」


　汪李が鳴蛇王と決着をつけ、絶対に雨を降らしてくれるはずだ。けれど、それを民に告げることはできない。


「黄河が増水した時には、こっちに水が逃がせるように堤を新たに造ればいい」


『堤は一本ではなく、土地の高低を考えて、短いものを水流に対して斜ななめに築く。突つき出しを設けて、万一黄河が溢あふれても水の勢いが緩かん和わされ、分水できるようにする』


　煒白が地図を指でなぞり、晄の説明を補足した。彼は、歴代の帝てい王おうが行った治水の方法をすべて知っているのだ。


「なるほど」


　姚浄は感心した様子で唸うなった。せわしなく瞬きをしながら地図に見入る。


「簡単に言うが、賦ふ役えきは民の負担になる。目的は民の不安を和らげることだというのに、働き手を駆かり出してしまったら、一層不安が募つのるであろう」


　しかし、楓牙はあまりいい顔をしなかった。耕作に従事する庶しよ人じんの多くは、明日の食糧にも事欠く生活をし、畑を作るだけでなく、狩かりや釣つり、野に生えている菜などを摘つんでその日の糧かてにしている。そのような中で男手を失うことは家族にとって大きな痛手だ。


「邑から逃とう亡ぼうする者も現れる。それらの者が盗賊に身を堕おとし、治安が乱れていくのだ」


「働きに来た人に、ご飯を食べさせるだけじゃなくて、粟を持ち帰らせれば、負担にはならないと思う」


「賦役に対して報ほう酬しゆうを与あたえると？」


　晄の提案に、楓牙ばかりでなく官かん吏りたちも瞠どう目もくした。


　殷では、労働に対して報酬を払はらうという仕組みはない。


　堤や城じよう郭かくの建築などの重労働は、戦いくさで捕とらえた捕ほ虜りよを充あて、労働力が足りなければ強制的に人を集めて働かせる。それが賦役だ。


「舜兄は青銅器を作って反たん物ものや粟とかもらってたよ。工人は物を作れば報酬がもらえるのに、どうして堤を築く人には報酬が支し払はらわれないのか、俺にはその方が不思議なんだけど」


「工人の場合は、作った物と、反物や粟との交こう換かんだと思えばいい。だが、労働は物ではないので、交換できないだろう？」


　楓牙は言った。


「それはわかるけど、俺、子どもの頃ころ、畑の草取りとか薪まき拾いとか手伝いに行って、代わりに野菜とか豆とかもらったよ」


「子どもの駄だ賃ちんぐらいなら払えようが、賦役に対して報酬を支払ったら、城の倉が瞬またたく間に空になってしまう。貝ばい貨かを与えて、他で好きな物を買えというわけにもいかぬし」


　経済の基本は物ぶつ々ぶつ交こう換かんだ。貝貨も辛かろうじて流通しているが、貝貨そのものの数が少ない上に、貝貨で物が買える市は限られている。庶人にとっては貝貨をもらうよりも、生活に必要な物をもらう方が有り難がたい。


「民は飢饉を心配しておりますから、食しよく糧りようが与えられればいいのですが、昨年秋からの度たび重かさなる税の徴ちよう収しゆうで、[image: ]邑に余分な食糧はございません」


　姚浄は言った。


「陝邑から粟を運んでくるよ。鬼方に分けてあげる約束したけど、まだ余よ裕ゆうがあるはず」


　昨年秋に命じられた朝ちよう貢こうでは、陝邑は流る刑けい地だから納める粟はないと、税の徴収に応じなかった。また、病に効く温泉が湧わいてからは、快かい癒ゆした湯治客がいろいろな品を置いていってくれるので、陝邑はかなり豊かだ。


「足りなかったら、うちの青銅器を貴族に売って、粟と交換することもできるし」


「[image: ]邑の民のために、私財を投じると……？」


　官吏たちから、驚おどろきの声が漏もれる。


「[image: ]邑の人たちだって、家族に食べさせられるんなら、負担に思わずに働いてくれると思うんだ。それに、水路を引くことで飢饉の心配はなくなるんだもの。祭さい祀しをするよりも民の気持ちは収まると思うよ」


『血気盛んな男たちを労働に充てれば、暴動は起きねーだろ』


　鳳が言葉を継つぐ。


「そうだな──。兵たちを暴動の警戒ではなく、水路の建設に携たずさわらせれば、労働力に無む駄だがなくなる。だが、陝邑はそれでいいのか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。焉たち陝邑の民は、自分たちのように食べられなくて盗ぬすみを働くような人たちがいなくなることを望んでいるもの。わかってくれるよ」


　晄は楓牙を真っ直すぐに見つめ、力強くうなずいた。続いて晄は[image: ]邑の官吏たちを見回す。


「この案、どうかな？　俺には、実際に[image: ]邑の民を動かす力はない。実務はここにいるみんなにお願いするしかないんだけど、やってくれるかな」


　官吏たちは一いつ瞬しゆん、晄に見つめられて居い竦すくんだが、すぐに平へい伏ふくする。


「御ぎよ意いのままに──」








　晄はその場で、旱かん魃ばつ対策として水路を引くことや、賦役に従事した者には粟が支給されることを各里へ周知させるように、ふれを出すことを官吏に命じた。同時進行で、楓牙と姚浄に、報酬の算段を練るように頼たのむ。


　また、土木担当の官吏を呼び、煒白とともに水路や堤の設計に取りかからせた。


「きちんとした水路を引くのは追い追いやっていくとして、取りあえず種蒔きまでに畑が潤うるおうようにしたいと思うんだけど、やっぱ測量とかしなくちゃだめかな。図面ができるまでにどれくらいかかる？」


　晄は官吏に尋たずねた。一刻も早く共工を捜さがしに出かけたいが、工事の下準備ぐらいは調ととのえなくてはならない。


「城下周辺の畑だけに水を回すならば、七、八日もあれば」


　官吏は言った。本来は数ヶ月かかる作業だが、一昨年おととしの洪水の折、堤の修復のために細かい地図を作ったので、それが利用できるとのことだった。


「七、八日……」


　工事の準備期間としては短いのだろうが、晄にはずいぶんと先のことに感じられた。


「ちょっといいかな」


　晄は煒白と鳳、楓牙、累焰を回かい廊ろうへ呼び出す。


「楓牙、報酬に充てる粟の準備にどれくらいかかる？」


「まだ試算の段階だが、[image: ]邑に備び蓄ちくしてあるものは明日にでも用意できる。だが、陝邑から粟を運ぶことを考えると六日はみておかねばなるまい」


　運送を煒白に手伝ってもらうにしても、陝邑からの搬はん出しゆつや、[image: ]邑へ搬はん入にゆうしてからの仕分けにはそれなりの時間がいる。


『晄。ここはこいつらに任せて、さっさと共工を捜しに行った方がいいんじゃね？』


　鳳が言った。


「でも、水路の図面を引くには煒白の知識が必要だし、主だった臣は食糧の確保に躍やつ起きになってるっていうから、楓牙が目を光らせてなけりゃ、粟を運び込んだ途と端たんに横取りされそうな気もする」


　領主不在で、重臣もあてにならない。このまま[image: ]邑を放ほうっておいたら、また祭祀をして人間を犠ぎ牲せいにするなどと誰だれかが言いだすかもしれない。


『雨さえ降りゃ、こんな手間かけることもねえんだけどな』


　鳳が空を見上げて舌打ちする。朝と変わらず、憎にくらしいほどの青空だ。日が傾かたむいても暑さは一向に去らない。


「汪李のこと、小こ化か蛇だは何か言ってきてない？」


　晄は煒白に尋ねた。


『淮水の方へ向かったきり、まだ戻もどって来ないそうだ』


　煒白は黄河の方角に耳を澄すます。


（汪李、大丈夫かな……）


　晄は思わず胸を押さえた。彼のことを考えるだけで、鼓こ動どうが速くなる。


「共工の行方ゆくえや、蚩し尤ゆう、四し凶きようのことは？」


　蚩尤と四凶の出兵が戦の合図だ。そうなったら旱魃対策などしてはいられない。


『共工については、今朝、雲台山の中を捜すと言ったきり何も連れん絡らくがない。蚩尤にも四凶にも新しい動きはないとのことだ』


「共工の傷がどれくらいで癒いえるのかはわかりませぬが、共工が王都を逃のがれたのはほんの二日前──。すぐに傷が治るなら、鳴めい蛇だに旱ひでりを起こさせて晄殿どのを牽けん制せいする必要はございませぬ。しばらくの猶ゆう予よはあると思われます」


　そう言ったのは累焰である。未来さき読よみの占せん術じゆつ師しならではの勘かんだろうか。


「その間に、とにかく最低限の段取りだけでもつけたい。みんな頼むね」


　逸はやる心を抑おさえ、晄は部屋に戻ると、再び煒白や官吏たちと堤つつみの設計に取りかかった。





「陝邑侯こうは、王の目をお持ちでございますね。先ほどは思わず魅み入いられてしまいました」


　楓牙が姚浄のもとへ戻ると、彼は晄を目で追いながらそう言った。


「王の目？」


　楓牙が問い返すと、


「何と申しましょうか、信しん頼らいできるというか、ついて行きたくなるというか──。全然偉えらそうな振ふる舞まいではないのに、何だか威い厳げんがあるんですね。癖くせの瞬きが止まったぐらいです」


　と、姚浄は笑う。けれど楓牙を見る彼は、やはりせわしなく瞬いている。


「あ、あの──。楓牙王子に威厳がないというわけでは……。威厳がありすぎて、緊きん張ちようしてしまって……。まことにまことに、申し訳ございません！」


　姚浄は、瞬きが止まらない目を片手で押さえた。


「すぐに謝るのも癖なのか」


　楓牙は憮ぶ然ぜんと応じる。


　その時、「姚浄さん。ちょっと来て」と、晄に手招かれ、「失礼を──」と、姚浄はそそくさと晄の横へ座り直した。


「王の目か……」


　楓牙は、姚浄を加えて官吏たちと打ち合わせをしている晄を眺ながめる。


　共工の気が祓はらわれたせいもあるのだろうか、晄のまとう雰ふん囲い気きは清すが々すがしく、落ち着いて見えた。姚浄が威厳があると言っていたように、凜りんとした気き概がいが感じられる。


（心の中では、自分の肩かたに人間の存亡がかかっているという責務を感じ、また、独りで士烈のもとへ向かった汪李を心配しているのだろうが──）


　うろたえた姿を見せずに、[image: ]邑の民たみのために手を尽つくそうとしている。その気概が表に現れているのかもしれない。


「晄が上に立つ者として命を下すのは初めてだが、私も一瞬見とれた。いつの間にか、あのような目をするようになったのだな」


　そしてその目が、姚浄のような真ま面じ目めな官かん吏りを惹ひきつける。彼は、晄が南庚王の御み子こであることや、殷と鬼方との和わ睦ぼくをなしたことを知らない。それでも、晄の中に王の資質を見たのだ。


（姚浄ばかりではあるまい）


　あの時、その場にいた官吏が、十七になったばかりの少年領主に思わず平伏したことを思い起こし、楓牙は誇ほこらしかった。


「楓牙様、鼻の下が伸びておいでです」


　累焰が慎つつましやかに注意を促うながした。


　その時、慌あわただしく回廊を駆かける足音が近づき、楓牙も晄たちもそちらを振り向いた。


「申し上げます！　城の倉に、粟あわが一俵も残っておりません！」


[image: ]




　四　囚われ人たちの夢







『内部の者の仕し業わざだな』


　扉とびらには傷一つなく、鍵かぎをこじ開けた様子もない倉を見て、鳳は言った。


　倉は高たか床ゆか式の建物で、内城の北西の角に沿って建てられていた。開け放たれた扉の内部は、見事に何も入っていない。


「倉を開けたのは私です。扉はきちんと閉まり、鍵もかかっておりました」


　第一発見者である官吏は言った。楓牙の試算に従って、粟の在庫を確かく認にんしようと扉を開け、初めて中が空だということに気づいたのだという。


「この中にどれくらいの粟が入っていたの？」


「帳ちよう簿ぼ上では、この倉には四百俵ほどの粟が保管されていることになっております。水害に備え、高台の壕ごうにもいくらか確保してございますが……」


「一日五千人が働いたとして、十日分の報ほう酬しゆうに相当するな」


　楓牙が呟つぶやく。[image: ]邑ほどの大きな邑ゆうが、城内に保管しておく量としては少ないのだろうが、十日分は大きい。まして、[image: ]邑には余分な粟がないのだ。


「倉の鍵を自由に使える人が盗ぬすみに入ったにしたって、四百俵を運び出してたらおかしいって誰も思わなかったのかな。見張りは？」


　晄は辺りを見回す。普ふ通つうは倉の前にいるはずの歩ほ哨しようの姿がなかったからだ。


「昼夜を問わず、衛え士じが見回っているはずなのですが……」


　第一発見者の官吏は、顎あごから滴したたる汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。半分は冷や汗なのかもしれない。


『暑くて見張りが嫌いやになったか、分け前やるからとか言われて、盗ぬすつ人とに手を貸したかもな』


　鳳が呆あきれたように肩をすくめる。


「申し訳ございません！」


　姚浄が、目をパチパチと瞬またたかせてその場に平へい伏ふくした。


「楓牙王子、陝邑侯が、[image: ]邑の民のためにお心を砕くだいてくださっているというのに、肝かん心じんの報酬となる粟を身内の者が盗み出すとは、何たる不始末──」


「そんなこと気にしないで、君のせいじゃないもの」


　晄は手を差し伸のべて、姚浄を立たせた。


「しかし、これでは水路造りが……」


「大だい丈じよう夫ぶ、俺たちがすぐに取り返してくるから。君は計画通りに進めてて」


「は──？　取り返す？　陝邑侯が御おん自ら？」


　姚浄の瞬きが止まった。


「うん。累焰が占せん術じゆつをすれば誰が犯人かすぐにわかるし、うちには鼻が利くのがいるから」


　晄は倉を見上げる。倉では、すでに煒白が内部の気配を探さぐっていた。








　馬に変へん化げした煒白に乗り、晄は城下を離はなれて森の中を走る。その後ろを、水すい馬ばを駆る楓牙と累焰が続く。


『残り香がからすると、粟が持ち出されたのは多分昨日の夜。十二、三人で運び出し、北側の城じよう壁へきから城の外へ出した』


　煒白は言った。その匂においを追って、煒白は[image: ]邑を囲む森を南へ走っているのである。


「熱波が来て飢き饉きんを恐おそれたにしても、やることが大だい胆たんっていうか、早過ぎるっていうか」


『まるで、[image: ]邑城の粟が賦ふ役えきに使われちまうって、わかってたようなやりっぷりだよな』


　ひよこ姿で晄の頭に留まっている鳳は、翼つばさを胸の前で組み、小首を傾かしげる。


「わかっていたのでございましょう」


　そう言ったのは累焰である。


「さすが累焰だね。もう犯人の目星がついてるの？」


「占術をしてみなくては特定できませぬが、とにかく今は、粟を取り返す方が先にございます。単なる勘にございますが、粟さえ取り返してしまえば、これ以上ことは大きくなりませぬ」


　盗みを計画した者と、実行した者とは異なると彼は言う。主犯も粟の行方も占術をすればわかるとのことだが、煒白が匂いを追って走る方が早い。


『何かいる』


　ふと、煒白が森の西に顔を向けた。


「狼おおかみとか？」


『いや、妖あやかしだ。たちのよくない……。大丈夫、もう行った』


　狼だろうが妖だろうが、戦うために創つくられた神しん妖ようの気配を知って、襲おそって来られるものはいない。


『この先に五軒けんの家がある。粟はその中だ』


　やがて、煒白は走る速度を緩ゆるめ、森の奥に目を凝こらした。


『見張りが外に五人、家の中に八人。多分、普通の人間。このまま突つっ込むか？　それとも、そっと近づくか？』


『人間が十三人か。大がかりな幻げん術じゆつは使えねーな。晄や楓牙たちまで術にかかっちまう』


　鳳は言った。至近距きよ離りならば、彼は目を合わせるだけで幻術をかけることができる。しかし、大人数の人間を眠ねむらせる場合には、光を散らさなくてはならないので、近くにいる人間がみな術に巻き込まれてしまう。


『ま、不意打ちする必要もねえだろ。突っ込め』


　鳳は、にわかに生き生きとし始めた。


「頼たのむから怪け我がさせないで。粟を取り戻もどせればいいから」


　鳳や煒白が、普通の人間相手に本気でやり合うわけはないが、一応釘くぎを刺さしておく。


　やがて、晄の目にも、森のやや開けた場所に建つ集落が見えてきた。どれも古い竪たて穴あな式しきの家だ。四百俵の粟はそこに分散して置かれているのだろう。見張りらしき人ひと影かげは各家の戸口に立っていた。


　向こうも、こちらに気づいたのだろう、見張りが慌ただしげに家の中に声をかける。


　晄は十分な距離を空けて、煒白を止めた。その両りよう脇わきを楓牙と累焰が固める。


　家の中から、弓を手にした男たちが飛び出した。みな粗そ末まつな麻あさの布ほ衣いを着て、髪かみを荒あら縄なわでくくっている。楓牙と同じぐらいの歳としの青年たちだ。


「何の用だ!?」


　中央の青年が怒ど鳴なった。その訛なまりのある口調に、「羌きよう人じんにございますね」と、累焰が囁ささやいた。


「粟を返してもらいたいんだ」


　晄が答えると、青年の眉まゆがピクリと上がった。


「粟だと？　知らねえな、いったい何のことだ？」


「[image: ]邑城の粟、四百俵。その家の中に運び込んだんでしょ？」


「警吏でもねえくせに、何だよ偉えらそうに。ぐだぐだぬかすと射かけるぞ。怪我したくなかったら、とっとと失うせやがれ！」


　青年は弓を構えた。彼に倣ならい、他ほかの若者たちも矢をつがえる。


「お願い、粟を返して。それは賦役の報酬として渡わたすんだ」


　怯ひるむ様子のない晄たちを見て、青年たちの間に動どう揺ようが走る。


「ふれが出てるはずなんだけど、聞いてない？　旱ひでりに備えて水路を引くんだ。それで工事に来た人には粟あわを持ち帰ってもらうことに──」


「知らねえって言ってるだろが！」


　青年は晄の言葉を最後まで聞かず、矢を放った。同時に楓牙が剣けんを抜ぬき、水馬を踏ふみ出させる。カッと乾かわいた音を立てて、矢が叩たたき落とされた。


「な──」


　青年たちは目を剝いた。


　相当な距離が空いているにしても、矢を剣で払はらうなど彼らには信じられなかったのだろう。


「無む駄だなあがきは止よせ」


　剣を構え直し、楓牙は馬上から青年たちを睥へい睨げいする。


『今の役、おれがやりたかった』


　晄の頭の上で、鳳が愚ぐ痴ちった。


「くそっ」


　青年が新たな矢をつがえた時、「渉しよう！　止やめて！」と、戸口から若い女が走り出てきた。


「あの人──」


　晄は、その娘むすめの浅黄色の衣ころもに見覚えがあった。祭さい祀しで、生け贄にえにされそうになった女性たちの一人だ。彼女が櫓やぐらから落とされそうになったので、つい、この熱波が鳴めい蛇だの仕業だと口走ってしまったのだ。


「春しゆん華か、中へ入ってろ」


　渉と呼ばれたその青年は、一歩前に出て、娘を背にかばうようにして弓を引き絞しぼる。


「あの人たちが祭祀を止めてくれたの！　人を生け贄にしてはだめだって言って──」


　春華が、渉の背にとりすがった。彼は、「え？」と、一いつ瞬しゆん弓を引く手を緩めたが、


「だからって、俺たちには他にどうしようもねえんだ！」


　吐はき捨てるようにそう言って、矢を放った。


　楓牙はその矢も叩き落とし、「仕方がない。晄、行くぞ」と、青年たちに向かって水馬を駆かけさせた。その後を累焰が続く。


（しょうがないか……）


　晄も炎えん招しよう戈かを抜き、楓牙たちの後を追って煒白を駆った。青年たちと戦うのは気が進まなかったが、こうなっては力ずくで粟を取り返すしかない。


　向かって来た三人に、青年たちは動揺しながらも一いつ斉せいに矢を放った。風のごとく駆ける馬に彼らの腕うでは追いつかず、矢はほとんど命中しなかった。それでも二、三本の矢が晄たちに迫せまったが、煒白や水馬の肌はだに弾はじき返されるか、楓牙と累焰の剣に払い落とされた。


　三頭の馬は、次々と放たれる矢を巧たくみにかわしながら進路を左右に変え、青年たちの矢が尽つきるのを待った。矢が途と切ぎれる頃ころには、三頭は青年たちから数丈じようの距離まで近づいていた。


　晄たちが馬から飛び下りると、青年たちは弓を投げ捨て、腰こしの剣を抜く。


　剣を握にぎる彼らの手は震ふるえていた。腰が引け、限界まで見開かれた目は、恐きよう怖ふに引きつっている。馬を駆りながら矢を剣で叩き落とす武者に敵かなうわけがないと思っているのだろうが、それ以前に、武芸の鍛たん錬れんなどしたことがないような構え方だ。


　それでも青年たちは、裂れつ帛ぱくの気合いとともに斬きりかかってきた。


　晄は、片かた刃ばの炎招戈を逆に握った。振ふり下ろされた剣を炎招戈で払い、がら空きになった青年の胴どうを、刃やいばの峰みねの部分で叩く。続いて別の青年が突き出した剣を、身をひねってかわし、彼の手首を炎招戈で打つ。その青年は剣を取り落とし、手首を押さえて膝ひざをついた。


　楓牙と累焰は、青年たちを倒たおすのに剣を使わなかった。楓牙は剣を鞘さやに収め、大おお振ぶりに薙ながれた青年の剣を頭を沈しずめて避よけると、瞬しゆん時じに彼の背後に回り、首の後ろを手刀で打つ。次の瞬しゆん間かんには、斬りかかって来た別の青年の腕をつかんで投げ飛ばした。


　累焰は、大上段に構えた青年が剣を振り下ろす前に、彼の脇わき腹ばらを足の甲こうで蹴けり、回転の勢いを利用して軸じく足あしを替かえると、次に襲ってきた青年の鳩みぞ尾おちに踵かかとをめり込ませる。


　十名余りの青年たちを昏こん倒とうさせるのに、大した時間はかからなかった。


　晄は片手に炎招戈を提さげ、家の戸口に目をやる。


　そこには、春華を背に、剣を構えている渉がいた。仲間がみな倒されても、彼は戦意を失っていなかった。血走った目で晄たちを睨にらみつけている。


「諦あきらめて、粟を返して」


　炎招戈を鞘に収め、晄は言った。


「熱波でみんな動揺してる。祭祀をして生け贄を黄河に捧ささげるとか、誰だれかまた言いだすかもしれないじゃない。水路工事は、それを防ぐためでもあるんだ」


　晄は渉に歩み寄る。楓牙と累焰がその後に従った。


「もしも食べる物がなくて困ってるんだったら、君も工事に来てくれれば──」


「俺たちは奴ど隷れいだ！」


　渉は春華を背にかばったまま、嚙かみつくように言い、晄は「え？」と足を止めた。


「報ほう酬しゆうだと!?　俺たちにゃそんな物は関係ねえ。暑かろうが寒かろうが、主あるじの土地を耕す以外に仕事はできねえ。他所よそへ働きに行ったところで手間賃は主のものだ！」


「あ──」


　晄は呆ぼう然ぜんと渉を見つめ返す。


　奴隷は、主の持ち物だ。勝手に他の場所で働くことはできず、自分の財産を持つこともできない。それは知っていた。


　けれど、そのことと、賦ふ役えきの報酬とのことが結びついていなかったのだ。奴隷に報酬の粟を渡しても、彼らはその粟で自分の腹を満たすことはできない。


「水路なんぞくそくらえだ！　何もかも干ひ上あがっちまえばいい！　どうせ死ぬまで薄うす粥がゆ一いつ杯ぱいでこき使われるか、でなきゃ祭祀の犠ぎ牲せいになるんだからな！」


　自じ暴ぼう自じ棄きな渉の言葉が、なぜか以前の炅を思い起こさせた。彼もまた自分の境きよう遇ぐうを呪のろい、何の希望も見いだせずに怒おこっていた。その怒いかりを、晄への憎にくしみにすり替えていたのだ。


　晄は彼の背中にしがみついている春華に目を移す。線の細い、儚はかなげな美女だった。彼女は半泣きの表情で晄を見ている。


（奴隷だから生け贄に選ばれて……。あの時、民人が平気で祭祀を強行しようとしたのは、彼女を同じ人間だとは思っていないから……）


　共工が厭いとう人間の醜みにくさをまた一つ知り、晄は新たな衝しよう撃げきを受けていた。


「身分制度を完全に撤てつ廃ぱいすることはできないが、お前たちの自由がある程度認められるように、貴族たちに命ずることはできる」


　楓牙が言った。


「誰だ、お前は」


　渉は剣を握り直し、睨むような視線を楓牙に注ぐ。


「亳邑の楓牙だ。[image: ]邑公聡牙の異腹の弟にあたる」


「領主の弟!?」


　渉も春華も目を丸くする。


『ちなみにこいつは陝邑侯こう。先代の南庚王の息むす子こで、次期殷王の候補の一人なんだぜ。まだ内ない緒しよだけどな』


　晄の頭の上で鳳が言った。喋しやべるひよこに、渉も春華も啞あ然ぜんとして声もない。


　鳳は晄の頭から飛び降りて人ひと形がたに変へん化げし、『驚おどろいた？』と、ニッと笑う。


『ってわけで、お前に勝ち目はないし、こいつらに任しときゃ悪いようにはしねえからさ、素す直なおに剣を退ひけよ』


「今さらそんなことできるか！」


　渉は剣を振りかぶって、地面を蹴った。春華が悲鳴を上げる。


　スッと鳳が動き、次の瞬間には彼は渉の手首をつかんでいた。潑はつ剌らつとした眼めが、渉の目をのぞき込む。


　途と端たんに、へなへなと渉はその場にくずおれ、「渉！」と春華が彼に駆け寄った。


　鳳は、片手で渉の手首をつかんだまま、もう片方の手で、春華の顎あごに手をかけて顔を仰あお向むかせる。鳳と視線が合った途端に、春華もぐったりと倒れかかった。鳳が鸞の力を使って二人に幻げん術じゆつをかけたのだ。


　鳳は膝をついて春華を片かた腕うでで支え、彼女を地面にそっと下ろすと、渉を抱かかえ直し、


『王城の倉から粟を盗ぬすんだのはお前たちだな？』


　彼の耳元で囁ささやいた。


　渉は瞼まぶたを半分開け、「……そうだ」とか細い声で答えた。その目は焦しよう点てんが合っていない。


『手引きしたのは誰だ？』


「知らない……」


「知らないはずはあるまい。お前たちにあの倉に粟が入っていることを教え、鍵かぎを開けてやった者がいるはずだ」


　そう言ったのは楓牙である。


「四百俵の粟の話は、奴隷頭がしらから聞いた……。倉の鍵が開いているから、盗んで森の空き家に運び込めと……」


　半信半疑で奴隷小屋を抜ぬけ出し、荷車を引いて行ってみたら、本当に鍵が開いていたのだという。


「奴隷頭は、誰からこの話を聞いたんだろ？」


　晄は楓牙たちと顔を見合わせる。


「君たちは誰に仕えているの？」


「俺と春華とあと五名は荀じゆん氏だ。他ほかは四名が荘そう氏、二名が洛らく氏」


　渉が挙げた三つの氏族は、[image: ]邑の有力貴族で、三名ともその気になれば倉の鍵を手に入れることは可能だと楓牙は言う。


「誰の指示で集まったのだ？」


「俺だ。同郷のやつらに俺が声をかけた。春華は盗みには加わっていない」


　詳くわしく尋たずねてみると、彼らは四百俵の粟あわを盗み出した後、この空き家に身を潜ひそめ、奴隷頭が分け前を取りに来るのを待っていたのだそうだ。その後、春華も連れてみんなで[image: ]邑から逃にげるつもりだったという。しかし、奴隷頭はなかなか現れず、今日の午ひる頃ごろ、春華がここへやって来た。祭さい祀しの生け贄にえにされそうになったことは春華自身の口から聞いたとのことだ。


「お前らは俺らの主に頼たのまれて、春華の跡あとをつけて、俺たちを連れ戻もどしに来たんだと思った」


「粟を盗んだことで追われるとは思わず、連れ戻されることを恐おそれた？」


　楓牙が問い返した。


「俺らが粟を盗んだのが、ばれるはずはねえんだ。城の倉から粟を盗み出すところも、この家に運ぶところも誰にも見られなかった。奴隷の逃とう亡ぼうなんてよくある話だし、熱波でどこも大混乱だ。俺らが城の倉の扉とびらを壊こわしたんならともかくも、鍵を開けたのは城の誰かだ。俺らと粟の盗とう難なんを結びつけたりはしねえと思った」


「確かに、煒白の並外れた嗅きゆう覚かくがあったから、俺たちには粟の在処がわかったけど……」


　晄は首を傾かしげた。


「渉が、主の荀氏に連れ戻されることを恐れたということは、この計画を立てたのは荀氏ではないということだ」


　楓牙がうなずく。荀氏が城の倉の鍵を開けて、自分のところの奴隷頭を通じて渉たちに粟を盗ませたのなら、昨夜のうちに適当に分け前を与あたえて逃がしたはずだ。


　少なくとも、一晩渉たちをここへ留め置いたり、春華を生け贄に差しだしたりなどという要領の悪いことはしないだろう。


「荀氏じゃないなら誰なんだろ……」


『ま、その辺りは累焰に任せればいいんじゃね？　まだ他に訊きくことある？』


　鳳は晄たちを見上げた。


「いや、他の青年たちとともに、後であらためて尋じん問もんする」


　楓牙が答えると、


『お前たちは、さっきひよこが喋ったことも、人間に化けたことも憶えていない。陝邑侯が南庚王の御子であることも、次代の王の候補だってことも聞いていない。だが、ひよこの正体は、聖王の即そく位いを祝福しにきた、崑崙のえら～い鳳ほう皇おうだ。それだけは憶おぼえておけよ』


　鳳は『えら～い』をことさら強調して、渉と春華に言い聞かせた。








「浮うかない顔だな」


　楓牙が水すい馬ばの鞍あん上じようから、晄の顔をのぞき込んだ。


　[image: ]邑城へ戻る途と中ちゆうである。青年たちには鳳があらためて幻術をかけて眠ねむらせ、荷車に乗せた。粟も荷車に載のせ、それらは、新たに黄河からやってきた水馬が引いている。


　四百俵の粟は手つかずで残っていた。奴隷頭が来るまで、青年たちはそれを今朝の食事にも使わなかったらしい。『律りち儀ぎなやつらだ』と、鳳は感心していた。


　粟は全部取り戻せたが、晄の胸の奥には黒い澱おりのようなものが残っていて、気分が晴れることはなかった。


「犯人に水路工事の邪じや魔まをされることを心配しているのか？」


　暗い顔で手た綱づなを握にぎる晄を見て、楓牙は尋ねた。


　犯人は、城の倉の鍵を持ち出せるぐらいだから、政まつりごとに関かかわっている人物である。早いうちに捕とらえなくては、工事に携たずさわった者に報酬を渡わたすという晄の案に横よこ槍やりを入れてくるかもしれない。


「ううん。そうじゃない。何か炅のこと思い出して……」


「炅？」


「この人たちも炅と同じで、自分ではどうにもならないことで、辛つらい思いをしてるんだもの」


　晄は荷車で眠る青年たちを振り返った。


　不自然な眠りを強しいられた青年たちの表情は暗く、疲つかれ切っている様子だった。いつ捕つかまるかもわからない不安を抱えて一夜を過ごし、慣れない剣けんを振るったせいもあるのだろう。春華に至っては生け贄にされるところだったのである。


　しかし、それだけではない。自由もなく、未来に希望も持てず、ただ働かされるだけの生活が、彼らの身体からだと心を芯しんまで疲れさせているのだ。


「みんなが笑って幸せに暮らすって、難しいね」


　晄は溜ため息混じりに呟つぶやいた。


「幸せにって言っても、俺、特別なことを望んでるんじゃないんだ。何が幸せかなんて、一人一人違ちがうもの。だから、戦いくさに怯おびえることもなくて餓うえることもなくて、住む家がちゃんとあってっていう、普ふ通つうの、ごく当たり前の暮らしができればいいと思ってる。けど、国が平和でも実りが豊かな年でも、この人たちには、その当たり前の暮らしが許されないなんて……」


　炅もそうだった。生まれてすぐに捨てられ、共工の気に取り憑つかれ、刺し客かくに拾われて、彼はごく当たり前に暮らすことを許されなかった。それは、炅自身の力ではどうすることもできないことだったのだ。


「そうだな。私たち政を行う者がどれほど努力を払はらっても、領民に普通の暮らしを保障するのは難しいというのに、奴ど隷れいはその保障の対象にすらなっていない」


　楓牙は前方の森に視線を戻す。その表情には苦いものが含ふくまれていた。


「亳邑にも奴隷がいるの？」


「ああ。多くの貴族が奴隷を使っている。私し奴ぬ婢ひの半数は奴隷だ」


　奴婢とは下働きをする者全ぜん般ぱんを指す。仕事の内容は、庶しよ人じんも奴隷もほぼ同じだが、待たい遇ぐうや身分に対する意識には大きな違いがある。庶人は主あるじに仕える奉ほう公こう人だが、奴隷は主の所有物だ。


『へー、意外だな。楓牙、奴ど隷れい狩がりとか認めてんの？』


　晄の頭の上で翼つばさを広げて日よけを務めているひよこが、頭だけを楓牙に向けた。


　殷では、奴隷や生け贄にする人間を得るために、他国に攻せめ入って民たみを捕とらえることがある。渉たちは、そうやって集められた者たちだろう。


「いや、亳邑に封ほうじられた時に、奴隷狩りを禁じた。今いる奴隷は、昔の戦争捕ほ虜りよの子孫だ」


「奴隷の子は奴隷ってのも何だかね……」


　晄にはそれも納なつ得とくできない。望んで奴隷の子に生まれたのではないのに、生まれた途端に、死ぬまで苦しい労働を強いられることが決まってしまうのだ。


「開かい墾こんや耕作には労働力が必要ゆえ、一いち概がいに奴隷を手放せとは言えぬ。奴隷にも庶人の奉公人と同様の権利を認めるよう、貴族たちには言っているのだが──」


「せめて、報ほう酬しゆうぐらいは自分の物にできるといいのに」


　渉たちは根っからの悪人ではない。


　──俺たちは奴隷だ！


　渉がそう叫さけんだ時、晄には彼の心の声が聴こえていた。奴隷頭にそそのかされ、盗みを決行したのは、どんなにがんばって働いても報むくわれないからだと、彼は晄に訴うつたえていた。


　本当は盗みなどしたくなかったと、彼は嘆なげいていたのだ。


（焉もそうだったっけ）


　晄は、陝邑で晄の代わりに領民を統とう括かつしている元盗とう賊ぞくの頭かしらを思い起こす。彼は洪こう水ずいで家を失い、同じ境きよう遇ぐうの者たちを拾っているうちに財産を使い果たして盗賊に身を堕おとした。


　自分たちを盗ぬすつ人とにしたのは誰だれなんだと、焉は怒おこっていた。


（焉には働く場がなかった。渉は働いても報酬を得ることができなかった。だから盗ぬすんだんだ）


　彼らをそんな状じよう況きように追い込んだのは、共工でも妖あやかしでもなく、政を行う人間だ。


「ちゃんと働く場があって、身分とか関係なく、誰もが働いた分だけ暮らしが豊かになる国がいい」


　晄は呟いた。自分でも意外なほど力強い声だった。


　楓牙が瞠どう目もくして晄を振り向いた。それまで苦い顔をしていた楓牙の顔に笑えみが浮かぶ。


「ああ、そうだな」


　楓牙は嬉うれしそうにうなずいた。








「うわ──。意外に大勢集まったんだね」


　煒白に騎き乗じようしたまま、晄は思わず声を上げた。


　翌日、晄は楓牙たちとともに[image: ]邑南西の丘おかのふもとにある石の切り出し現場に行き、働いている民人の多さを知って驚おどろいた。


　体積した黄土と木々の間に、石が見え隠かくれし、その石に男たちがくさびを打ち、縄なわで引いている。切り出された石を運ぶ者も含めれば二千人近くになるだろうか。


　目が眩くらむような暑さの中、汗あせと埃ほこりにまみれながらも、それらの男たちは威い勢せいのいいかけ声をかけて生き生きと働いている。


　水路工事はまだ下準備の段階である。実際に水路を掘ほるのは、細かい図面を引いてからのことだ。今できるのは、[image: ]邑東の小川を掘り広げる工事と、黄河の南に新しく築く堤つつみの基き礎そ工事と、石の切り出しだけなので、その三カ所に人手を振り分けたのだが、ここの現場だけでこれだけの人数がいるということは、全体では五千人を超こえるかもしれない。


『そりゃ、一日三合の粟あわは魅み力りよくだろうよ』


　ひよこ姿で、晄の日よけを務める鳳が囁ささやいた。


「旱かん魃ばつ対策のためっていうより、明日食べる物を稼かせぎに来てる人が多いんだろうね」


　昨年秋からの度たび重かさなる税の徴ちよう収しゆうで、民は困こん窮きゆうしていた。だからこれだけ大人数が集まったのだろう。


「これで将来にわたって旱魃の不安が解消されるのなら、一日三合は安いかもしれない。奴隷を抱かかえている貴族には、報酬を搾さく取しゆしないよう命じたが、それでも奴隷を工事に出すと言っていたぐらいだからな」


　楓牙は言った。


　昨日、[image: ]邑城に戻もどると、楓牙は早さつ速そく貴族を招集し、水路工事の目的や内容の詳しよう細さい、報酬の仕組みなどを伝えた。


　貴族たちも、熱波が及およぼす様々な影えい響きように危機感を持っていたのだろう、中には、報酬の意義を正しく理解し、融ゆう資しを申し出る者もいた。奴隷に対する報酬については多少の異論はあったものの、反対の声は上がらなかった。王の弟であり、武人としても敏びん腕わん領主としても名高い楓牙に逆らえなかったのかもしれない。


「いずれにしろ、この工事に対する民の反応は、私の予想以上だ」


　楓牙は満足そうだった。


「賦ふ役えきに携わった者に報酬を与あたえるという方法はいいかもしれない。財源の確保は大変だが、民に働く場を設けてやれる。賦役により開墾が進んで畑地が増えれば、より多くの食しよく糧りようを生産できる。それを元手にまた新しい事業に取り組める」


　彼は、次々に切り出される石と、それを運ぶ人々を見つめる。汗だくになりながらも、彼らの表情は明るかった。


「国の有り様が変わりましょう」


　楓牙の傍かたわらで、影かげのように控ひかえていた累焰がひっそりと呟いた。


　そこへ、馬車に乗って姚浄がやって来た。


「楓牙王子、陝邑侯こう、ここにおいででしたか──」


　バタバタと馬車を降りる彼は、全身汗みどろで、何だかげっそりとやつれている。


「大だい丈じよう夫ぶ？　すごく疲れてるみたいだよ。水、飲む？」


　晄も煒白から下り、水の入った竹たけ筒づつを彼に差しだした。


「ありがとうございます～。さすがに徹てつ夜やでこの暑さは応こたえます」


　姚浄は、盛んに瞬またたきをしながら巾きんで額の汗を拭ふくと、竹筒を受け取り、一口呷あおる。


「汗かいた時には、塩、舐なめるといいんだよ。徹夜だったの？」


　晄は、帯に吊つるした小こ袋ぶくろから岩塩を取りだし、砕くだいて彼に渡わたした。


「土木担当の者と、測量や用地確保の打ち合わせをしていたものですから」


　彼は「有り難がたくいただきます」と嬉しそうに塩を口に含む。下級官かん吏りにとって、塩はかなりの高級品だ。


「工事を取り仕切るなんて、本来の君の仕事じゃないのにね。仕事をすっぽかした官吏たちは、まだ戻ってこないの？」


「いいえ。貴族が城へ呼び出された時に、楓牙王子のおいでに気づいたらしく、慌あわててこっそり戻って来たのですが、何と申しましょうか、上司や同どう僚りようの悪口は言いたくないですけど……、役に立たないのです」


　姚浄は激しく目を瞬きながら、声をひそめて言った。


「もう、今日から工事が始まるというのに、ああでもないこうでもないと、理り屈くつばかりこねて、話がちっとも前へ進まないものですから、結局わたくしが口を出すことになって、気づいたら朝になっておりました」


「水路の図面は引けそうか？」


　楓牙が尋たずねた。


「四日後には図面が仕上がります。その翌日には、それぞれの現場に人足を送り出せると思うのですが、現場が増えて人足が分散すると、うまく報酬が行き渡るか不安です」


　人足を管理する者はまだ城に戻らず、戻って来たとしても任せられないとのことである。


「あまり評判のよくない男でしてね。貴族や奴ど隷れい頭たちとの癒ゆ着ちやくが噂うわさされてますし、横領の前科があるんです。せっかく身分にかかわらず、働いた者には平等に報酬を与えるという決まりができたのに、粟を横取りしてしまうのではないかと──」


「やたらに人を疑いたくはないが、今の時点で城に戻って来ないのであれば、仕事から外すべきだな」


「わたくしが代わりに務めようにも、わたくしは普ふ段だん、城内の奥向きのことをやっておりまして、里さと長おさや奴隷頭と面識もありませんし。異国の言葉もわかりませんし」


「これ以上仕事が増えたら倒たおれちゃうよ。誰か他ほかに信用できる人、いないかな？」


　晄は尋ねた。報酬全体を管理する者以外にも、現場ごとに、もれがあったり二重に渡したりしないよう、誰が働きに来てるのか把は握あくする者も必要だ。


「同僚に心当たりを尋ねてみますが……」


　姚浄は小首を傾かしげて、せわしなく瞬きをし、それきり考え込んでしまった。


「それで、お前はそのことを私たちに相談に来たのか？」


　楓牙の問いに、姚浄はハッと我に返った様子で晄たちに向き直る。


「そうでした！　申し訳ございませんっ!!　お知らせがあって参ったのです！」


　姚浄の瞬きが止まっていた。


「荀氏の奴隷頭が、死体で見つかりましたっ！」








『この様子では、一昨日おとといの夜、つまり城の倉から渉たちが四百俵の粟を盗み出した時には、すでに死んでいたようだ』


　背中に大きな刀傷がある死体を検分し、煒白は言った。


　奴隷頭は、荀氏の館やかたからそれほど遠くない空き地に埋うめられていた。発見したのは付近の住民である。異い臭しゆうがすると子どもが騒さわぐので、大人たちが掘ったところ死体が出てきたとのことだった。


　死人が出ることなど大して珍めずらしくもないが、このまま捨て置くこともできない。[image: ]邑では、庶しよ人じんや奴隷が死んだ場合、城じよう郭かくの西にある埋まい葬そう地に置いてくることになっている。死体を城下に置いたままでは、疫えき病びようのもとになるからだ。


　入れ墨ずみから荀氏の奴隷であるようなので、死体を運んでもらいたいと、発見者である住民が荀氏に連れん絡らくし、荀氏から姚浄に報告が入ったのである。


「この者を殺したのは、渉たちなのでしょうか？」


　姚浄は楓牙に視線を移す。


「いや。奴隷頭がしらを通じて渉たちに盗ぬすませた者、すなわち城の倉の鍵かぎを開けた者だろう。おのれの正体が明かされることを恐おそれ、口を封ふうじたのだ」


「では、もしやあの黒い噂の──。いや、あの者は鍵の在処を知らないはずですし」


　姚浄は、未いまだ行方ゆくえが知れない人足担当官の名を挙げる。


「累焰、もう占うらなった？　昨日、空き家へ行く途と中ちゆう、犯人が誰だれかわかったような口ぶりだったでしょ」


　晄は尋ねた。


「いいえ。まだでございますが、倉の鍵の保管場所を知り、一昨日の夜のうちに粟を盗んでしまわなければ、粟が使われてしまうことを知っている者が他にはおりませぬゆえ、そのように申しました」


「何で犯人を放ほうっておくの？　それって誰？」


　晄も姚浄も、目を瞬いて未来さき読よみの占せん術じゆつ師しの言葉を待った。








「渉、君たちに粟を盗ませた犯人がわかったよ」


　晄がそう言うと、ふてくされた様子で横を向いていた渉は、「え？」と瞠どう目もくして晄に視線を当てた。


　[image: ]邑城の獄ごく舎しやは、外城の北辺に沿って建てられた廏うまやに併へい設せつされていた。


　黄土の壁かべに囲まれ、天てん井じよう近くに明かり取りの穴が一つあるだけの狭せまい牢ろうは薄うす暗ぐらく、熱波に見み舞まわれていなければ、一晩で凍こごえ死んでしまいそうな寒々しさがあった。室内は太い格こう子しで二つに仕切られ、渉は格子の向こうに独りでいた。彼の仲間は隣となりの牢に入れられているとのことだった。


「俺たちに盗ませた犯人？」


　啞あ然ぜんとして渉は問い返す。彼は、鳳に幻げん術じゆつをかけられて犯行の概がい要ようを自白してしまったことを憶おぼえていない。捕とらえられた後にも、警吏の尋じん問もんにも一いつ切さい答えなかったという。だから晄に犯人がわかったといきなり告げられて、かなり驚おどろいたようだ。


「うん。荀氏の奴隷頭は殺されてた。君たちが粟あわを盗みに城へ行った時にはもう死んでたんだ。分け前を取りに来るなんて言って、君たちを足止めしたけど、奴隷頭も利用されてたんだね」


「──って、何で奴隷頭のことを……。殺された……？」


　渉は身を乗り出した。


「俺たちが行かなかったら、君たちも殺されてたと思う」


「何だよ、どういうことだ。その犯人って、誰だよ」


　渉は立ち上がって格子に取りつく。


「祭さい祀し官たちだって」


　晄はやるせない思いを嚙かみしめながら告げた。


　渉はしばらく無言で晄を見つめていたが、やがて「何だ、そういうことかよ」と、どっかり黄土の床ゆかに腰こしを下ろす。


「祭祀官に心当たりがあるのか？」


　楓牙の問いに、


「ねえよ。けど、あいつら占せん術じゆつとかできるんだろ？　倉の鍵がどこにあるとか、誰を盗みに行かせりゃうまくいくのかとか、占えるからさ、そう思っただけだ」


　渉は腹立たしそうに答えた。


「その通りだ。城の粟が、賦ふ役えきの報ほう酬しゆうに使われてしまうことを占いで知り、その前に奪うばってしまおうと、お前たちを実行犯に選んだのだ」


「畜ちく生しよう、この熱波が鳴めい蛇だとかいう妖あやかしの仕し業わざだって知ってたんだろうに、しらばっくれて祭祀なんかしやがって、春華が生け贄にえにされるところだったじゃねえか。その上、奴隷頭まで殺しただと!?」


　渉はそう言ってうつむき、頭をバリバリと搔かく。


「でも、その祭祀官たちも死んでしまったんだ……」


　晄は苦い溜ため息をつく。


「死んだ？」


　渉は顔を上げた。


「うん……。俺たちが、あの空き家へ向かっている時、祭祀官たちも近くにいたんだ。妖を召しよう喚かんして、君たちを殺し、粟を全部自分たちの物にするために……。けど、妖は俺たちに気づいて逃にげ帰って……」


「おのれを喚よんだ祭祀官を喰くってしまったのでございます」


　晄の言葉を累焰が継ついだ。


　彼は獄舎を訪おとずれる前に祭祀官の行方を占っていた。それによると、祭祀官は骨まで残らず喰われ、妖は棲み処かである異界へ戻もどって行ったとのことだった。


　祭祀官は、晄たちがあの場にやって来ることや、妖が逃げ帰って来て、自分たちが喰われるところまでは占っていなかったのだろう。


「人のために神に祈いのる立場の者が、人を欺あざむくなんて、ひどい話だけど……」


　晄が言うと、


「喰われちまうなんてな……」


　渉は乱れた前まえ髪がみを搔き上げ、苦い顔をする。


「生まれた時から身分にも才にも恵めぐまれてるくせに、何でそれをまっとうに使わねえんだ。あげくに妖に喰われるとか、馬ば鹿かすぎて、ざまあみろって気にもならねえ」


「渉……」


　言葉は悪いが、晄には渉が祭祀官の死に様を憐あわれんでいることがわかった。


「俺ら、故郷くにへ帰りたかったんだ」


　ぼんやりと床を眺め、渉は言った。


「故郷って羌きよう方ほう？」


「いや、雍よう州しゆうの小さな里だ。住んでいるのは羌きよう人じんだがな」


　雍州は中原の西、南流する黄河西岸を指す。今は殷の支配下にあるが、もとは羌人の土地だ。


　渉はポツポツと語りだした。


「歩いてふた月もかかるような所へ帰るには、路銀が必要だ。けど、奴ど隷れいは財をため込んでおけねえ」


　他ほかの家の奴隷になった同郷の者と、畑で会う度たびに、そんな話をしていたのだそうだ。


　奴隷頭が、その日なら城の倉の鍵が開いているから粟を盗とってくればいいと話をもちかけてきたのは、まだ熱波が来る前のことだったという。


「盗みがばれれば死罪だ。春華にまで危ねえ橋を渡わたらせるわけにはいかねえとは思ったんだが、俺らはどうしても故郷へ帰りたかった」


　渉は苦い笑えみを浮うかべる。


「だから、水路工事に行けば粟がもらえると知った時、正直言って、盗みなんかしなきゃよかったと心底後こう悔かいした。もらった粟を持って逃げる分にゃ、この熱波騒そう動どうの最中、わざわざ追いかけても来ねえだろうし。それでも俺が突つっ張り続けたのは、奴隷頭を裏切りたくなかったからだってのに、殺されてたとか……まったく参るぜ」


　渉は、立てた膝ひざの間に顔を埋うずめて頭を抱かかえた。


「その水路工事のことなんだけど、君、奴隷に報酬の粟を渡す係、やってくれないかな」


　唐とう突とつな晄の申し出に、渉は「は？」と顔を上げた。


「五日後には本格的に工事を始めるんだけどね、現場も増えるし、官かん吏りだけじゃ手が足りないんだ。君は、殷と羌方のどちらの言葉もわかるでしょ。ついでに、城から派は遣けんされた土木の工人と打ち合わせながら、奴隷たちに指示を出してくれると助かるんだけど。できれば、そういうことができる人、あと何人か探してくれるともっと助かる。今日はそのこと、君に頼たのもうと思って来たんだ」


「何言ってんだ？　俺は奴隷だし、盗ぬすつ人とだし……」


　渉は目を丸くする。


「そりゃあ、盗みは悪いことだけど、君は悪い人じゃないし。奴隷っていうのは被ひ害がい者しやだもの。俺、君たちが工事で稼かせいだ粟で故郷へ帰れたらいいと思う」


「冗じよう談だん……」


　渉がそう呟つぶやいた時、晄の懐ふところからぬっとひよこの鳳が顔を出した。渉は幻術をかけられたことは憶えていないが、鳳に言い聞かされ、ひよこの正体は、聖王の即そく位いを祝福しにきた、崑崙のえら～い鳳ほう皇おうだと思っていた。従って、渉は自分でもわからないうちに、晄を次代の王だと思い込んだ。


「マジかよ、俺らを死罪にするんじゃなくて？」


　渉は思わず座り直す。


「しないよ。法を曲げるのはよくないことだけど、君たちを裁くには、倉の鍵を開けたのが祭祀官だって明らかにしなくちゃならない。この非常時に、わざわざ官吏に対する不信感を民たみに持たせることないって、姚浄──事件の真相を知ってる官吏も言ってくれたから大だい丈じよう夫ぶ」


「俺が、粟を配るふりして持ち逃げするとは思わねえのか？」


「思わない」


　晄はきっぱり言った。


「一度や二度盗ぬすんだからって、悪人だなんて決めつけたくない。俺、一応は陝邑領主なんだけどね。俺の留守を預かってくれてる人、もとは盗とう賊ぞくなんだ」


「噓うそだろ……盗賊に邑ゆうの政まつりごとをさせてんのか」


「そうだよ。いい人だし、それだけの力量があるから。君も同じ。信しん頼らいできるし、統とう率そつ力もあるし、顔も広そうだから、どうしても君に頼みたい」


「俺なんかを……」


　渉の目が潤うるむ。


「俺たち、他にやらなくちゃならないことがあって、[image: ]邑には長くいられないんだ」


　晄は、牢ろう番ばんから借りてあった鍵かぎを取りだし、格子扉とびらの錠じよう前まえを開ける。


「だからお願い。俺の頼みをきいて」


　晄は、渉に手を差しだした。


　渉は一度顔を伏ふせ、腕うでで目をこすると、


「ああ。俺でよかったら……」


　彼は泣き笑いの顔で、晄の手を取った。








「五尺おきに杭くいを十本打て！　そう、そこだ！　二丈じよう隔へだてて西にも同じように十本！」


　黄河の南の現場には、威い勢せいのいい渉の声が響ひびいていた。


「やってるね」


　旅たび支じ度たくを済ませた晄は、図面を片手にてきぱきと指示を出す渉を見て、思わず頰ほおをほころばせた。


　牢ろうを出た渉と彼の仲間たちは、官かん奴ぬ婢ひとして城に住み込むことになった。


　彼らの主あるじである貴族に楓牙がかけあい、事件の詳しよう細さいを説明した上で、渉たちの身み柄がらを引き取ったのである。自分の奴隷が事件を起こしたことを公おおやけにしたくなかった貴族たちは、あっさり承知したとのことだった。


　渉たちが、水路工事の打ち合わせにやって来ると、


「助かります～。猫ねこの手も借りたかったんです～」


　姚浄は大層喜び、早さつ速そく工人たちを呼んで工事計画を説明させた。


　工人たちは、羌方訛なまりのある奴婢たちに横おう柄へいな態度で接したが、渉たちはまったく気にしなかった。


「別に、見下されんのは慣れてるしさ。工事が終わりゃ、大手を振ふって故郷へ帰れるんだし」


　渉はそう言って笑っていた。


　その工人たちも、難しい工事の用語や図面の読み方を必死で憶おぼえようとする渉たちの熱意にほだされて、二日も一いつ緒しよに現場で働くうちには舎しや弟ていとして扱あつかうようになった。


　また、渉は人を扱うのがうまく、奴隷の中には荒あらっぽい者もいるのだが、なぜかみな渉の言うことだけはきいた。


　水路の図面も完成し、渉が、殷の言葉がわかる羌人を何人か姚浄に紹しよう介かいし、報ほう酬しゆうを配る手段も調ととのったので、予定通り本格的な工事に入ることになった。


　そこで、晄たちは[image: ]邑を離はなれ、黄河を渡って共工を捜さがしに出かけることにしたのだった。


「渉、ちょっとここの深さを見てくれ」


「おうよ」


　仲間の呼びかけに応じ、渉は軽快に走っていく。汗あせの浮いた額に黄土を貼はりつかせ、髪かみもバサバサだったが、それでも彼は格好よかった。


「いい顔をしている。やはり晄は人を見る目がある、というより人の才を発揮させる力があるのだろうな」


　楓牙も渉を見て微笑ほほえましげに言った。


「渉を見てると、女媧がなぜ妖あやかしや神々を罰ばつしてまで人間を守ろうとするのか、わかるような気がする。俺だって渉を応おう援えんしたいもの」


　特とく殊しゆな才能があるわけでも、恵まれた環かん境きようにいるわけでもない。けれど自分の持っている力を精せい一いつ杯ぱい発揮して、一いつ生しよう懸けん命めい生きている。


「俺、地上を神々の戦場にしたくない。渉を、人間たちを守りたい」


　晄は、渉から目を離さずに呟いた。


　そこへ、姚浄がやってきた。


「出立なさるのですか」


　一時は、痛々しいほど面おもやつれした彼も、工事を各現場に任せられるようになって余よ裕ゆうができたのか、少し頰がふっくらとしてきた。


「お名残なごり惜おしいです。せめて、聡牙様がお戻もどりになるまでいらしていただけると、安心なのですが」


　彼は感無量といった表情で、目を瞬またたいた。


「そうもいかないのでな。私が頼んだ簡は、すべて発送してくれたか？」


「お言いつけ通りに。この仕組みが殷の邑全域に行き渡れば、殷は栄えましょう」


　楓牙の問いに、姚浄はうなずいた。


　この数日、楓牙は、[image: ]邑で行っている水路工事の詳細や、晄が考え出した報酬の仕組みを竹簡に記し、[image: ]邑の兵を使って他の邑に送っていた。併あわせて各邑の有力貴族にも私信を出して、将来にわたる実りを保障するだけでなく、民の動どう揺ようを鎮しずめるためにも、水路工事が必要であることを説き、融ゆう資しを募つのっていたのだ。


「簡だけでは、どこまで伝わるかわからぬ。[image: ]邑の工事がうまく行っていることを知れば、その気になる領主もいるだろう。よい例を示してくれ」


「ひゃ～。責任重大です～」


　姚浄は一層激しく目を瞬かせた。


　そんな話をしているうちに、「船の準備が完かん了りようしました」と、兵が知らせに来た。


　その声を聞いて、渉が駆かけ寄って来た。渉の仲間も集まり、炊たき出しをしている天幕から、春華も駆けつける。


「もう行くのか？」


　渉は言った。


「うん。工事、頼むね」


　晄が答えると、


「あんたに会えてよかった。感謝してる。命を救われたってことだけじゃなくて、生きる道をもらったってことも」


　彼は日焼けした顔に、白い歯を見せてにこやかにそう言った。


「子どもの頃ころ、[image: ]邑へ連れて来られて、ただ働かされるだけで、生きることにくたびれていた。こいつらと一緒に故郷へ帰るっていう目的がなかったら、俺はとっくに頸くびをくくってた」


　渉の後ろで、彼の仲間たちが「俺もだ」とうなずく。


「けど、今は毎日が楽しくてしょうがねえ。生きることが面おも白しろくてたまらねえんだ」


　渉は惚ほれ惚ぼれとするような笑みを浮うかべた。


「元気でな」


　彼は言った。


　しばらく、渉や彼の仲間たちの笑顔に見とれていた晄だが、


「うん。みんなもね」


　と、笑み返す。


　晄たちは騎き乗じようし、黄河の堤つつみへ馬を上がらせた。いつの間にか城の工人や領民も集まり、晄たちに手を振った。


「お世話になりましたー！」


「また、[image: ]邑へおいでくださいねー！」


　むせかえるほどの暑さの中だったが、みな笑顔だった。





「あの方たち、どこへ行くの？」


　晄たちを目で追いながら、春華が尋たずねた。


「対岸へ渡わたると仰おつしやっていました。[image: ]邑へは、船を借りるために立ち寄ったそうです。そこで春華さんたちが生け贄にえにされるところを見て、水路の建設を思い立ったみたいです」


　答えたのは姚浄だった。


「世直しの旅じゃねえのか？　陝邑侯こうは殷の王になるんだ」


　渉の言葉に、「ええっ!?」と、姚浄や彼の仲間たちが声を上げた。


「お、王になるのですか？」


　啞あ然ぜんとして、姚浄は訊きき直した。瞬きが一いつ瞬しゆん止まる。


「だって、陝邑侯が飼ってるあのひよこ、あれは……？」


　言いながら、渉は訝いぶかしげに首を傾かしげた。なぜ、ひよこの正体が聖王を祝福にきた鳳ほう皇おうだと思うのか、自分でもよくわからない。


「ま、いいか。ともかく、俺は陝邑侯に王になってもらいたい」


　渉が言うと、


「そうですね。わたくしもそう思います」


　姚浄は、しみじみとうなずいた。


「この数日、目の回るような忙いそがしさだったのですが、わたくしは、少しも辛つらくなかったのですよ。命じられたから仕方なくやっているのではなく、民たみのために、わたくし自身がやりたいと思ったからなのでしょうね」


　──実務はここにいるみんなにお願いするしかないんだけど、やってくれるかな。


　晄が水路工事をすると言いだした時のことを、姚浄は思い起こす。


　下級官かん吏りの自分たちを頼たよってくれたことが嬉うれしかった。


　混乱する民を治め、[image: ]邑を安あん寧ねいに導きたいと、心から思った。


「王の目をしていると感じたのは、あながちわたくしの勘かん違ちがいではなかったかもしれません」


　姚浄は、目を瞬きながら晄の背を見送る。


「あの人が王になるなら、この国もまんざら捨てたもんじゃないな」


　誰だれかが呟つぶやいた。


「ああ。きっといい国になる」


　渉も姚浄も、その場にいた誰もが口元に笑みを浮かべたまま、小さくなっていく晄たちの影かげを見つめていた。





「みんな笑っていたな」


　堤の上から見送りの者たちを振ふり返り、楓牙が言った。


「うん」


　すべての人が、笑って幸せに暮らせる国をつくりたい──。


　晄の願う笑みがそこにあった。


「少しずつでも、こうやって笑える人を増やしていければ、いつかは……」


　晄は彼らから視線を外し、前を見み据すえる。


（そのためにも、共工を止めなくちゃ）


　進むべき道は決まっていた。


　空は不気味なほどに青く、乾かわいた熱い風が、黄河の河原から黄色い砂を巻き上げていた。


　ふと、遠えん雷らいのような小こ化か蛇だの声にかぶさり、鳴めい蛇だの金属質な咆ほう哮こうが微かすかに耳に届く。小化蛇と鳴蛇の小こ競ぜり合いがまだ続いているのだ。


『なかなか終わらねーな』


　晄の頭の上で、ひよこの鳳が空を仰あおいだ。


（汪李……無事に戻って来て）


　晄も空を見上げた。


　鳴蛇が熱波を吐はき続けているのは、汪李と士烈との決着がついていないからだ。


　工事の間、何度か小化蛇が汪李の様子を伝えに来た。汪李は、黄河と長江の間を流れる淮水の上空で、士烈と戦っているとのことだった。どちらも、致ち命めい傷しようではないが傷を負っているという。


　二人の王は互たがいの眷けん族ぞくを近寄らせず、鳴蛇たちが士烈に加勢することもない代わりに、小化蛇も遠くから見ているしかないとのことである。


（いくら汪李でも、あの士烈相手に、こんなに長い間戦っていたら……）


　真夏並みの熱気を全身に浴びているというのに、晄の背に鳥とり肌はだが立つ。


　汪李と別れてから、すでに七日が経たっていた。




　五　裏切りの代償







　淮水の流域に住む民人は、突とつ然ぜんの雷らい鳴めいに空を仰いだ。


　目の覚めるような青い空の彼方かなたを、何かが二つ飛んでいるのが小さく見える。それが銀と青緑の翼つばさを持つ蛇へびであることを知って、民人たちは戦せん慄りつした。


「もしや、化蛇と鳴蛇では──」


　では、この旱ひでりは鳴蛇の仕し業わざなのだろうかと、人々は固かた唾ずを呑のんで二頭に目を凝こらす。


　二頭は、近寄ってはまた離はなれ、旋せん回かいしてはまた交差した。戦っているらしい。


　突とつ如じよとして黒雲が生まれた。それは徐じよ々じよに広がっていく。雨雲はもう少し高い位置にできるはずだが、その黒雲は空の低い所に湧わいているようだ。


　化蛇の仕業に違ちがいなかった。雨を望んではいるが、化蛇は洪こう水ずいを起こす妖あやかしである。大昔から、この地域では、黄河が氾はん濫らんして淮水を侵おかし、多くの街が水すい没ぼつした。洪水は旱よりも恐おそろしい。


　民人たちは身を震ふるわせながらその不自然な雲を眺ながめる。


　稲いな妻ずまを奔はしらせながら、雲は空の二割程度を覆おおったが、間もなく消えた。雷らい霆ていの音と、磬けいを打ち鳴らすような音が耳に届いたのは、それからふた呼吸も後のことだ。


　続いて、ゴウッと唸うなるような音をたてて熱い風が横よこ殴なぐりに吹ふきつけてきた。


「うわっ!!」


　肌はだを刺さすような熱さに、民人たちは逃にげ惑まどい、物もの陰かげに身を潜ひそめた。


　風が収まり、恐る恐る顔を上げると、化蛇と鳴蛇はもつれ合いながら南の空へ飛んで行く。しかし、二頭の姿が見えなくなっても、熱さは去らなかった。


　先刻の熱風は、鳴蛇が化蛇に向かって吹いたものが、地上をかすめたのだろう。幸い、大きな被ひ害がいはなかったが、直ちよく撃げきされていたら里は丸焼けだったかもしれない。


　なぜ化蛇と鳴蛇は戦うのか。そして、いつまでこの熱波は続くのか。


「このままでは地上が滅ほろびる……」


　民人たちは、鮮あざやかすぎる青い空を仰ぎ、不安におののいた。








　汪李は、上じよう昇しようする士烈を追った。一方、灼しやく熱ねつの呼気を武器とする士烈は、汪李の背後を取ろうと旋回する。


　汪李の白銀の翼は両りよう翼よくとも破れていた。背にも腹にも、何十カ所となく裂れつ傷しようが走り、銀の鱗うろこは血で赤く染まっている。


　士烈の青緑色の鱗も焼け焦こげ、あるいは深く裂さけてめくれていた。四枚ある翼のうち、一枚は根元から折れ、力なく垂れ下がっている。


　この七日間、両者は昼夜を問わずに戦い続けていた。


　飛ひ翔しよう速度において化蛇は鳴蛇を凌りよう駕がするが、三枚の翼で飛ぶ士烈に、汪李はなかなか追いつけなかった。破れた両翼は重く、否いや応おうなしに汪李の体力を奪うばっていた。


　それでも、汪李は必死で翼を羽ばたかせ、下方から士烈に迫せまると、その喉のどに牙きばを立てる。


　低いうめき声を上げながらも、士烈は胴どうを汪李に絡からませた。


　凄すさまじい力が汪李を締しめ上げた。思わず汪李は士烈の喉から牙を外す。


　膂りよ力りよくと持久力において、士烈は汪李よりも勝まさる。汪李は身をよじったが逃のがれられない。


　ままならない呼気を振り絞しぼり、汪李は空に向かって咆哮した。空に黒雲が生じ、稲妻が奔る。


　バリッと、大気を裂くような音とともに、雷霆が、絡まる二頭の影を黒く浮うかび上がらせた。士烈の力が弛ゆるみ、その隙すきに汪李は彼の胴から首を抜ぬくと、翼をバッと羽ばたかせて飛び退すさった。


　身体からだから黒こく煙えんを上げながらも向かって来る士烈に、汪李は再び雷を落とす。しかし、その寸前に士烈は人ひと形がたに変へん化げし、稲妻を避よけると、右みぎ腕うでを突つき出して汪李に迫った。その腕には黒こく龍りゆうが巻きついている。


　黒龍は首を伸のばし、ガッと口を開けた。口の中には鋭するどい牙が何列にも並んでいる。


　これまで、強きよう靭じんな化蛇の鱗を断たてる武器は、炎えん招しよう戈か以外にはなかった。けれど呪じゆ詛そがかけられたその黒龍の牙は、汪李の鱗を突き通す。汪李の翼を破ったのはその黒龍である。


　汪李は巨きよ大だいな尾おで士烈を叩たたいたが、その一いつ瞬しゆん前に、黒龍の牙が銀の尾に食い込んでいた。はたかれた勢いで、黒龍は汪李の尾の一部を嚙かみちぎる。


　鮮せん血けつを迸ほとばしらせながら、汪李はさらに間合いを取り、人形を取った。右の脛すねの肉が削そげ、血が足を伝って地上に落ちていく。


　士烈は宙で反転し、体勢を整えるとなおも向かって来た。


　汪李は両手の爪つめをシュッと伸ばす。化蛇の鱗を変化させた爪の刃やいばである。


　口こう腔こうを開けた黒龍に、汪李は左手の爪を嚙ませ、右手の爪で士烈の喉を突く。


　血ち飛沫しぶきをまとわらせ、士烈が本ほん性しように戻もどった。士烈の胴に巻きつかれる前に、汪李は彼の喉から爪を抜き、ザッと飛び退る。


　ボトボトと大量の血を喉から溢あふれさせながら、士烈は咆哮した。汪李も本性に戻ったが、その時には灼熱の呼気が汪李を直撃していた。


　ジュッと音を立てて、傷口から赤い煙けむりが立ち昇のぼった。ぐらりと汪李の身体が傾かたむく。蒸発した血液とともに、力の源である水の気が奪われたのだ。


　汪李は頭を軽く振って目め眩まいを振り払はらうと、天に向かって咆哮した。黒雲から生じた数本の稲妻が、一気に士烈を襲おそう。


　喉に穴の空いた状態で熱風を放った士烈は、自身にも相当な痛手を受けたのだろう。彼はそれらの稲妻を避けることができなかった。


　士烈の巨きよ体たいが仰のけ反った。雷らい電でんが穴の空いた喉から体内を突き通り、士烈は中空に浮いたまま痙けい攣れんする。二度、三度と汪李は咆哮し、次々と雷霆を撃うった。汪李にとってもそれが限界だった。


　痙攣が止まった士烈は人形に変化し、一度翼を羽ばたかせたが、彼はガクリと体勢を崩くずし、ゆっくりと墜つい落らくしていく。


　汪李も人形になり士烈を追った。


　気を失っているのか、地上が迫っても士烈は羽ばたこうとしなかった。


　間もなく、士烈は木々の枝を突き破り、頭から地面に激げき突とつした。周囲にもうもうと土つち煙けむりが上がる。


　彼が墜おちた先は、王都の南東数百里の山の中だった。険しい山の斜しや面めんには松が密生し、辺りに民家はない。


　汪李は、仰あお向むけに横たわる士烈の傍かたわらに降り立った。


　士烈の息はまだあった。しかし、固く目を閉じ、ピクリとも動かない。大きく裂けた喉からはおびただしい量の血が流れ、透すけるほどに青白かった肌が、焦げて赤く腫はれている。


　右腕に巻きついていたはずの黒龍は、落らく雷らいの衝しよう撃げきで霧む散さんしたのか、それとも汪李の目を盗ぬすんで逃げたか、姿が見えなかった。


　汪李はシュッと手の爪を伸ばした。


　放ほうっておいても、士烈は長くは保もたないだろうが、鳴めい蛇だが助けに来る恐れがある。鳴蛇たちの気配はまだ近づいて来ないが、今のうちにとどめを刺しておかなければならない。


　立ったまま士烈を見下ろしていた汪李は、遠い黄河に目を移した。


（晄……）


　黄こ金がね色いろの眼めに映るのは、共工を鎮しずめるために黄河を遡さかのぼった主あるじの姿だった。汪李は一度目を閉じ、浅い溜ため息をつく。


　やがて、汪李は両手の爪を引っ込めると士烈を担かつぎ上げ、松林の中を歩き始めた。








　水音を頼たよりに、汪李は士烈を担いだまま谷へ下りた。


　渓けい流りゆうに接する岩がん壁ぺきに巨大な岩穴を見つけると、汪李はそこへ士烈を担ぎ入れる。


　穴は思ったよりも深かった。足元には細い小川があり、清水が流れている。岩壁に貼はりついた光ひかり蘚ごけが外界の光を反射して金緑色に輝かがやいていた。


　進むにつれて闇やみは濃こくなり、気温が下がってきた。辺りに満ちる陰いんの気に癒いやされ、汪李はほっと息をついた。


　天てん井じよう近くに、山に棲すむ雑ぞう妖ようや蝙蝠こうもりの気配があったが、化か蛇だの気配に怯おびえてじっと息をひそめている。


　地面がある程度平らな場所を適当に見み繕つくろい、汪李は士烈をそこへ下ろした。


　小川の縁ふちに膝ひざをつき、両手で水をすくって飲む。


　普ふ段だん、汪李は滅めつ多たに物を口にしない。大気中の水の気を得れば済むからだ。しかし、傷ついた身体で士烈の熱風を浴びたせいか、ひどく渇かわいていた。


　続いて汪李は、士烈の帯を解くと襟えりをはだけた。彼の衣ころもの袖そでを爪で細長く裂き、喉に巻いて軽く縛しばる。


　さらに汪李は、残りの布を小川に浸ひたした。胸や腹の傷口を拭ふきながら、水の気を与あたえる。


　鳴蛇は陽に属し、熱風を吐はいて旱ひでりを起こす妖あやかしではあるが、化蛇と同じく水の気を糧かてとしている。水の気が体内に満ちれば、やがて傷は癒いえるはずだ。


　汪李は士烈の横に座り直し、顔の血を拭こうと、彼の乱れた前まえ髪がみを搔かき上げた。


　士烈は薄うすい眉まゆ根ねを軽く寄せ、深く切れ込んだ瞼まぶたを固く閉じていた。


　美しいが、冷たすぎる顔だと汪李は思った。


　妖が人形を得るのは、人間との心の交流があり、人間がその妖に抱いだいた心象と、妖がそうなりたいと思った姿が一いつ致ちした時に限られる。


　もしも自分が人間だったら、もう少し明るく元気な男の姿を想像しただろう。


　汪李の知っている鳴蛇王は、熱く、覇は気きに満ちていた。常に河か川せんを泳ぎ回り、河か床しようで眠ねむってばかりいる自分を叩き起こしては引っ張り回していた。


　士烈にこの顔を与えた三さん苗びよう族の王は、彼のどこにこのような冷厳さを見たのだろう。


　汪李は、三苗族の最後の王の姿を思い出そうとしたが、思い出せなかった。


　首に巻いた布を何度か取り替かえ、濡ぬらした布で身体を拭くうちに、士烈の喉の出血は止まった。


　いつしか日が傾き、光蘚の金緑色の輝きも薄れていった。


　汪李は壁かべ際ぎわに腰こしを下ろし、立てた片かた膝ひざに片かた腕うでを乗せ、頭を仰向けて壁にもたれる。


　疲つかれ切っていた。


　禹王や湯王に従っていた時に、十数年に及およぶ戦いくさを経験しているが、これほどの疲ひ労ろうを感じたことはなかった。七日間、休みなく戦い続けていたせいもあるのだろうが、主を守る戦いではなく、かつての朋ほう友ゆうを倒たおすための戦いであることが、思った以上に心の負担になっているのかもしれない。


『我は、争いごとには向かぬ……』


　汪李は呟つぶやいた。共工が最初に挙兵した時、ともに行こうと鳴蛇王は誘さそいにきた。その折に彼に告げた言葉と同じだった。


　ふと、士烈の気配が変わり、汪李は彼の顔に目を移す。


　士烈の瞼が薄く開いていた。


『気がついたか』


　汪李の声に、士烈はハッとして起き上がろうとした。しかし、傷の痛みに顔を歪ゆがめ、寝ね返がえりもままならずに、彼は手足をばたつかせる。


『ここは……？』


　絞るような声で彼は言った。


『狼ろう窩か山の北ほく麓ろく、沂ぎ水すい沿いの岩穴の中だ』


　士烈をのたうつに任せ、汪李は飄ひよう然ぜんと答えた。


『何で……』


　しばらく起き上がろうと試みていた士烈だったが、やがてそれを諦あきらめ、彼は力なく仰ぎよう臥がする。


　士烈は、布が巻かれた首に手を当て、軽く瞠どう目もくした。
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『……礼は言わんぞ』


『言われたくもない』


『──というか、これは私の衣ではないのか？　普ふ通つう、こういう時には、自分の衣を裂さくものではないのか？』


『そんな寸劇を期待していたのか。残念だったな』


　妖が人ひと形がたをとる場合、身につけている衣や帯などは、表皮を変化させたものだ。化蛇の鱗うろこやたてがみを包帯代わりに巻かれたら気色悪いだろうと汪李は思ったのだが、どうやら彼はそれを望んでいたらしい。


『なぜ殺さなかった』


　しばらくの沈ちん黙もくの後、士烈は尋たずねた。


　汪李は、溜め息混じりに弱い笑えみを浮うかべる。この期ごに及んで、心の奥底では、士烈を殺したくないと、まだ思っている自分に気づいたからだ。


『訊ききたいことがあった。お前は動けず、お前の眷けん族ぞくもまだ捜さがしに来ない。このような機会は滅多にないゆえ』


　取りあえずそう答えた。半分以上は真実だった。


『そんな余よ裕ゆうを見せていていいのか？』


　士烈は唇くちびるの端はしに、侮ぶ蔑べつの混じった笑みを刷はく。


『蚩し尤ゆうや四し凶きようら、共工の主力となる神々の気配がまだない。また小化蛇も何も言ってこない』


　汪李は答えた。おそらく共工の傷はまだ癒えず、どこかに身を隠かくしているのだろう。しばらくの猶ゆう予よはあるはずだ。


『それで、訊きたいこととは？』


『どうすれば、共工を鎮められるのだ』


　──鎮めるのは難しいかもしれない。どうしても鎮められなかったら滅ほろぼすしかないってことはわかってるよ。でも俺は、最後の最後まで諦めない。


　晄は、そう言っていた。汪李は彼の望みを叶かなえてやりたかった。


『何かと思えば、そんなことか』


　士烈は冷れい笑しようする。


『人間が滅めつ亡ぼうすれば、共工は鎮まる。共工の挙兵のわけを忘れたのか？』


『忘れていたが、少しずつ思い出してはきている』


　汪李は正直に答えた。


『共工は、人間をつくった女媧を不ふ遜そんだと思っていたにしろ、最初から人間そのものの存在を否定していたのではなかったはずだ。女媧が人間を庇ひ護ごし、人間を害する妖や神々を罰ばつしたことに腹を立てて挙兵したのであろう？』


　汪李は、その辺りに共工を説得する余地があるのではないかと思っていた。


『最初の戦で共工が勝ち、天界の覇は権けんを握にぎっていれば、共工は自らの手で人間を滅ぼそうとはしなかっただろう。あの時点では、神々の庇護がなければ人間は自然と滅んだはずだからな』


　士烈は言った。けれど、それから永い時間ときが経たち、共工が恐おそれていた通り、人間は森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりから外れ、取り返しがつかないほどに地上を汚よごしてしまった。今となっては、盤古神から生まれた地上をありのままに存続させたいという共工の理想を実現させるためには、人間をこの世から抹まつ殺さつする以外にないと、彼は言う。


『私の方が訊きたい。お前はなぜ人間に味方する』


　士烈は、目だけを汪李に向けた。


『本音を言えば、我は、人間が旱で餓うえて死のうが、洪こう水ずいに呑のまれようがどうでも構わぬ。晄には言えぬがな……。自然の営みの中で、他ほかの獣けものも妖もそうやって命をつないできた。人間だけを特別に扱あつかう女媧のやり方を正しいとは思えぬ。そこは共工と同感だ』


『だが、お前は禹王に従った。共工を滅ぼそうとする炎えん招しよう戈かの使い手に──』


　士烈は挑いどむような視線を汪李にぶつけた。


『……戦を終わらせたかったからだ』


　彼の凝ぎよう視しに耐たえられず、汪李は顔を伏ふせる。


『答えになっていないな。戦を終わらせたいのなら、共工につけばよかったのだ。化蛇族が水すい馬ばら数多あまたの水妖を率いて参戦すれば、共工が勝っていた戦だった。今いま頃ごろ、鳴めい蛇だと化蛇がくだらない小こ競ぜり合いをする必要もなかったのだ』


『そうかもしれぬ』


　汪李は遥はるかな記き憶おくをたぐり寄せる。


　黄帝に、炎招戈の使い手に従うよう命ぜられ、そのしつこさに負けて渋しぶ々しぶ禹に会いに行った。会って、直接断るつもりだった。


　──人と自然とは相あい容いれぬものだろうか。


　凜り々りしく、王の威い厳げんをもって禹はそう言った。


　──私は、命あるものがすべて愛いとしい。人も獣も、草木も妖も。人間が自然の営みから外れてしまったことは認める。だが、今ならまだ、進む道を正すことができる。


　多少心が揺ゆらいだが、汪李が禹に仕えようと決心したのは、その言葉ではなかった。


『……泣いていたのだ』


　唐とう突とつな汪李の呟きに、士烈は『誰だれがだ？』と、眉まゆをひそめた。


『禹だ。夜、たった独りで、戦が辛つらいと言って──』


　その頃ころ、禹が戦っていた相手が三苗族だった。


『味方兵を救えなかったことを悔くいていたのか、それとも殺した敵兵を憐あわれと思ったのかわからぬがな』


　当時の汪李は、泣くという行こう為いや、涙なみだの持つ意味を知らなかった。汪李はそれまで、眷族以外の妖とも人間とも深く関かかわったことはなかったし、化か蛇だも鳴蛇も涙が出ないからだ。


　それだけでも相当驚おどろいたのだが、昼間に見せる王の顔との差にも驚かされたことを思い出す。


『我が戦を厭いとうのも、禹と同じ理由なのだと、その時に気づいた』


　化蛇は何ものにも傷つけられない強きよう靭じんな鱗を持ち、抜ばつ群ぐんの飛ひ翔しよう速度を誇ほこる。風雨と雷らい霆ていとをもって、他の生きものを滅ぼす力はあるが、自らが傷つくことはない。


　それが最強と言われる所以ゆえんだが、常に他のものを苦しめる側だ。


　自分のせいで誰かが苦しむのを見るのが、汪李は嫌いやだった。だから、戦いくさが嫌きらいなのだ。


『我が禹に従うことで、この戦が終わるのなら……、禹が独りで泣かずに済むのなら……と思った』


　汪李は自じ嘲ちようを込めて言った。


　禹は共工を退け、九州を平定した。それでも彼は時折、独りで泣いた。禹は、その姿を汪李にも近臣にも見せなかった。辛い時には必ず独りになった。


　四百年が過ぎ、共工は再び人の世に現れた。今度は、成湯に炎招戈が授さずけられ、共工と戦うことになった。戦は終わらなかったのだ。


　そして今も──。


（晄に、禹や成湯と同じ思いはさせたくない）


　ただ、それだけの理由で、今の汪李は人間に味方している。


『私が禹王よりも先に、戦を終わらせてほしいと、泣いて懇こん願がんすればよかったのか……』


　士烈は、汪李から視線を外し、虚こ空くうを眺ながめてぽつりと呟いた。人形を得てからは、涙を流せるようになったのだと、つけ加える。


　士烈の口調は、冗じよう談だんとも思えなかったが、


『らしくないことは止やめてくれ』


　と、汪李は軽く受け流した。


『そういうお前は、人形を得ておきながら、なぜ人間の滅びを願う？』


　士烈に人形を与あたえた三さん苗びよう族の王は、戦神蚩尤の血を引いてはいるが人間である。士烈は、本音では人間を滅ぼさなくてもよいと考えているのではないだろうかと、汪李はそんな淡あわい期待を抱いだいていた。


　士烈は虚空を見つめたまま答えなかった。その顔は、作られた仮面のように無表情だった。


『なぜ三苗族は、お前たち鳴蛇と同盟を組み、共工に従ったのだ？　そしてなぜ、共工はそれを認めた』


　重ねて問う汪李に、士烈はようやく視線を向けた。


『三苗族と我ら鳴蛇の関わりの中に、共工を鎮しずめる手立てがあると考えているのか？　だとしたら見込み違ちがいだ』


『見込み違い？』


『そうだ』


　士烈は、再び虚空に視線を戻もどす。


『古いにしえの三苗族は、蚩尤の末まつ裔えいとしての誇りを持ち、人間特有の不自然さや醜みにくさを厭った。共工の意に添そう、選ばれた人間だった』


　当時の三苗族は、おのれの繁はん栄えいよりも、自然との共存を望んでいた。不必要な文明は持たず、共工が理想とする盤古神以来の地上で、他の生きものと同様に自然の理に則のつとって暮らすべきだと考えていたという。


『自然の中に組み込まれれば、脆ぜい弱じやくな人間はやがて淘とう汰たされる。だから共工は集つどってきた三苗族を拒こばまなかった』


『意に添う人間であろうとも、共工は救うつもりがなかったのか？』


　汪李は瞠どう目もくした。


『そういうことだ。私は、三苗族が生き存ながらえることを望んだがな』


　その声には怒ど気きが含ふくまれていた。


『だが、お前が禹王についたせいで、三苗族は戦に負け、国を失った。だから私は三苗族の王の、最さい期ごの願いを叶えてやった。それがこの人ひと形がただ！』


　士烈は胸に手を当て、身を起こしかけた。


『人形を得たからといって、私は人間に愛着など覚えない！　救いたいと思っていた人間が、もうこの世にいないからだ！』


　そこまで言って、士烈は再び身を横たえ、荒あらい息をつく。


　汪李は黙だまって彼の言葉を受け止めていた。裏切りを責められるのは、七百年前に禹に従った時に覚かく悟ごしていた。また、当時は、士烈がそこまで三苗族の王と深い関わりを持っていたことを知らなかったとはいえ、彼が大切に思う人間を死に追いやったのは事実だ。


『生き残った三苗族も、女媧に懐かい柔じゆうされ、長い年月の間に戦神の血も薄うすれてしまった。たとえ、共工の意に添う人間がこの世に残っていたとしても、共工を鎮めることはできない。共工は人間を救う意志を、最初から一欠片かけらも持っていないのだ』


　士烈は声を静め、そう告げた。


『そうか……』


　汪李は目を伏せ、諦てい念ねんの溜ため息をつく。


『禹も成湯も、自然の理をないがしろにしていたわけではないのだがな……』


　望む世界が違いすぎる──と、汪李は思った。


　黄帝も、禹王湯王も、意に添う者だけでなくすべての人間の幸せを望んだ。晄もそうだ。しかし共工は、意に添う人間ですら滅ほろぶべきだと思っているのだ。歩み寄りようがない。


『章玄は、共工の目的を知った上で手先を務めているのか？』


　汪李は尋たずねたが、答えはなかった。


『士烈──？』


　彼は目を閉じていた。眠ねむってしまったようだ。


　まだ章玄の真意について答えを得ていないし、共工の潜せん伏ぷく場所も訊ききださなくてはならない。


　汪李は士烈を叩たたき起こそうとして、手を伸のばしかけ、耳を澄すます。


　上空に鳴蛇の気配があった。士烈から手を出すなと、固く言い含められているだろうが、この場に重傷を負った主あるじがいることを知れば、一いつ斉せいに襲おそって来るだろう。


　しかし、翼つばさの傷はまだ癒いえず、鳴蛇の大軍を相手に勝つ自信がなかった。


（今はまだ殺せぬ）


　そう考えて、安あん堵どしている自分に気づき、汪李は自じ戒かいする。


　地上を襲う熱風は、間もなく八日目を迎むかえる。翼が癒えたら、問いの答えを得られても得られなくても、士烈を殺し、鳴蛇を一いつ掃そうして雨を降らさなければならない。


　晄も待っているだろう。やるべきことが先延ばしになっただけだ。


（わかってはいるのだがな……）


　沈しずみかかる上じよう弦げんの月の光が、岩穴の入り口から差し込み、光ひかり蘚ごけを淡く輝かがやかせた。金緑色の光が、青白い士烈の顔をまだらに照らす。


　無防備な寝ね顔がおだった。


　汪李には士烈を殺せないと思っているのか、それとも、すでに死を覚悟しているのだろうか。


　──救いたいと思っていた人間が、もうこの世にいないからだ！


　先刻の彼の言葉を、汪李は反はん芻すうする。


　禹を失った時、また成湯を失った時の自分と彼とが重なっていた。


（辛い思いをさせた）


　彼の求めに応じて共工に与くみしていたら、もしくは、炎えん招しよう戈かの使い手に従わなかったら、彼を苦しめることもなかったのだろう。


　禹や成湯、晄に忠誠を誓ちかったことを、悔くいるつもりはないが、過去を振ふり返らずにはいられない。


『なぜ我らは、相対する人間に惹ひかれてしまったのであろうな』


　知らず、汪李は声に出して呟つぶやいていた。
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　──炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝に誓う。我は、我が身と心とを救われた恩情に報むくいるため、炎招戈の使い手に従い、命あらん限り忠誠を尽つくす──。


　晄の耳の奥で、そんな声が響ひびいていた。


　亳邑の北、黄河のほとりに汪李がひざまずいていた。


（ね、立って）


　晄は汪李に手を差し伸べた。彼の黄こ金がね色いろの眼めが晄を仰あおぎ、しばしの戸と惑まどいを見せる。


　汪李が晄の手を取ろうとした時だった。彼は白銀の粒つぶとなってサラサラと崩くずれ、襲って来た熱風にさらわれる。


「汪李！」


　晄は空をつかみ、バッと起き上がった。


『わ、びっくりした』


　隣となりで鳳が仰のけ反った。


「あれ？」


　晄は辺りを見回した。朝日が斜ななめに差し込み、木々の緑が鮮あざやかに輝いていた。遠くで滝たきの落ちる音がする。


　自分は地面に直接敷しいた毛皮の上にいて、隣には目を丸くしている鳳や楓牙、累焰がいた。


　火を焚たいて朝あさ餉げの支し度たくをしていた煒白や、草を食はんでいた水すい馬ばたちも、驚おどろいた様子でこちらを見ている。


「そっか、ここは雲台山……」


　晄はほーっと長い吐と息いきをついた。


　[image: ]邑から軍船に乗って黄河を渡わたった晄たちは、小こ化か蛇だの案内で共工の痕こん跡せきを追って北上した。小化蛇によると共工は雲台山の主しゆ峰ほう朱しゆ萸ゆ峰ほうを越こえて間もなくふっつりと姿を消したとのことで、晄たちは周辺を探さぐりながら山へ分け入り、その日は山頂近くの森で一夜を明かしたのだった。


「どうしたのだ？」


　汗あせの浮ういた晄の額を、楓牙が指先で拭ぬぐう。


「ごめん、起こしちゃったね。嫌いやな夢を見て……」


『よっぽど汪李が恋こいしいんだな』


　鳳は笑ったが、


「どんな夢だったのです？」


　累焰の表情は真しん剣けんだった。


「汪李が銀の粒になって、散っちゃう夢……。まさか、予知夢なんてことないよね。俺、占せん術じゆつの才能ないし」


　晄はすがるように累焰を見る。


『ただの夢だ。心配いらない』


　そう言ったのは煒白である。


『化蛇の鱗うろこは硬かたい。死んでも散ったりはしない。何万年もそのままの姿で残っている』


「よかったー」


　晄はほっと胸をなで下ろした。


　ちょうどそこへ、小化蛇がやって来た。案内役ではない、別の小化蛇だ。


　──我ガ王ハ、狼窩山ニイル。我ラガ見タ時ハ、鳴めい蛇だ王トノ決着ハ、マダツイテイナカッタ。


　宙に浮いたまま小化蛇は言った。


「まだ戦ってるの。汪李の怪け我がは？」


　──翼ト尾おニ傷ヲ負ッタ。他ほかニモ少シ。デモアノ傷ナラ一晩デ治ル。


　小化蛇は、汪李が士烈に重傷を負わせたことや、その場でとどめを刺ささずに岩穴へ連れ込んだことなどを語った。


　──デモソレハ昨夜ノコト。


　今朝の様子はわからないという。狼窩山から雲台山までは、どんなに速く飛んでも半日かかってしまうのだそうだ。


「でも、昨日の時点では、取りあえず勝ったんだね」


　汪李の優勢を聞いて、晄は少し安心した。岩穴へ連れ込んだということは、話し合うつもりなのかもしれない。


「仲直りできるといいな」


　煒白が炊たいた粥かゆをすすりながら、晄は呟く。


　晄の望みの一つは、化蛇と鳴蛇が和解し、大昔のようにすべての河か川せんで化蛇と鳴蛇が泳げることだ。


（士烈は、本当は汪李に対して怒おこっているんじゃなくて、大切な人間を失った悲しみが癒えなくて、それを汪李にぶつけているんじゃないかな……）


　化蛇と鳴蛇がともに過ごせるようになれば、士烈の気持ちも変わっていくのではないだろうか。心の傷は、身体からだの傷よりも癒えるまでに時間がかかる。


（その時間を作るためにも、共工を捜さがして、できれば鎮しずめたい。滅ぼすんじゃなくて──）


　共工を滅ぼしてしまったら、士烈は汪李に心を開かなくなってしまうだろう。もちろん、どうしても鎮められなかったら滅ぼす覚かく悟ごはしているが──。


「小化蛇が八日も捜して見つからないってことは、やっぱ共工は、異界に逃にげ込んだのかな。入り口らしきものもなかったの？」


　以前、莉由が也真に拐かどわかされて閉じこめられた部屋は、桃林の祭さい祀し場とつながっていて、そこには、呪じゆ符ふが貼はってあったのだ。


　──捜シタケレド、我ラニハ見ツケラレナカッタ。


　案内役の小化蛇は、そう言って頭かぶりを振る。


『累焰なら、きっと見つけられる。きっと鸞にも』


　煒白が言った。


『力のある神なら、自分で異界をつくることができるし、その入り口を開けたり閉めたりすることもできる。けれど、あの時の共工は、深手を負っていて異界をつくるほどの力はなかった。だから、もとからある異界の入り口に逃げ込み、内側から閉じたのだと思う。古い異界の入り口には気配が残っている。占術や幻げん術じゆつの才がある累焰や鸞は、そういった気配に敏びん感かん』


『よしっ！　おれたちに任せろ。じゃ、早さつ速そく出発しようぜ。汪李が戻もどって来る前に、入り口だけでも見つけておきたいじゃん』


　俄が然ぜん張り切りだした鳳は、勢いよく焚き火を踏ふみ消した。


　敷しき物ものや木の枝に張った天幕など、野宿で使った物を手早く片づけると、晄たちはそれぞれの馬に乗り、雲台山の主峰、朱萸峰へ登る。


「いい眺ながめ……過ぎるね」


　山頂から北を眺めると、鳴蛇の熱風のせいで雲も霞かすみもなく、遥はるか彼方かなたまで続く山の稜りよう線せんが、くっきりと浮かび上がって見えた。南は黄土に被おおわれた平原だ。平原の向こうに細く見える筋は黄河だろうか。


『山並を北に沿って行けば、北ほく岳がく恒こう山ざんに行き当たる』


　煒白が言った。


「じゃ、この山々は盤古の腕うでだったのかな」


　恒山は、創世神盤古の臂ひじから成ったという。背後の平原のさらに南には盤古の腹から成った中岳嵩山があることを考えると、そんな想像をしてしまう。


　小化蛇の案内で、晄たちは獣けもの道みちを伝って山を下りる。間もなく、赤茶けた岩の断だん崖がいへ出た。ほぼ垂直に切り立った岩がん壁ぺきの、僅わずかな出っ張りに蹄ひづめをかけて、煒白たちは谷底へと駆かけ下りて行く。ひどく狭せまい谷で、上を見ると、せり出した左右の岩壁の間に、空が線のように細く見えた。渓けい谷こくを流れる水は、深い緑色をしていた。水馬はその水の上を走り、煒白は左右の岩壁を交こう互ごに蹴けって上流へ進む。


　やがて、視界が開け、赤茶けた岩が層をなして川から突つき出ている場所に出た。緑色の水は空の色を映して紺こん碧ぺきに変わっている。


　信じられないことに、そこには天然の石橋がかかっていた。両岸を細長い岩が結び、岩に空いた穴から水が抜ぬけ落ちているのである。


「盤古の力が働いたのか。それともこの谷を司つかさどる神が造ったものか」


　木々が新緑の梢こずえを伸のばし、赤い石橋の下を紺碧の水が流れ落ちるその光景を見て、楓牙が呟いた。


「きれいだね……。共工が、人間に地上を渡したくないって思うのもわかる気がする」


　人間が開かい墾こんしたり家を建てたりした場所も、かつては美しい丘おかや森だったはずだ。そこに住んでいた獣けものや妖あやかしを追い払はらい、人間は住み処かを広げていった。しかも、鬼方と殷の戦いくさがそうであったように、人間は住み処を奪うばい合い、他の人間を平気で殺す。共工が、地上から人間を一いつ掃そうしようと考えるのも無理はない。


「でも、人間は地上を汚よごそうとしているわけじゃない。自分たちが生きるための手段を、時々間ま違ちがえるだけなんだ」


　人間がその間違いさえ起こさなければ、地上は共工の望む姿を保てるはずだ。


「そのために、俺は人間の国の王になる」


　赤い石橋と、その下を流れる紺碧の川を見つめたまま、晄は声に出して呟つぶやいた。


　共工を追っていた小化蛇たちは、先刻の狭い谷を抜け、この場所へ出たところで、共工を見失ったとのことで、晄たちは川岸にせり出した岩いわ棚だなを伝って渓谷を探る。


『あちらに洞どう窟くつがある』


　煒白は岩から岩へと跳とび移り、険しい岩いわ肌はだの間に空いた穴の前へ立った。


　中をのぞくと、白い岩がつららのように天てん井じようから垂れ下がっている。


『ここじゃねえな。異界の気配はしねえ』


　晄の頭の上で、ひよこの鳳が奥の暗くら闇やみに目を凝こらす。


　水馬も川の上を走ってやって来た。累焰も穴をのぞき、やはりこの洞窟は異界とはつながっていないという。


　晄たちは洞窟を離はなれ、さらに渓谷を遡さかのぼる。道すがら鳳と累焰は念入りに気配を探ったが、異界の入り口は見つからなかった。すでに日は傾かたむき、谷にはひと足早く夕ゆう闇やみが訪おとずれていた。


『もうすぐ行き止まりだ。この谷ではないのかもしれない』


　煒白が言った。


『この先は北岳恒山まで続く山地だろ。こんな調子で捜してたんじゃ、一生かかったって見つからねえ』


　鳳は肩かたをすくめる。


　谷の突き当たりは大きな滝たきだった。


「すご──」


　晄は目を丸くした。


　これほど高くて幅はば広びろの滝は、今まで見たことがない。何十丈じようもの高さがある崖がけの頂から、大量の水が白い飛沫しぶきを上げて一気に落ち、凄すさまじい音をたてている。


「あれ、この風の音……？」


　しばらく滝に見とれていた晄だったが、ふと、水が落ちる音に混じって、風が鳴るような低い音がしていることに気づいた。けれど普ふ通つうの風とは異なり、耳の奥で響ひびいている。


『風の音など聞こえないが──』


　煒白が耳をそばだて、首を傾ける。


「もしや、異界の風の音では？　晄殿どのには、わたくしにも聞こえぬ異界の風の音を聴きく力がおありでしたでしょう？」


　累焰が晄を振ふり向いた。


「そう言えば、蛇だ哭こく山で聴いた音に似てる」


　晄は、汪李や小こ化か蛇だたちが封ふうじられていた亳邑の山を思い出す。一昨年おととしの秋、引き寄せられるように、蛇哭山の洞窟に入り、そこで化蛇を捜す楓牙と累焰に出会ったのだ。異界の風の音を頼たよりに、化蛇が封じられていた塚つかへ楓牙たちを案内したのは晄なのである。


　小化蛇を含ふくめ、その場にいたものたちがにわかに沸わき立った。


「その音はどこからするのだ？」


　楓牙が尋たずねた。


「滝の音に混じってて……。滝たき壺つぼ──じゃないな。滝の裏側かもしれない」


　耳を澄すましてみると、風の音は、滝の中なか程ほどの、水と岩壁の間から聞こえるような気がした。


『確かめてみよう。晄、しっかりつかまっていてくれ』


　煒白がそう言って、タッと岩を蹴った。彼は神しん妖ようの脚きやく力りよくで一気に滝壺を越こえると、張り出した岩棚を足がかりに跳ちよう躍やくし、滝の横を駆け上がる。小化蛇たちが煒白の後をついてきた。


「ひゃ～」


　晄は、頭を伏ふせて煒白の首にしがみついた。川や池も怖こわいが、滝もやっぱり怖い。


　登るにつれて、風の音は大きくなり、微かすかな風圧さえも感じられるようになった。


　滝の中程、菊きくが群れて芽を出している岩棚の辺りで、晄は音の源に気づいた。


「この辺だよ」


　晄は水音や風の音に負けない声で叫さけんだ。煒白が、四し肢しの蹄ひづめを本ほん性しようの駮はくの爪つめに変化させ、岩に爪を立てて止まる。


　滝と岩壁の間に二丈じようほどの隙すき間まがあり、音はそこから発せられていた。


　晄の頭の上で、ひよこの鳳が首を伸ばして、滝の横からその隙間の気配を探さぐる。


『──だな。この岩壁の向こうに、異界の道がある』


　鳳は言った。


『微かに士烈の匂においが残っている。間違いない』


　煒白もうなずいた。周囲を舞まっていた小化蛇たちが歓かん声せいを上げる。


「やったな、晄──」


　崖を駆け下り、楓牙たちに報告すると、彼はそう言って、晄の頭をわさわさと撫なでた。


「わたくしが呪じゆ符ふを作りまする。道が残っているのならば、入り口を開けるのはさほど難しくございません」


[image: ]


　累焰は早速、竹の札や削さく刀とうの準備を始めた。


『あとは汪李が来るのを待つだけだが──』


　煒白が不安げに南の空を仰あおいだ。


「そうだね……」


　晄も、煒白の視線を追って暮れ始めた空を見上げる。


「私たちが異界の入り口を見つけたことを共工が知れば、やつは、汪李が戻もどらぬうちに呪具を奪おうとするだろうな」


　楓牙が言った。


　晄はそのことも心配だった。舜は、目を病やんでいる。彼は、呪具の隠かくし場所を晄にも知らせないほどの警けい戒かいぶりだったが、相手は神や妖だ。どんな手を使って攻せめてくるかわからない。


（汪李、早く戻って来て。舜兄もどうか無事でいて──）


　晄は空を見上げたまま、心の中で祈いのった。雲一つない夕空は不気味なほどに赤かった。


　王都を出てから、八日目が過ぎようとしていた。
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「嫌いやな色の空ですね」


　ふと、窓の外に目をやり、利條が呟いた。その声につられて、ともに食事をしていた舜と莉由も、外に目を向ける。舜の横で皿を舐なめていたチャウも顔を上げた。


「そうですか？」


　舜は尋ねた。


　鳴めい蛇だが熱風を吐はき始めてから、空には霞かすみもかからず、朝夕の空の色は恐おそろしいほど赤く染まるようになった。右目は見えず、左目も視力が落ちている上に、視界に黒い霧きりがかかっているせいもあるのだろうが、舜には、今日の空が特別に嫌な色なのかどうかわからない。


「もしや、何か占みえたとか？」


　利條は未来さき読よみに長たけ、あえて占せん術じゆつを行わなくても、時折、将来のできごとを直感することがあるという。


「いろいろと感じることはございます。けれど、単なる想像なのか、未来読みの力が働いたのか、私わたくし自身にも判断がつきかねまする」


　彼は困ったような笑えみを浮うかべ、詳くわしいことを語ろうとしなかった。悪い予感がしているのだろうか。


「晄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかしら……」


　莉由は食事の手を止め、飽あかずに窓の外を眺ながめる。


　晄たちの安否については、毎夜、小化蛇が報告に来る。昨夜やって来た小化蛇によると、晄たちは[image: ]邑を発たち、軍船で黄河を渡わたったとのことだった。


「占うらなっていただきたくても、晄ちゃんや煒白さんたちには、占術では占みえないような術をかけてしまってますからねぇ。汪李さんにも──」


「共工に関することも占みえないんじゃ、知りようがないわね」


　莉由はやるせない溜ため息をつく。


「占術を避さける術がかかっていなくとも、私わたくしたち貞てい人じんが知れることなど、ほんの僅わずか──。何もかもが事前にわかるのであれば、いつの世も王が政道を誤ることなく、国は安あん泰たいでありましたでしょうに」


　利條がそう言って窓から視線を外した時、突とつ然ぜん、ゴーッと叩たたきつけるような風が屋や敷しきを襲おそった。


「また──」


　莉由は、持っていた匙さじを握にぎり締しめ、身を硬かたくする。


　晄たちが王都を発ってから、度たび々たび強い風が吹ふくようになった。鳴蛇が吐く熱風とは異なり、気温が急きゆう上じよう昇しようするわけではないが、この屋敷の周辺だけに吹く不自然な風だ。


　風の正体は占術に現れなかったが、おそらく共工に与くみする風の神──風伯の仕し業わざだろうと、利條は言う。


　この屋敷にかけられた結界は、王城を護まもる呪術と同じく、妖あやかしの侵しん入にゆうを防ぐが、雨や風などは通す。風伯が風を操あやつり、共工の気を封じた呪具の在処を探っているのではないかと思われた。


　戸がガタガタと揺ゆれ、庭の立木がザーッと梢こずえを鳴らす。


　煽あおられた几き帳ちようがバタンと倒たおれ、莉由は小さな悲鳴を上げて舜にすがった。


「大丈夫ですよ。入って来るのは風だけで、風伯そのものは屋敷内には入れませんから」


　舜は莉由の肩を抱だいた。


「なかなか止やみませんね。今回は風伯も本気のようです」


　利條が立ち上がり、窓を閉める。


　屋敷内のあちこちから、家人が大声で叫びながら窓や戸を閉める音が耳に届いた。風は一層強まり、吹きつける度に屋敷が揺れる。とうとうバリッと音を立てて戸が吹き飛んだ。


「キャーッ！」


　莉由は舜にしがみつき、『あ～れ～』と、チャウが形を崩くずしてサラサラと飛んで行く。


　利條が咄とつ嗟さに舜と莉由に覆おおいかぶさり、呪を唱えた。


　室内で風が渦うずを巻き始めた。帳とばりが剝はがれ、食器が倒れる。つむじ風は、室内を舐めるように一いち巡じゆんし、やがて壊こわれた戸口から出て行った。


『びっくりした～』


　チャウが再び子犬の姿を取り戻す。


「いやーっ！　あっち行ってっ！」


　それでも莉由の叫びは止まらなかった。


「大丈夫でございますよ。風伯はもう行ってしまいましたゆえ」


　利條は、莉由の傍かたわらに座り直し、優やさしく声をかける。


「あの、利條様。大変申し上げにくいんですけど、妹が嫌がっているのは、利條様なんです」


　消え入るような声で舜は告げた。


　そこへたまたま、主あるじを心配してやって来た家人は、優ゆう雅がな仕草で定評のある利條が、バッと尻しり餅もちをつくように飛び退すさる姿を見て、目を丸くした。








「陝邑侯こうの姉には、大だい史し令れいをも脅おびやかす力があるらしい」


　舜と利條が回かい廊ろうに出ると、そんな囁ささやきが耳に飛び込んだ。庭で、折れた枝や破れた帳の片づけをしていた家人たちは、主の到とう来らいに気づき、さささっと目をそらす。


「五尺の掟おきてを失念しておりました……」


　利條はしょんぼりとそう言いながら、先刻の風で剝がれてしまった呪符を貼はり直す。


「失礼な妹で、本当に申し訳ありません」


　舜はポリポリと頭を搔かき、倒れた鉞まさかりや剣けんなどの守りの呪具を点検する。


「莉由ちゃんは小さい時に、晄ちゃんを狙ねらう刺し客かくに拐かどわかされたことがありましてね。相当怖こわい目に──というか、ひどい目に遭あったんです。本人は忘れているみたいですけど」


「そんなことが──」


　利條は軽く瞠どう目もくした。


「あの様子では、嫁かすのは難しゅうございましょうね。何とお気の毒な……」


「莉由ちゃん自身が悩なやんでいるわけではないので、僕はあまり気にしていませんけどね。むしろ気の毒なのは楓牙王子でしょう」


　舜はほんわり笑みを浮かべた。もちろん本心では、楓牙のことなど全然気の毒だとは思っていない。


「鬼方左大将も莉由殿どのに執しゆう心しんしているとか、脩牙王子が正せい妃ひに望まれているという話も聞き及およんでおります。あのように美しく生まれ、明るく闊かつ達たつでいらっしゃれば、無理からぬことでありましょうが──」


　利條はまだ、莉由に嫌がられた衝しよう撃げきから立ち直れないのか、暗い顔だった。


「そう言えば、利條様はまだお独りの身とか。娶めとられないのには何かわけが？」


　これだけの美び貌ぼうの持ち主である上、身分は宰さい相しようと肩かたを並べる大史令だ。女が放ほうっておくはずがない。


「占みえてしまうからです。おのれの結けつ婚こん生活の未来さきが」


　利條は、肩を落としたまま溜め息をついた。自分は占術以外には能のないつまらない男なので、いずれ飽きられ、捨てられるのだという。


「そう言うあなたも、そろそろ妻を持ってもおかしくないお歳としでしょう？」


「僕は今まで、それどころじゃありませんでしたから」


　問いを返され、舜は苦く笑しようする。


「そうでしたね……」


　刺客の手から逃にげるだけで精せい一いつ杯ぱいだった舜の暮らしぶりに思い当たったのだろう、利條は白はく皙せきの横顔を曇くもらせる。


「先ほど、いろいろ感じることはあると仰おつしやっていましたね。これからどんなことが起こるんです？　晄ちゃんは無事に帰って来られるんでしょうか？」


　舜は尋たずねた。どんな予感があるのか、利條がその内容を詳しく語らなかったことが気になっていた。


「わかりません。時によって頭に浮かぶ光景が異なるのです」


　利條は弱々しい笑みを浮かべて、小さく頭かぶりを振ふる。


「先刻は、夕焼けの空の中に、銀の粒に変じて散ってしまう化蛇の王の姿が思い浮かびました」


「では、汪李さんは──」


　舜は驚おどろきはしなかったが、動どう揺ようはした。汪李に限って負けるはずはないと考えるほど、舜は楽天家ではない。しかし、晄の嘆なげきを思うと、何としても汪李に生きて戻もどって来てもらいたかった。


「汪李殿どのと士烈の死し闘とうの結果が占みえたとは限りません。たとえそうだとしても、未来というものは、あらかじめ決まっているものではないのです。どのような手立てを講じるか、どの道を選ぶかで、行きつく先が変わって参ります」


　だから貞人が未来を占い、王によりよい道を指し示すのだという。


「ただ、生まれながらにして、天の命によって生きる道を定められた者もおります。晄王子が化か蛇だの王と巡めぐり会い、炎えん招しよう戈かの使い手になったように──」


　利條は、濃のう紺こんに色を変え始めた空を見上げた。


「晄王子に仕える定めを負った化蛇の王が、天命を果たせずして滅ほろぶはずがありません。おそらく、赤い空を見て不ふ吉きつな想像をしてしまっただけなのだと思われます」


「いずれにしろ、晄ちゃんも汪李さんも、今のところは無事のようですね」


　舜は黄河の方角に目をやる。汪李や晄に何かあれば、黄河に棲すまう小化蛇が中ちゆう継けいして、知らせに来るはずだ。


「それにしても、よく結界が破られなかったと、我ながら感心してしまいます」


　利條は、回廊の隅すみに転がっている青銅の壺つぼを見下ろした。幼子の背せ丈たけほどもあるその壺は、この屋敷を護る呪じゆ具ぐの一つである。


「あちらも焦あせっているんでしょうかねぇ。こんなあからさまに風を送って寄こすなんて」


　二人で壺を起こし、家人も呼んで元の場所に戻す。


「もしかすると、王子たちが共工の居場所を突つき止めたのかもしれません」


　利條は言った。昨日は、異界の入り口を捜さがす晄たちと大きな滝たきの光景が思い浮うかんだという。


「なるほど。それで共工は、汪李さんが晄ちゃんと合流して攻せめ入って来る前に、何としても完全な復活を遂とげたいと──」


　舜は壊れた戸や、散らばった帳を見回した。


「けど、これで風伯も、この屋敷には呪具がないことに気づいてしまったでしょうねぇ」


『あのかぜ、こ──もごもご、じゅぐのかくしばしょにもちょっとふいたんだよ～』


　二人の足元をちょろちょろしていたチャウが言った。彼の分身が呪具の見張りを務め、ここにいるチャウと細い土つち埃ぼこりでつながっているのだ。


『ふーはくは、じゅぐにきづかなかったみたいだけど、まもりのおふだがちょっとはがれちゃった』


「直しに行かなければなりませんね。護りの呪術の強化もしておいた方がよさそうですし──。しばらく留守をしますが、その間、莉由ちゃんをお願いできますか？」


「もちろん構いませんが──」


　と言いかけて、利條の雰ふん囲い気きがドッと暗くなる。先刻の莉由の拒きよ絶ぜつ反応を思い出したのかもしれない。


「その目では、何かあった時に危のうございましょう。私わたくしも参ります」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕以外の大勢の人たちが、呪具を護まもってくれていますから。それに大史令がうろうろしたら、不ふ審しんに思われる場所に隠かくしたんです」


「私わたくしが参ってはならない場所？」


　利條は眉まゆを寄せて問い返した。








『しゅんにー、ひさしぶり～。さびしかったよ～』


　舜がその部屋の戸を開けて燭しよくをかざすと、こんもりと盛り土に顔をつけたような形で呪具にかぶさっていたチャウは、そう言ってくんくんと鳴いた。利條の屋や敷しきにいるチャウとつながっていても、意思は別物らしい。


「ここにも、風伯が風を寄こしたんですって？　よく隠し通してくれましたねぇ」


　よしよしと、舜はチャウの頭を撫なでる。


『かぜはたいしたことなかった。だから、がんばってふつーのつちのふりしてた』


「護りの呪術が、風を防いでくれたみたいですね」


『でも、じゅふがなんまいか、はがれちゃったんだよー』


「聞いてますよ。今、貼はり直しますね」


　舜は燭を片手に、半ば手て探さぐりで窓まど枠わくに貼った呪じゆ符ふや、チャウの周りに配した護りの呪具を確かめる。呪符が数枚剝はがれた以外に、室内には特に異常はなく、チャウの言った通り、風伯はこの部屋に共工の気を封ふうじた呪具が隠されていることには気づかなかったようだ。


　剝がれた呪符を貼り直すと、舜は持参した卣ゆうを持って一度外へ出た。卣とは、持ち手と注ぎ口がついた酒の容器である。


　舜は近くの井い戸どで水を汲くみ、その卣に入れた。部屋へ戻り、最初から室内にあった青銅の鑑かんに水を注ぐ。


『ぼくも、おみずがほしい～』


　その様子を見て、チャウが舌を出す。利條の屋敷にいるチャウから、土埃の道を通じてある程度の湿しめり気は届けられているが、それでも乾かわききった熱風のせいで、このチャウは八日前に比べるとかなり縮んでいた。


「ほんの少々ですよ。君が息そく壌じようだと、風伯に気づかれると困りますからね」


　舜は、卣の底に残っていた水を一いつ滴てき垂らした。ボンと、呪具を覆おおうチャウの厚みが増す。


『それ、なにするの？』


　チャウは、水を張った鑑に目をやる。


「本当は、水を入れて姿を映す物ですけどね。とてもいい品なので、呪具として活用させてもらおうと思ってるんです」


　舜が、この部屋を呪具の隠し場所に選んだ理由の一つには、この鑑があったことによる。部屋の主あるじだった者の持ち物だが、これほどの品は滅めつ多たにない。


「この羊の浮き彫ぼり装そう飾しよく、可愛かわいいですよね～。周りの渦うず巻まき紋もんがほわほわと羊の毛みたいで、ほんとよくできてます。事件が落着したら、これ、持って帰ろうと思ってるんですよ」


　舜は羊の顔を指先で撫でながら言った。


「その時、僕がまだ生きていたら──の話ですけどね」


　と、つけ加え、舜はチャウのそばに腰こしを下ろすと、懐ふところから円い青銅の鏡を取りだす。


『なかに、なにかいる？』


　鏡の中の気配に気づいたのか、チャウは首を伸のばして鏡をのぞこうとした。


「見ちゃだめです」


　舜は急いで鏡を伏ふせた。


「これ、映ったものを吸い込む呪具なんですよ」


　吸い込むためには、全身を映す必要があるが、チャウの場合、一ひと粒つぶが全部でもあるので、少しでも鏡に映れば吸い込んでしまうかもしれない。


「利條様のお屋敷を出た時に、虫を装よそおった妖あやかしが何匹びきかついてきたんです。一応は吸い込んでおいたんですけどね。もしかして、この場所に気づいたかもしれません」


『あやかしをすいこんだのに、だれにきづかれるの？』


「妖を使し役えきしていた人ですよ」


　舜は、青銅の鏡面を手で撫でる。伝わってくる気配は、以前、三さん門もん峡きようや華か山ざんで戦った、虎とらのような目をした男と同じものだった。








「陽甲王の三月、壬じん申しんの日に利條が卜ぼくす。貞とう、虫の妖を使役していた者は誰だれぞ」


　その頃ころ、舜を送り出した利條は、彼の跡あとをつけていた妖の主を占うらなっていた。


　舜は妖を鏡に吸い込んだが、妖を使役していた者に行き先を知られてしまったかもしれない。早急に手を打たなければならなかった。


　利條は窪くぼみを彫った亀きつ甲こうに、焼いた青銅の棒を押し当てた。パキリと乾いた音とともに、窪みの周囲に亀き裂れつが入る。同時に、闇やみの中に一人端たん座ざする男の影かげが脳のう裏りをよぎった。


（章玄──？）


　単なる勘かんだが、利條にはその影が章玄としか思えなかった。おそらく虫の行方ゆくえを追う章玄の占せん術じゆつと、利條の占術が交こう錯さくしたのだろう。


　利條は章玄の居場所についても占ってみた。しかしいつも通り、亀甲のひびは意味をなさず、脳裏に映る光景には白い霞かすみがかかっている。占術が及およばないように、彼は自らに呪術を施ほどこしているのだ。


（いったい、何を考えているのか……）


　章玄が陽甲の身体からだに共工の核かくを埋うめたと知った時、利條は、彼が共工の力を利用して、地上の王になろうとしているのだろうと思った。


　しかし、共工が目覚めてみれば、かの水神の最終目的は人間の殲せん滅めつだった。章玄にもそれはわかっているはずだ。けれども、章玄はまだ共工の手先を務めている。


　古いにしえの暗君のごとく、利用するつもりで召しよう喚かんし、逆に利用されたのだろうか。


（まさか、あの章玄がそのような愚おろかな真ま似ねをするはずがありません）


　利條は軽く頭かぶりを振ふって、その考えを打ち消す。


　章玄は聡そう明めいな男だった。優すぐれた千里眼の持ち主で、現在のことを知る占術に関しては、利條も敵かなわなかった。しかし、その実力をひけらかすこともなく、常に控ひかえめだった。


　目立たぬようにしていたのは、おのれの逆心を悟さとられないためだったのかもしれない。しかし、彼が生来物静かで、派手なことを好まない性しよう分ぶんであることを、十五年間、常に彼の傍かたわらにいた利條はよく知っていた。


　しかし、今は章玄の真意に思いを巡めぐらせている場合ではない。


（章玄が相手では、荷が勝ちすぎまする）


　舜がどれほど呪具の扱あつかいに長たけていようと、病やんだ目では使える術が限られてしまう。


　利條は逸はやる気持ちを抑おさえ、亀甲に新たな窪みを刻み始めた。
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「利條めが──」


　いずことも知れない深い闇の中で、章玄はひびの入った亀甲を見つめていた。


　偶ぐう然ぜんだろうが、こちらで行った占術が、利條に伝わってしまった。


（亀甲による占術は、止やめた方がよいかもしれぬ）


　占術の軌き跡せきを逆にたどられれば、こちらの居場所が知れてしまう。


　それにしても──と、章玄は亀甲から、傍らの鑑に視線を移す。


　水を張った鑑には、城じよう壁へきに囲まれた夜の街並みが映っていた。王都上空を漂ただよう風伯の目を借りて、水に映しているのである。


　風伯によると、利條の屋敷には呪具はなかったという。


　馮夷城や霊れい廟びようにも、虫を装った妖を送って調べさせた。城下や周辺の里の家々、舜に縁えんのある嬉き氏の領内にまで、風伯の風が及ぶところ、妖が入れる場所はすべて探たん索さくの手を伸ばした。


　それでも呪具は見つからなかった。


　舜を見張っていれば、いずれ呪具の在処へ案内してくれるだろうと考え、妖に見張らせていたが、その妖も舜の鏡に吸い込まれ、鑑には映らなくなった。


　呪具も舜も占術には現れないが、使役していた妖は占みえる。だから亀甲で、鏡に吸い込まれた妖の行方ゆくえを占ったのだが、それを利條に知られてしまったのだ。


　舜が呪具の護りについたのだとすれば、やはり呪具は、利條の屋敷からそれほど離はなれていない場所に隠されているのだろう。


　妖が入れず、かつ、目を病んだ舜が単独で行ける場所には、いくつか心当たりがある。


（いずれは、私が直接行くより他ほかはないが──）


　追われる身では安易に王都を歩き回れない。城下には自分の顔を知っている者が大勢いる。すみやかに呪具を奪うばうためには、まず呪具の在処を特定し、それなりの手はずを調ととのえなくてはならない。


「風伯──。風を給たまえ」


　章玄は、鑑に向かって呼びかけると、手にした亀甲を闇の奥へ投げ捨てた。
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「何だ──？」


　深夜、王都の住人たちは、ゴーッという凄すさまじい風の音に目を覚ました。中には、風の正体を確かめようと、家を飛び出した者もいた。


　西の空には月が輝かがやいていた。濃のう紺こんの空を背景に、黄河の方から真っ黒いつむじ風が近づいて来る。その様を目にした者たちはおののいた。熱波が訪おとずれて以来、度たび々たび突とつ風ぷうが吹ふくことはあったが規模が違ちがう。


「雲もないのに、なぜ竜たつ巻まきが……」


「風神の怒いかりだ！」


　人々は屋内に駆かけ戻もどり、戸や窓を閉めると、身を寄せ合って神の加護を祈いのった。








「来ましたね」


　舜は、チャウを背にして扉とびらに向かい、鏢ひようを握にぎり締しめた。風の音とともに、バラバラと砂や小石が壁かべを打つ音が耳に届く。


「チャウ、吹き飛ばされないように、しっかりしがみついていてください」


『うん。がんばる～』


　チャウは盛り土の形のまま、下方だけを四し肢しに変化させ、呪具を抱かかえ込む。


　風に乗って、人の悲鳴や怒ど号ごうが聞こえて来た。建物が揺ゆれ、柱がきしむ。


　ふと、舜の耳の奥で、ピシリと硬かたい音がした。


（護まもりの呪じゆ術じゆつに綻ほころびが……）


　この領域には、何重にも護りの呪術が施されているが、要かなめとなる呪物の一部が風で吹き飛んだのだろう。万一、風伯に入り込まれたら、チャウごと呪具を持って行かれてしまう。


　戸や窓が震ふるえ、呪じゆ符ふがぴりぴりと剝はがれ始めた。チャウの周囲に置いた鉞まさかりや剣けんなどの護りの呪具がカタカタと揺れる。


　北側の窓の呪符がピッと剝がれた。同時に、バン！　と窓が開く。


　舜は手にした鏢を投げる。鏢は窓まど枠わくに刺ささると、見えない壁をつくって風を阻はばんだ。


　また一つ、呪符が剝がれて窓が開いた。舜は音の方を振り返ったが、どの窓が開いたのかわからなかった。燭しよくは消えていなかったが、視野の狭せまい舜の目が、開いた窓をとらえるまでにはしばしの時間がかかった。


　鏢を投げ、見えない壁をつくった時には、すでに室内に小さなつむじ風が起こっていた。


（しまった──）


　舜が、つむじ風の中心に向けて鏢を投げた時──。


　──そこか！


　鑑かんから男の声がした。中の水が、蛇へびが鎌かま首くびをもたげるように立ち上がった。


　舜は、チャウの横に置いてあった青銅の剣を拾うと、鑑に駆け寄った。柄つかを逆手に握り、水面にザッと突つき刺す。


　低い男の唸うなり声と同時に、立ち上がっていた水が形を崩くずしてバシャンと落ちた。跳はね上がった飛沫しぶきがチャウを濡ぬらし、彼は一回り大きくなった。


　それでも風は止まなかったが、護りの呪術が修復されたのだろう。呪符を剝ぐほどの勢いはなくなっていた。やがて風が遠のき、辺りは元通りの静けさを取り戻す。


『じゅぐをとられなくてよかった～』


　チャウが、ほ～っと吐と息いきをついた。


「何とかやり過ごしましたけど……」


　舜は剣を握ったまま、鑑に目を落とす。水面は静まり、映っているのは舜自身の顔だった。


『さっき、こえがして、みずがにゅ～ってあがったね。あれはなに？　しゅんにー、なんでみずをさしたの？』


「鑑で呪具の在処を占っている人に、もしもここを探し当てられてしまったら、この鑑とつながるようにしておいたんです。水を通じて、その人をやっつけようと思って」


　章玄が千里眼の持ち主で、鑑を使った術を得意とすることは、かなり前に利條から聞いていた。舜の姿は占せん術じゆつには現れないため、章玄は使し役えきする妖あやかしの見た者を水に映すといった類たぐいの技わざを使っているようだった。利條の屋や敷しきを出た時に捕とらえた虫の妖がそれだ。


　予想通り、この領域を護る呪術に綻びが生じ、この部屋の結界も破れて風が侵しん入にゆうした時、彼はこの場所を鑑で視みたようだ。鑑から聞こえた声は、章玄のものだった。


『やっつけたの？』


「微び妙みようなところです」


　剣から呪じゆ詛そを発して水に溶とかし、向こうの鑑に送ったのだが、章玄がどの程度水を浴びたのか、よく見えなかったのだ。


「困りました。もう隠かくし場所を変えられませんしねぇ」


　舜は握っていた剣を、元通りチャウの横に置き、自分も床ゆかに腰こしを下ろす。


『ぼく、じゅぐをはこべるよ』


　チャウは盛り土の格好のまま、『ちからもち～』と、呪具を抱えてわさわさ移動しかけた。


「いえいえ、そうじゃなくて」


　今いま頃ごろ、上空では風伯がこの場所を見張っているだろう。風の目を逃のがれることはできない。


「覚かく悟ごを決めて、晄ちゃんたちが戻って来るまでここにいましょう」


　考えてみれば、ここが一番安全かもしれない。神々や妖はこの領域には入れない。その上、ここを護る呪術は、風伯のあの風をも凌しのいだのだ。


「やって来るとしたら、章玄だけですものね」


　舜は、そう呟つぶやいて鑑に目をやった。








「あの若造──」


　章玄は右目を押さえて歯がみした。


　あの鑑を使われるとは思っていなかった。


　章玄は風伯が放った風の目を借りて、鑑に映していた。呪具の在処を突き止めた途と端たん、剣を握った舜の姿が水に映った。


　向こうの鑑の水がこちらとつながったのだと知り、急いで顔をそむけたのだが、跳ね上がった水を浴びてしまったのだ。


　章玄は目から手を離し、おのれの顔を鑑に映す。顔の右半分が熱湯を浴びたかのように赤くただれていた。右目はもう見えない。


　舜の放った呪詛に気づくのが、あと一いつ瞬しゆん遅おそかったら、両眼とも視力を失っていただろう。


『呪具作りに意い趣しゆ返がえしされたか。なるほど、人間の身体からだとは脆もろいものよ』


　闇やみの奥から、侮ぶ蔑べつの混じった風伯の声が聞こえた。


「その人間の呪術に、風を阻まれたのは誰だれなのだ？」


　章玄は、目だけを声の方角に向けて睨にらみつける。


『おぬしが、呪具の在処を特定したいと言うから風を起こしたのだ。望みを叶かなえてやったというに、ひどい言われようだな』


　風伯は平然と応じた。


『まあよい。おぬしは、予定通り共工殿どのの右手を取り戻しに行け。我は急ぎ、共工殿のもとに戻らねばならん』


「何かあったのか？」


『旧臣に参じるよう命が下った。右手の在処もわかったことだし、異界の入り口を知られてしまった今、もはや隠れている必要もないとお考えになったのだろう。共工殿の傷は完治とはいかぬが、戦うだけの力を取り戻されたようだ』


「では──」


　章玄は瞠どう目もくして、声の方を振ふり向いた。


『出しゆつ陣じんだ』




　六　闇はさらに深く







　──蚩し尤ゆうト四し凶きようガ、眷けん族ぞくヲ率イテ、棲すミ処かヲ出タ。


　小こ化か蛇だがその報しらせを持って来たのは、晄たちが雲台山の渓けい谷こくで異界の入り口を見つけた翌日の、午ひる近い時刻のことだった。滝たきを望む岩いわ棚だなで、異界の入り口を見張りつつ汪李の帰き還かんを待っていると、小化蛇が川から慌あわただしく飛び出して来たのである。


　報せを聞いて、晄は息を呑のんだ。蚩尤と四凶は共工の主力となる軍だ。彼らが動けば、女媧も派兵するだろう。地上で神々の戦いくさが始まってしまうのだ。


『くそっ。とうとう共工の傷が治っちまったのか』


　人ひと形がたの鳳が、舌打ちして滝に目をやった。


「まさか、舜兄が襲おそわれて、呪具が奪うばわれてしまったんじゃ……」


　晄の背に悪お寒かんが走る。


　──呪具ハ奪ワレテナイ。舜モ無事。デモ、隠シ場所ヲ章玄ニ知ラレタ。


　蚩尤の棲み処は王都よりもさらに東の半島にあり、その小化蛇はここへ来る途と中ちゆうで、王都を警けい戒かいしている眷族から舜の様子を聞いたとのことだった。


「それで、共工は？　異界から出て、蚩尤や四凶と合流してしまったの？」


　晄は急せき込んで訊きいた。異界の出入り口が一カ所とは限らない。晄たちを避さけて別の出入り口から出た可能性もある。


　──共工ハ、マダ現レナイ。


　小化蛇は言った。


「では、蚩尤と四凶の軍はどこへ布ふ陣じんした？」


　楓牙が尋たずねた。


　──黄河の方ニ向カッテイタ。


　小化蛇によると、蚩尤と四凶が棲み処を出たのは、今日の未明のことで、その小化蛇が見た時には、闇に紛まぎれて、黄河下流に向かっていたが、そこからどこへ向かうのか、どこで共工と合流するつもりなのかはわからないという。


「共工を止めなくちゃ──。煒白、馬に変へん化げして。累焰、異界の入り口を開けて！」


　晄は、煒白と累焰を振り返った。累焰は、昨夜のうちに入り口を開ける呪符を仕上げていた。


　しかし、煒白は変化しなかった。累焰も動こうとしない。


「汪李が来るまで待て」


　楓牙が言った。


「でも、俺が共工を止めなきゃ、崑崙の神々がやって来て戦が始まってしまう。崑崙の神々に人間を害するつもりはなくても、戦に巻き込まれて大勢の人間が死んでしまう。大昔の、天が割れた時の戦みたいに──」


「異界に突とつ入にゆうしたところで、汪李がいなければ炎えん招しよう戈かの炎を喚よぶことはできぬであろう。炎が喚べなければ、共工にとってお前はただの人間だ。共工は話し合いの場など持とうとしないだろう。それどころか、汪李が来ぬ間にお前を葬ほうむってしまおうと考えるはずだ」


「それでも構わない！　炎を喚んで滅ほろぼすことはできなくても、戦うことはできるもの。俺が共工の目を惹ひきつけている間は、崑崙の神々は戦を待ってくれるはず。そうやって時間を稼かせいでいる間に、汪李が来る！」


　今朝の小化蛇の報告では、汪李は士烈とともに岩穴にいるとのことだが、蚩尤や四凶が動いたことを知ればすぐに駆かけつけてくるはずだ。


「だが──」


「人間を守れないなら、俺が炎招戈の使い手になった意味がない！　人の国の王になる意味もなくなってしまうんだ！」


　晄は射い貫ぬくような眼まな差ざしで楓牙を見つめた。煒白や鳳、累焰が目を瞠みはり、晄に視線を注ぐ。


　楓牙の瞳ひとみが揺ゆれた。


　晄は、他ほかの人間のために自分の命を惜おしまない。他者を傷つけることを厭いとうくせに、誰かを守るためには、無む謀ぼうな戦いにも平気で身を投じる。何の打算もなく、ただひたすらに人々の幸せを祈いのって──。


「だからこそ、私はお前を王にしたいと思うのだったな……」


　楓牙は呟いた。煒白、鳳が小さくうなずく。


「そのお前を守るために、私は伊尹の宝ほう剣けんを手に入れたのだ」


　一いち途ずに前へ進む王を補ほ佐さし、守るのが自分の役目だ。


「ともに行こう」


　楓牙の言葉に、累焰が、異界の入り口を開けるための五枚の呪符を袖そでから取りだした。
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（この気配は、蚩尤──）


　狼窩山、沂水沿いの岩穴で、汪李はハッと目覚めた。いつの間にかまどろんでしまったらしい。見ると、先刻までそこで昏こん々こんと眠ねむり続けていた士烈の姿がない。


（くそ、油断した──）


　汪李は岩穴を飛び出した。


　士烈を捜さがしながら、汪李は蚩尤の気配を探さぐる。


　蚩尤は大軍を率いているようだった。気配は彼方かなたにあり、こちらに向かってくる様子はない。


（共工の傷が治ったのか、それとも共工の気を封ふうじた呪じゆ具ぐが奪われたか──）


　いずれにしろ、共工が蚩尤に出兵を命じたのだ。この狼窩山からでは、四凶の棲み処の気配まではわからないが、多分、四凶も動き始めたはずだ。間もなく女媧も崑崙に派兵を命ずるだろう。


　これまで鳴蛇は、女媧や崑崙を刺し激げきしない程度に熱風を吐はいていた。鳴めい蛇だの目もく的てきは、化蛇の兵力を分散させ、共工の傷が癒いえるまでの時間稼ぎだったからだ。しかしこれで、鳴蛇には手加減する必要がなくなった。


　士烈の呼気は、十里四方を一いつ瞬しゆんで灰にする。彼を逃にがすわけにはいかない。


　しかし意外なことに、士烈は岩穴からさほど遠くない場所にいた。渓けい流りゆうに腰こしまで浸つかり、悠ゆう然ぜんと上流を眺ながめている。


　人形のまま背に翼つばさを生やして飛んでくる汪李の姿に気づくと、


『私が起きだしたことに気づかないとは、化蛇の王ともあろう者が、やきが回ったようだな』


　彼は、ニコリともせずにそう言った。


『汪李と呼べ。二日近くの看病疲づかれだ。誰だれのせいだと思っている』


　悪態をついたが、士烈の表情は変わらない。


『そこで何をしている』


『いろいろとな。水に浸かっていた方が、傷の治りが早いし、眷族に指示も出さなければならない』


　そんな言い訳を信じているわけではないが、


『もう動けるとはな。大した回復力だ』


　取りあえずそう言い、汪李は辺りの気配を探る。


　蚩尤が大軍を率いて棲み処を出たことに、士烈も鳴蛇たちも気づいているはずだが、空は昨日と変わらず雲一つない晴天だった。遠巻きにこちらをうかがっている鳴蛇の気配はあるが、士烈に言い含ふくめられているのか、近づいて来る様子はない。


　汪李は、士烈よりも上流の浅あさ瀬せに降り立ち、いざという時に踏ふみ込める程度の間合いを取る。


『喉のどの傷はふさがったのか』


『ああ。おおよそは』


　士烈は、まだ布が巻いてある喉に手を当てた。


『ならば、なぜ逃げぬ』


『お前からは逃げ切れない。傷がふさがっただけで、体力が戻もどったわけではないし』


『どうだかな』


　汪李は眉まゆをひそめて士烈を眺め回す。


『目覚めた時に、自分が生きていることに驚おどろいた。なぜ眠っている間に殺さなかった？』


『あまりにも愛らしい寝ね顔がおだったので、殺す気が失うせたのだ』


　試ためしに言ってみたが、やはり彼の表情は変わらなかった。しかし、青白い肌はだが心なしか赤らんでいる。


『お前がそういう冗じよう談だんを言うようになったとはな。やはり七百年は長い』


　士烈は目を細めた。一応は笑ったらしい。


『殺さなかったのは、まだ訊きたいことが残っていたからだ。何度か起こそうとしたが、叩たたいてもつねっても目覚めなかった』


『それは悪かったな。で、何を訊きたかったのだ？』


『章玄の真意と、共工の居場所だ。今となっては、そんなことを訊くために、お前の目覚めを待っていたことを後こう悔かいしているがな』


　蚩し尤ゆうや四し凶きようが布陣すれば、共工は異界から出て来る。戦いくさが始まる前に、晄のもとに戻らなくてはならない。


『今さらだが、共工は異界にいる。出入り口は雲台山の滝たきと黄河の河口。他にもいくつかあるらしいが、私は知らない。共工は黄河下流域で海を背に布陣するつもりだ。章玄が何を考えて、十七年もの間、共工の核かくを守り続けていたのかは、私にもわからん』


『共工配下の神々や妖あやかしは、どのくらい参集しているのだ？』


『私が異界を出てきた時は、まだ十万程度だった。今はもう少し増えているかもしれないが』


　士烈は北の空を見上げた。蚩尤が棲すみ処かを出て、共工の軍に加わることを暗に示しているのだろう。


『十万……』


　蚩尤と四凶が加わる前に異界へ攻せめ入ったとしても、十万が相手では、炎招戈の炎を使わなければ抑おさえきれない。


（晄に、十万の神々や妖を滅ぼせるだろうか）


　成湯と共工が南なん巣そうで戦った時には、百万を超こえる兵が共工のもとに参じた。鸞らん鳥ちようの幻げん術じゆつが通じない神や妖も多く、成湯はそれら敵兵を焼き払はらったが、多くの戦歴を持つ成湯だからできたことだ。


『よほど、主あるじが心配と見えるな。訊ききたいことはそれだけか？』


　汪李がうなずくと、


『ならば、私を生かしておく必要もなくなったわけだな』


　士烈は、弱い笑えみを浮うかべた。


　素す手での勝負なら、鱗うろこが強きよう靭じんな分、汪李の方が有利だ。その上、汪李の傷はほぼ完治したが、士烈はまだ十分に回復してはいない。士烈の思おも惑わくはともかく、彼が汪李から逃げ切れないのは事実だ。


『お前の気が水に溶とけている……』


　士烈は、飛沫しぶきを上げる水流に目を落とし、両手で水をすくった。


『お前とともに泳ぐのは、心ここ地ちよかった。陽に属する私は、陰いんに属するお前といることで安定したのだろうな』


（それは我も同じだ）


　士烈とともに過ごした遥はるかな日々を、汪李は思い起こす。


　一いつ緒しよにいることが当たり前だった。水の中に彼の気を感じていることが自然であり、必要なことだった。彼が近くにいない時は、妙みように虚うつろな心持ちがして不安だった憶おぼえがある。


『あの頃ころに戻りたいと……時折思う』


　士烈は、指の間からこぼれる水を見つめる。寂さみしげな眼差しだった。人ひと形がたの彼の顔に、初めて心の内が表れていた。


　汪李の胸が微かすかに痛んだ。禹に忠誠を誓ちかった時に、汪李はその願いを捨てていた。敵将についた自分を、鳴蛇の王は許さない。もうともに在ることはないだろうと、覚かく悟ごして禹に従ったのだ。


『お前、共工につく気はないか？』


　唐とう突とつにそう問われ、汪李は瞠どう目もくした。


『共工にそう命ぜられたのか？』


『いや、私の意思だ』


　士烈は頭を振ふった。


『目覚めた時に、生かされていることを知って、ふと訊いてみたいと思った。黙だまっているつもりだったが、こうしてお前の気が溶けている水に触ふれ、訊かずにはいられなくなった』


　彼はそう言って、再び水をすくう。


（我が鳴蛇を裏切って禹についたことも、三さん苗びよう族の王を死に追いやったことも許すと？）


　喉までその問いが出かかったが、汪李は訊かなかった。許すと言われたところで、彼の問いに対する答えは決まっていたからである。


『晄を裏切るなどあり得ぬ』


　汪李は断言した。汪李がそう答えることを予想していたのだろう。士烈は大して落らく胆たんした様子もなかった。


『たとえお前たちが共工を討うったとしても、また、お前がどれほど人間に尽つくそうと、遠い未来、人間は自らの手でおのれを滅ほろぼすだろう。辛つらい思いをするのはお前なのだぞ』


『承知の上だ』


　汪李は言い切った。


『人間の遠い未来などに期待はしておらぬ。ただ我は、晄の望みを叶かなえてやりたいだけだ』


　晄が王となり、彼の思い描えがく国をつくったとしても、刹せつ那なの輝かがやきで終わるだろう。禹も成湯も国を興おこしたが、平和だったのはほんの一時だったのだ。


『言ってくれるな、化か蛇だの王』


　士烈は小さな溜ため息をついた。


『汪李と呼べと言ったであろう』


『私の知らないところでつけられた名では呼びたくない』


　彼は憮ぶ然ぜんとした様子で言った。


『では士烈、お前は？　いずれ人間が自ら滅んでいくのであれば、その僅わずかな時間ときを、人間と過ごしてみようとは思わぬか？』


　答えはわかっていたが、それでも汪李は訊いてみた。


『私には共工を裏切ることはできない』


　案の定、士烈は即そく答とうした。


　お互たがいに、相手が志を翻ひるがえすことはないと知りながら、それでも訊かずにいられなかったのは、心のどこかではまだ、対ついの存在を失いたくなかったからなのだろう。


『未練だな……』


　士烈は一いつ瞬しゆん、やるせない笑みを浮かべた。しかしその笑みはすぐに消え、彼は無表情の仮面をかぶる。


『だが、これで覚悟ができた』


『そうだな』


　どちらかが死ななければ、この戦いは終わらないのだと、あらためて思い知らされた。
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　汪李はシュッと爪つめの刃やいばを伸のばした。浅瀬を蹴けり、士烈に向かって飛ぶ。


　士烈も背に翼つばさを生やし、水面から飛び上がった。


　突つき出された汪李の右爪を、士烈は避よけようともしなかった。


　ザクッと、汪李の爪が、士烈の胸にめり込む。


　心臓を握にぎり潰つぶそうとした時、士烈は汪李の右手首を左手でつかんだ。


『何──!?』


　士烈が汪李の爪を抜ぬこうとしているのではなく、逆に押さえようとしていることに気づき、汪李は瞠目した。


　士烈の唇くちびるが笑みの形に歪ゆがむ。


　汪李の視界の隅すみに、上流から流れてくる小さな黒い影かげが入ったのは、その時だった。


（しまった──）


　渓けい流りゆうの中に立つ士烈を発見した時、汪李は、彼がそれを待っているのだろうと推測した。だから彼の上流に立った。けれどそれは、枯かれ枝のように気配がまったくなかったため、視し認にんするまでその接近に気づかなかったのだ。


　汪李は士烈の胸から爪を抜こうとしたが、彼の凄すさまじい膂りよ力りよくはそれを許さなかった。士烈は荒あらい息をつきながらも、右みぎ腕うでを汪李の腰こしに回し、自分に引き寄せる。


　汪李の背後で、ザッと水みず飛沫しぶきを上げ、牙きばを剝いた黒こく龍りゆうが跳はね上がった。
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「万ばん物ぶつをなす、木火土金水の力よ。異界の扉とびらを開けさせ給たまえ──」


　累焰は五枚の竹の札を手に、滝に向かって呪を唱える。


　数匹ひきの小化蛇が身を寄せて、円えん陣じんを組んだ。累焰は呪を唱えながら、小化蛇の背の上に立つ。小化蛇たちは羽ばたき、ゆっくりと累焰を滝の裏へ運んだ。


　その間に、煒白が本ほん性しようを現した。


　鳳は、胸の前で手を軽く握る。鳳がスッと腕うでを開くと、彼の手の中に日のように輝く光の槍やりが現れた。


　晄は仮面を着けて冑かぶとをかぶり、盾たてに腕を通す。河伯の使い──隗かい昭しよう明めいと舜の呪じゆ力りよくがこもった武具だ。


　晄と鳳が煒白の背に乗ると、煒白は神しん妖ようの脚きやく力りよくで滝たき壺つぼを跳とび越こした。切り立った岩がん壁ぺきに、かぎ爪を立てて、音もなく崖がけを登る。


　楓牙は水すい馬ばに乗り、これまで累焰を乗せていたもう一頭の水馬とともに、滝壺で待機する。水馬は、渦うず巻まく水の上でも平然と歩いた。


「木の力は東に──」


　累焰が、一枚の竹の札を岩壁に押しつけた。その札には木を象かたどった模様が描かれている。竹の札は糊のりもついていないのに、吸い込まれるように岩壁に貼はりついた。


　晄と鳳は、滝たきの横からその様子を見守る。


「怒いかりが……。それも、もの凄すごい……」


　竹の札が貼りついた場所から、異界の風が噴ふき出していた。その風に乗って、向こうにいるものの気配が伝わってきた。それは、ひどく怒おこっていた。女媧と、人間に対する怒りだ。


『手加減すんじゃねーぞ。この向こうにいるのは、何千年もの怨うらみを積み重ねて、人間を滅ぼすつもりで共工のもとへ集まった連中だ。お前の言葉なんざ通用しねえ』


　鳳が言った。


「わかってる」


　晄は炎えん招しよう戈かを抜き、柄つかを握って力を最大限に高める。鳳に言われるまでもなかった。風に乗って伝わってくる彼らの怒りは、生半可なものではない。


（これは、戦いを終わらせるための戦い……）


　何としても彼らを退け、神々の戦いくさを止めなくてはならない。


「火の力は南に、金の力は西に、水の力は北に」


　累焰は、火、金、水の模様の札を方位に合わせて岩壁に貼りつけ、正方形を描く。


　異界の風はますます強くなり、怒りの波動が痛いほどに肌はだを叩たたいた。


『来るぞ──。気をつけろ』


　鳳が煒白の背の上で立ち上がった。


「土の力は中に──」


　累焰が最後の札を中央に貼った。


　ぐにゃりと岩壁が歪んだ。ザッと、累焰を乗せていた小化蛇たちが、岩壁に沿って落ちるように降下する。


　次の瞬しゆん間かん、ドーンと、大地を揺ゆるがすような轟ごう音おんをたてて、岩壁に四角い穴が空いた。


　すかさず鳳が穴に向かって光の槍を投げた。槍は穴の縁ふちで小爆ばく発はつを起こす。白い閃せん光こうが、異界から飛び出そうとしていた妖あやかしを一瞬で塵ちりに変えた。


　しかし、鳳が二投目の槍を投げる前に、十数匹の妖が異界から飛び出してしまった。


　その妖は、大きさも姿も狐きつねに似ていた。背には鳥のような翼が生えている。


『敝へい々へいだ！　やつは鳴めい蛇だと同じく熱風を吐はくぞ！』


　鳳が叫さけんだ。


　翼のある狐は、一いつ旦たん滝たきを突き抜けて旋せん回かいすると、二手に分かれた。一方は滝壺にいる楓牙たちに向かい、残りは滝の横にいる晄たちに向かって来る。


　狐の口が開いた。鶴つるのような甲かん高だかい鳴き声とともに熱風を吐く。


　煒白は岩壁を蹴り、異界の穴へ向かって跳んだ。熱風はそれまで晄たちのいた場所に当たり、ジュッと岩を溶とかす。


　累焰は小化蛇の背の上に膝ひざをつき、背に負っていた弓を構えると、迫せまる狐に向かって矢を放つ。数匹の狐が滝壺に落ちたが、その前に吐かれた熱風に煽あおられ、累焰は小化蛇から落ちかかった。水馬が水を蹴って彼をすくい上げる。


　楓牙は水馬を駆かりながら、帯から宵しよう練れんを抜いた。鳳の槍とよく似た光を放つその剣けんは、王城で共工に深手を負わせた宝ほう剣けんである。


　手た綱づなを操あやつり、狐の吐く熱風を巧たくみに避けながら、すれ違ちがいざまに次々と狐を斬きる。斬られた狐は、黒い塵となって霧む散さんした。


　背後から楓牙を襲おそおうとした狐を小化蛇が追った。小化蛇の飛ひ翔しよう速度は、狐の何倍も速い。狐が熱風を吐く前に、小化蛇は追いつき、その喉のどに牙を立てた。小化蛇は狐に食いついたまま滝壺へ飛び込む。敝々は水の中では生きられない種族らしく、やがて水から上がってきたのは、小化蛇だけだった。


　一方、ひと足早く異界に飛び込んだ晄たちは、入り口に向かって楓牙たちを待った。背後は深さも広さもわからない闇やみである。地面があるのかないのか、煒白の足から伝わる感かん触しよくが妙みようにふわふわと頼たよりなかった。


　舞まい戻もどって来た狐が、晄に向かって熱風を吐く。鳳が煒白から飛び下りざま、狐に槍を投げた。


　煒白が竿さお立だちになって、強きよう靭じんな皮ひ膚ふで狐の熱風を受け止める。熱風の余波を、晄は盾をかざして避け、槍をすり抜けて迫る狐を炎招戈で薙なぎ払はらった。力を最大限に高めた炎招戈は、刃に触ふれた狐を一瞬で消した。


　それでも狐は怯ひるむ様子もなく、熱風を吐きながら次々と襲って来た。


　──人間など、滅ほろんでしまえ！


　狐たちを滅ぼす度たびに、彼らの怨えん嗟さが晄の耳に飛び込む。


　──我らの呼気が、熱く乾かわいているのは、生まれながらのものだ！


　──古いにしえより、我らのものだった土地に、勝手に住みついたのは人間だ。なのに、なぜ我々が罰ばつせられねばならん！


（その通りだ……）


　狐たちの叫びが、晄の胸をえぐる。けれど、晄は炎招戈の力を弱めず、歯を食いしばって狐を滅ぼした。


（汪李もそうだった。洪こう水ずいを起こす妖として忌いみ嫌きらわれて、怒ってた）


　二年前の秋、異界で眠ねむっていた汪李は、章玄に無む理り矢や理り目覚めさせられ、洪水を起こした忌き避ひすべき妖として、いきなり討とう伐ばつの対象になった。さらに章玄に呪じゆ詛そをかけられ、黄河で暴れた。その時の汪李は、やはりこの狐たちと同じように怒っていた。


　汪李が、晄の言葉に耳を傾かたむけてくれたのは、心の奥に禹王や湯王とともに過ごした記き憶おくが残っていたからかもしれない。


　けれど、この狐たちの心には、晄の言葉が入る余地がまったくなかった。


（わかりあえたらいい……）


　あの時、陽甲は、危険だからという理由で、汪李を滅ぼすよう晄に命じた。


　化か蛇だがどういう妖かも知らずに性急な裁断を下した陽甲に対して、当時は腹を立てたが、陽甲が、王として民たみを守りたかったのだと、今はわかる。


（俺は今、あの時の王様と同じことをしているんだ）


　小化蛇に追われ、異界に舞い戻ってきた狐を、煒白が前ぜん肢しのかぎ爪づめで切り裂さいた。


　──我らに、どんな罪があるというのだ！　この世に生まれてきたことか!?


（違う！）


　狐の断だん末まつ魔まの声に、晄は心の中で応じる。


（そうじゃない──。君たちに罪があるんじゃない）


　楓牙を乗せた水馬が、滝を駆け上がってきた。落ちる水を蹴けって、水馬が異界に飛び込もうとした時、横から一いつ匹ぴきの狐が突つっ込んできた。


「楓牙！」


　晄が叫ぶよりも早く、煒白が飛び出した。煒白が水馬と狐の間に割って入り、晄が盾をかざすのと、狐が熱風を吐いたのとがほぼ同時だった。


　ジャッと滝から湯気が上がった。その狐を煒白は飛び降りざま、爪で真っ二つに裂く。血潮をまき散らしながら、狐は滝壺に落ちていった。


　煒白は宙で体勢を立て直し、浅あさ瀬せに着地すると瞬しゆん時じに跳び上がり、岩壁を伝って、再び異界の穴へ戻る。


　晄たちに続いて、累焰を乗せた水馬も滝を蹴って、異界の入り口に飛び込んだ。


「助かった。晄、ありがとう」


　衣ころもの端はし々ばしは焦こげていたが、楓牙に怪け我がはなかった。累焰も多少の火傷やけどを負ったようだが、大したことはなさそうだ。


「よかった」


　晄は笑おうとしたが、うまく笑えなかった。


　足元の闇には、煒白の爪で裂かれた狐たちが転がっていた。


　──我らに、どんな罪があるというのだ！　この世に生まれてきたことか!?


　その声が耳にこびりついていた。


（君たちに罪があるんじゃない。でも、俺は人間を守りたいんだ……）


　狐の骸むくろを見下ろし、晄は心の中で呟つぶやいた。


『さ、急ごうぜ。もう次のが来ちまった』


　鳳は闇の奥を見つめてそう言うと、晄の後ろに跳び乗った。


　煒白が駆け出し、水馬たちもその後に続く。雲台山まで晄たちを案内してきた小化蛇たちが晄たちの左右と背後を守った。


　入り口から差し込む光が、さほど小さくならないうちに、闇の奥からおびただしい数の妖の気配が迫ってきた。


『朱しゆ厭えんだな』


　鳳が手の中に光の槍やりを作る。


　槍の光が、近づいて来る妖の群れを照らし出す。その妖は猿さるに似ていた。頭とう髪はつが白く、四し肢しが赤い。その手足には刀のような僅わずかにそった爪がついていた。


　恐おそろしげな妖の姿よりも、晄はその数に息を呑のんだ。光の届く限り、猿で埋うめ尽つくされている。何千匹びきいるのか見当もつかない。


『水すい馬ばって、確か刃は物ものじゃ斬れないんだっけ？』


　唐とう突とつに鳳が訊きいた。


　──炎えん招しよう戈か以外の武器では斬れない。身体からだが水でできているからな。だが、河伯の加護がある晄殿どのはともかくも、楓牙王子や累焰殿どのは生身の人間だ。朱厭の爪で喉を裂かれたら即そく死しするぞ。


　楓牙を乗せた水馬が答えた。


『ま、そこは自分たちで何とかしてもらうさ。で、おっさんたち、どれくらい速く走れる？』


　──煒白殿ほどではないが、朱厭よりは速く走れる。


『じゃ、とにかく全力で走ってくれ。小化蛇も気張って飛べよ。煒白はしんがりな』


　鳳はそう言って、光の槍を前方に投げた。


　真っ白い光が炸さく裂れつし、光を浴びた猿が黒い塵ちりとなった。猿たちが怯んだ隙すきに、楓牙を乗せた水馬が一気に速度を上げて走り出した。その後に累焰が続く。


　鳳は走る煒白の背の上で、手の平を向かい合わせた。やがてその手の中に、月のように淡あわく輝かがやく球が生じる。鳳はその球を片手の上に載のせて、高く掲かかげた。月から光の粒つぶがこぼれ、後方に流れる。その光を浴びた猿たちは、次々とくずおれ、闇に伏ふしていく。


　鳳が鸞の力を使って、猿を眠らせているのだ。


　しかし、幻げん術じゆつを紡つむぐ光は、煒白よりも後方にいる猿にしか届かない。前方にはまだ何千という猿が待ち構えていた。


　ザッと闇色の地を蹴って、前方から猿たちが一いつ斉せいに襲いかかってきた。左右にいた小化蛇が急旋回して、楓牙と猿との間に入る。跳ちよう躍やくした猿を小化蛇は翼つばさで払い、あるいは牙きばを立てて後方に放ほうる。地に落ちた猿は幻術の光の粒を浴びて、そのまま動かなくなった。しかし、数匹の小化蛇に対して、猿の数はあまりに多すぎた。


　小化蛇をすり抜ぬけた猿たちが、長い爪を振ふりかざして左右から楓牙に迫った。楓牙は左の猿を宵練で突くと、瞬時に刃やいばを抜き、その勢いのまま右の猿を薙なぐ。


　累焰も剣を抜き、脇わきから迫る猿の爪を払った。呪をかけた彼の剣は、硬かたい妖あやかしの爪を難なく断った。


　その間にも、水馬は、猿を蹴け散ちらしながら駆け続け、何千といた猿はその数を少しずつ減らしていく。猿たちは、爪では水馬を裂くことができないことを知ると、その脚あしにしがみついた。一匹また一匹と猿は水馬に取りつき、次し第だいに水馬の速度が落ちていく。


『止まるな！　術に巻き込まれるぞ！』


　鳳が急いで手の上の月を消した時だった。突とつ然ぜん、後方から風が吹ふき、宙を漂ただよっていた光の粒を前方へ押しやる。


『くそっ。風伯か』


　鳳はバッと煒白の背の上に立ち、手の中に光の槍を作ると、風の方向へ投げた。風は止まったが、その時にはすでに、累焰と楓牙の乗る水馬に光の粒が届いてしまっていた。


　水馬はよろめき、やがて、脚に猿をからみつかせたままドッと横に倒たおれ込む。


　楓牙と累焰は、その寸前に鐙あぶみから脚を外し、鞍くらから飛び下りた。水馬の下した敷じきにはならなかったが、体勢を整える前に、光の粒を浴びなかった残りの猿たちが四方から襲おそいかかる。


　楓牙は跳とび退すさりながら宵しよう練れんを一いつ閃せんさせ、辛かろうじて猿の爪を弾はじき返した。


　累焰も、呪をかけた剣けんで前方の猿を斬きり払ったが、それとほぼ同時に、別の猿が後ろから爪を突き出した。彼は身をそらしたが、避よけきれなかった。右みぎ肩かたをえぐられ、バッと鮮せん血けつが飛ぶ。


「累焰！」


　楓牙がハッと振り向いた。駆かけ寄ろうとした彼の前に、猿たちが立ちはだかる。


　鳳が煒白から飛び下り、累焰に飛びかかろうとしていた猿を光の槍で薙ぎ払った。


「煒白、行って、二人を助けて！」


　晄も煒白から飛び下りた。


　煒白は瞬時に人ひと形がたになり、地を蹴ると一気に二人の前まで跳躍した。凄すさまじい膂りよ力りよくを持つ腕うでで、猿をつかんでは地に叩たたきつける。


　猿の群れは晄にも迫せまった。晄は炎招戈の柄つかを伸のばし、長なが柄えの武器に変えると、横から突つっ込んできた猿を薙なぎ、その勢いのまま、前方の猿を斬り上げる。


　後方から晄の頸くびを狙ねらって一匹の猿が跳躍したが、その爪は晄に触ふれる寸前で、見えない何かに弾かれたかのように跳はね上がった。


『河伯の加護か──』


　猿は口くち惜おしそうに呟くと、ザッと踵きびすを返す。他ほかの猿たちも一斉に退いた。彼らは闇やみの奥へと駆け去り、辺りは急速に静まり返っていく。


「あれ？」


　それまで猿たちを目で追っていた晄は、彼らが去った後、ふと、何の気配もしないことに気づいて周囲を見回した。


　煒白や鳳、楓牙、累焰がいない。幻術で眠ねむったはずの水馬や猿たちの姿もなかった。


　果ての見えない闇に、いつの間にか晄だけが取り残されていた。








「晄！」


　宵練を一閃させ、猿を斬り払はらいながら、楓牙は愕がく然ぜんとして叫さけんだ。突然、黒い帳とばりが下りたように視界が遮さえぎられ、ほんの数丈じようほど先にいた晄が見えなくなってしまったのだ。


　左後方に視線を走らせると、累焰と鳳の姿も消えている。


「どういうことだ──？」


『闇が切り取られた』


　楓牙を背にして、猿の頸を片手で握にぎったまま、煒白は虚こ空くうを見つめる。


「切り取られた？」


　楓牙は猿の腹を宵練で突つく。


『異界は地上とはつくりが異なる。説明が難しい。空間ごと切り取られて別の層に移されたのだと思う。こちらが移動したのか、晄が移動したのかわからないが』


　つかんでいた猿を地面に叩きつけ、煒白は前方から飛びかかってきた猿の顔を手の平ではたいた。その猿は何十丈も吹っ飛び、仲間を薙なぎ倒して地面に落ちる。


　猿たちは数歩後あと退ずさって、楓牙たちをぐるりと取り囲んだ。


「どうすれば晄や累焰のいる所へ行けるのだ？」


　油断なく宵練を構えたまま、楓牙は尋たずねた。


　晄が消えた時、鳳は累焰の近くにいた。今、晄を守るものは誰だれもいないのだ。また累焰も怪我を負っている。二人の身が案じられた。


『累焰ならば異界の道をつなげられるが──。あとは闇を切り取った神を倒せば、もとの場所に戻もどる。けれど、その神はここにはいない。いるのは私たちと朱厭だけだ』


「私たちにはどうすることもできないのか」


　楓牙は唇くちびるを嚙かむ。


『ぬしらに勝機はない』


　こちらの会話を聞いていたのだろう。一匹の猿が、楓牙にわかる言葉で言った。


『ぬしは炎招戈の使い手ではないようだな。だが、容よう赦しやはせぬ。積年の怨うらみ、ここで晴らしてくれよう』


　猿たちが一斉に身構えた。


「人間を怨むか……」


　楓牙も宵練を構え直したが、できれば朱厭を滅ほろぼしたくなかった。


　伝承では、朱厭が現れれば戦いくさが起こるとされ、多くの人間は朱厭を恐れている。鋭するどい爪つめを持つ朱厭の姿を見て、人間が勝手に思い込んだのだろうが、戦を起こすのは人間であって、朱厭のせいではない。


　また、彼らが人間を怨むのは、朱厭が人間を害するようなできごとがあり、女媧が朱厭を罰ばつしたからなのだろう。


　楓牙は、人間の側に立った一方的な価値観で、朱厭を悪だと決めつけたくなかった。


　しかし、そんな楓牙の思いが朱厭に届くはずもない。


『我らは決して人間を許さぬ！』


　別の猿さるが叫んだ。『許さぬ』と、他の猿が唱和し、こだまのように広がっていく。


『人間は、我らの棲すみ処かである森を焼き払った！』


　また別の猿が叫び、『森を焼き払った！』と、他の猿たちが繰くり返す。


「畑をつくるためだ」


　あまりにも自己中心的な言い訳だと思いながら、楓牙は答えた。


　焼き畑を行えば、そこに棲んでいた動物や妖は棲む場所を失う。けれど、人間はそれらの動物や妖のことなど、一いつ切さい考こう慮りよしない。


　それどころか、棲み処を取り戻しに来たものたちを害がい獣じゆうや厄やく災さいとして、殺したり追い払ったりしている。人間は、おのれの暮らしを豊かにすることしか考えていないのだ。


『人間は山を削けずった！』


　また、猿が叫んだ。


「石を切り出すため、あるいは銅を掘ほるためだ」


　それもすべて、人間の生活を豊かにするためだ。


『人間は川や空を毒で汚よごした！』


「青銅器を作る時に、どうしても毒が出てしまうのだ」


　銅鉱石を焙ばい焼しようする時には毒の煙けむりが生じる。また剣や矛ぼう、戈ほこを打つ時に使った水には毒が含ふくまれる。けれど、その水を川の下流に流せば人間に被ひ害がいはない。


　動物や妖、精せい霊れいにとっては重大な汚お染せんだとしても、青銅器は人間の生活に欠かすことはできず、今さら青銅器作りを止めることはできない。


『人間は我らの仲間を殺し、それを着ている！』


「寒さを凌しのぐためだ！」


　思わず声が高くなる。


「人間は、衣ころもをまとわなければ凍こごえてしまうのだ。畑で粟あわや黍きびを作るのも、青銅器や様々な道具を作るのも、そうしなくては、人間は生きていけないからだ。決して、お前たちの暮らしを脅おびやかしたくてやっているのではない！」


　怒いかりがこみ上げて来たが、何に対して怒おこっているのか、自分にもわからなかった。


　一呼吸ほどの間があった。


　やがて、一匹ぴきの猿が一歩前へ踏ふみ出した。


『そのような生きものは地上に要いらない』


　その言葉を合図に、楓牙たちを囲んでいた猿が一いつ斉せいに飛びかかってきた。


　スッと煒白が動いた。楓牙でさえ、目で追うことが難しいほどの素す早ばやさだった。


　煒白は、最初に間合いに入った猿の手首を片手でつかむと、もう片方の手を猿の肩かたにかけ、まるで木の葉をむしるようにやすやすと引きちぎった。その猿を手から放し、振ふり向きざまに右から迫る猿の頭を片手で握り潰つぶす。


　その猿が地面に落ちる前に、左の猿の顔を手の甲こうで払い、さらに前から飛び込んできた猿の顔面を拳こぶしで突く。その間には、別の猿が煒白の肩や背に爪を立てたが、頑がん丈じような駮はくの肌はだは、傷一つつかず、金属の刃やいばのような朱しゆ厭えんの爪を弾はじき返した。


　楓牙が宵しよう練れんを振るうまでもなかった。


　瞬またたく間に猿は数を減らし、敵かなわないことを思い知らされた猿たちはおののき、中には背を向けて逃にげ出そうとするものもいた。しかし、煒白は一切の容赦をせず、背を向けた猿を追い、次々に屠ほふっていく。


　数百匹ぴきもいた猿がすべて倒たおれるまでに、それほど時間はかからなかった。


（何て力だ……）


　ピクリとも動かず血ち溜だまりに伏ふしている朱厭と、その中央に佇ちよ立りつする煒白を、楓牙は呆ぼう然ぜんと眺ながめる。これまで何度もともに戦ってきたが、彼の戦せん闘とう能力の凄まじさにあらためて圧あつ倒とうされていた。


『私は戦うために創つくられた妖あやかしだ……』


　楓牙の視線に気づき、煒白はぽつりと言った。


『この力で、私は屈くつ邑ゆう陶とう邑ゆう、そして陝邑にいた人間をすべて殺した』


　彼は血に濡ぬれた自分の手に目を落とす。


　煒白を創ったのは平へい圃ほの女め神がみ英招である。


　共工が叛はん乱らんを起こし、天が割れた時、創られて間もなかった煒白は、その裂さけ目から墜おちた。彼は自分が何ものかも知らずに、積石せき山の山奥で、何千年もの時間ときをたった独りで過ごしていた。


　昨年の正月、彼は共工配下の神に術をかけられ、炎えん招しよう戈かの使い手を殺すために積石山を下りた。その途と中ちゆうで黄河沿いの邑を襲おそい、そこに住む民たみを皆みな殺ごろしにしてしまったのである。


『私が今ここにいるのは、その罪を償つぐなうためだ。戦うために与あたえられたこの力を、人の世を守るために使わなければならない』


　煒白は自分に言い聞かせるように呟つぶやく。その表情は辛つらそうだった。


「本当は朱厭を殺したくなかったのだな？」


　楓牙の問いに、煒白は小さくうなずく。


『獣けものの暮らしをしていた私には、敝へい々へいや朱厭の気持ちがよくわかる。また、たとえ敵であっても命を軽かろんじてはいけないと、晄から教えられた。生かしたまま倒せればよかった。けれど、数が多すぎて手加減していられなかった。殺す方が簡単だ。駮は生きた兵器だから……』


　彼はそう言ってうつむいた。


「お前が守ってくれたから、私は死なずに済んだ」


　どれほど宵練が威い力りよくのある宝ほう剣けんだとしても、楓牙はただの人間である。この数の朱厭が相手では、途中で力ちから尽つきていたに違ちがいない。


　楓牙の言葉に、煒白は瞠どう目もくして顔を上げた。


「人間も女媧につくられた不自然な命だ」


　楓牙は、宵練の光に照らされる朱厭の骸むくろを見み渡わたした。


「長い爪を振りかざして攻せめられるよりも、言葉で責められる方が応こたえた。あのように並べ立てられると、人間に生きる価値はあるのかと、疑問に思ってしまう」


『同じつくられた命でも、駮と人間とは違う。人間には心がある』


　煒白は頭かぶりを振る。


「お前には心があるだろう？」


『晄に出会う前の私には心がなかった。私に心をくれたのは晄だ。それでも、駮の私は人間ほど豊かな心を持ち得ない』


　彼は、自分の胸に手を当てた。


『私を創った英招を始めとして、人間を擁よう護ごする神々は人間の心が愛いとしいのだ。私もそうだ。だから、晄に忠誠を誓ちかったし、人間を殺してしまった罪を償いたいと思った』


　煒白は、晄が消えた闇やみの奥に視線を移す。


『人間は時々間ま違ちがいを犯おかすが、人間がこの世に在ることは間違っていない』


「そう思ってくれるか……」


　心の底に澱おりのように溜まっていた正体不明の怒りが、少しずつ溶とけていくような気がした。


　人間ではない他ほかの誰だれかに、その言葉を言ってもらいたかったのかもしれない。


『誰も来ないな』


　闇の奥を見つめたまま、煒白は呟いた。


『朱厭が全ぜん滅めつすれば、闇を切り取った神が何か仕し掛かけて来るかと思ったが』


　晄を殺しに行ったのか、あるいは累焰の技わざを封ふうじようとしているのか──。


（頼たのむ。二人とも無事でいてくれ）


　楓牙は煒白の視線を追って闇の奥を見つめ、宵練の柄つかを握にぎり締しめた。








「闇が切り取られた？」


　右みぎ肩かたを左手で押さえたまま、累焰は辺りを見回した。鳳が掲かかげる光の槍やりに照らされているのは、足元で眠ねむる二頭の水すい馬ばと数匹の朱厭、そして自分たちだけである。それ以外は闇に閉とざされ、物音一つしない。


『そうらしいな』


　鳳も周囲を見回して、『ったく、何てこった』と、舌打ちをする。


「道をつなげなければ──」


　手にした剣けんを置こうとして、累焰は思わず肩の痛みに顔をしかめる。


『焦あせんな。先に手当だ』


　槍を明かり代わりに地面に突つき刺さし、鳳が歩み寄って来た。彼に帯を解かれ、累焰は片かた肌はだを脱ぬがされる。彼は累焰を座らせると、手の平をかざして陽の気を送り込んできた。


「かたじけのうございまする」


　傷口からじわりと気が染しみ、痛みが和やわらいでくる。右みぎ腕うでにも少しずつ力が戻もどってきた。


『悪いな、おれにはこの程度の治ち療りようしかできねえ。陽の気は生きものの治ち癒ゆ力を高めるんだが、入れすぎると血が止まらなくなっちまうんだ。かといって、陰いんの気じゃ、血を失った身体からだには毒になっちまうし』


　傷口に巾きんを巻きながら、彼は言った。


「十分にございます」


　累焰は右手を握ったり開いたりした。この程度まで回復していれば術が使える。


　鳳は、巾を巻き終えると、眠っている水馬に歩み寄り、その目に手を当てた。術が解けた水馬は起き上がり、軽く頭を振る。


　──ここは？


　驚おどろいて周囲を見回す二頭の水馬に、鳳が簡単に状じよう況きようを説明する。


　その間に、累焰は衣を整え、袖そでから竹の札を出した。異界の入り口を開けた時に使った呪じゆ符ふと同じものである。このようなこともあろうかと、昨夜、作っておいたのだ。


　綴つづっていた紐ひもを解き、五枚の札を膝ひざの上に並べると、


『何をするつもりだ』


　竹の札に描えがかれている模様を見て、鳳が目を剝いた。


「この闇に穴を空けまする」


『そんなことは、見りゃわかる。けど、お前が異界の道をつなげようとしてることを、この闇を切り取った神が知れば、お前を殺しに来るかもしれねーんだぜ』


「わかっておりまする」


　累焰は、木の模様が描かれた札を手に取り、呪を唱える。


『おびき寄せるつもりか……』


「神を倒せば、もとの場所に戻ることができまするゆえ。たとえ、神が来なくとも、晄殿どののもとへは参れまする」


　呪力を込めた札を右に置き、累焰は次の火の札を手にした。


『そこらへんの神に負けるつもりはねーけどさ。晄んとこ行くにしたって、幻げん術じゆつが効かねーような妖がわんさか集まってきたらどーすんだ。お前、その肩じゃ、弓も引けねーだろが。おれ一人じゃ、晄とお前の両方を守りきれねえ』


　鳳はバリバリと頭を搔かいた。


「その時には、わたくしに構わず、晄殿を連れてお逃げください。この闇を囲む道は、外界につながっているはずにございます」


『……人間のこーゆーとこ、やっぱ普ふ通つうの生きものと違うよな』


　彼はどっかりと累焰の前に腰こしを下ろし、肩をすくめた。


「さようにございますか？」


『だってさ、朱厭の爪つめでちょっと突かれたぐらいのことで、こんな大おお怪け我がするぐらい弱いくせに、命賭かけて仲間を助けようとするだろ。獣でも妖でも、弱いやつは、もっと臆おく病びようだ』


「わたくしは臆病にございますよ」


　累焰は火の札を後ろに置き、三枚目の金を象しよう徴ちようする札を手に取った。


（弱く、臆病だからこそ、強くなりたかった……）


　何があっても楓牙を守り、支えられるように、武術の鍛たん錬れんをし、占せん術じゆつや呪術の技を磨みがいた。


『ちっとも、そんな風には見えねーけどな』


　感心した様子で、鳳は累焰の仕草を見守る。


「いいえ。まだまだ修しゆ行ぎようが足りませぬ」


　累焰は頭を振ふった。


　異界を切り取った神がここに現れ、その神を倒たおせば、この闇は晄や楓牙のいる闇と再びつながる。しかし、神が現れなかった場合は、この呪符で闇に穴を空け、迷めい路ろのような道を探さぐりながら、まず晄を救い出さなければならない。人の世を守るためには、そうするべきだし、楓牙もきっとそれを望んでいる。けれど──。


「わたくしは、本当は、先に楓牙様のもとへ参りたいのでございます」


　思わず本音を漏もらす。鳳が目を丸くしてパチパチと瞬またたいた。


「情けないことに、万一、このまま楓牙様にまみえることができなかったらと思うと、恐おそろしくてならないのです」


　累焰は苦い笑えみを浮うかべる。


『びっくり……。おれ、お前を誤解してたかも』


　鳳の目はまだ丸かった。


『泰たい然ぜん自じ若じやくっつうの？　いっつも影かげみたいに、静かーにしてるじゃん？　大人な雰ふん囲い気きだし。へー、そうなんだ、なるほどー』


「忘れてくださいませ」


　累焰は鳳から目をそらし、金の札を左に置くと四枚目の水の札に取りかかる。弱音を吐はいたことを心底後こう悔かいしていた。


『別にいいんじゃね？　おれだって怖こえぇもん。おれは煒白ほど五感が鋭するどくねーから、道を間ま違ちがえたらあっという間に迷子だ。正直、この闇を脱だつ出しゆつしても晄に会えなかったらどうしようって思ってるぜ』


　鳳は、そう言ってニッと笑う。とても怖こわがっているようには見えない。


『それにしても、異界の道を通すなんて技、どうやって編み出したんだ？　こんなの神の特権だぜ』


　水の札を膝の前に置き、最後、五枚目の札を手に取った累焰を見て、彼は尋たずねた。


「呪術や占術は、利條様から学びました。わたくしなりに工く夫ふうを加えてはおりますが──。利條様は、今は河伯の使いとなっておられる昭明様から学んだと聞いておりまする。太古、これらの技をどなたが編み出したのか、伝えられているものもございますが、わからぬものの方が多くございます」


『学ぶとか発明するとか、人間以外にはやらねーよな。神はたまに何かつくるけど、最初っから力を持ってるから、そんな学んだりしねーし、獣けものや妖あやかしが子に教えるのは狩かりの技ぐらいだ』


「ゆえに、自然の理ことわりから外れてしまったのでございましょう」


　人間は弱く、臆病だ。だからそれを補うために知ち恵えを働かせる。けれど、神ほどの知性を持ち得ないために間違いを犯おかす。祭さい祀しで人間を犠ぎ牲せいにすれば、神が願いを聞き届けてくれるといったような思い込みがその例だ。


　ふと、微び風ふうが顔を撫なでた。


『来たな──』


　鳳が風の方向を振り返った。累焰も鳳の視線を追って、闇やみの奥に目を凝こらす。


　伝わってくる気配は、期待していた神ではなく大勢の妖だった。累焰が闇に穴を空けようとしていることを知って、神が遣つかわしたのだろう。


　あの妖たちをかわしながら、晄の所へ行かなければならない。


「人がいかに不自然で傲ごう慢まんな生きものであっても、わたくしは生きることを諦あきらめるつもりはございませぬ」


　ひずみが生じ始めた闇を見つめたまま、累焰は言った。


　幼い日、祭祀の犠牲にされかかった自分は楓牙に救われた。この命を無む駄だにはできない。


　否いや応おうなしに死はいつか訪おとずれるが、その時は、楓牙のそばで死ぬと決めていた。


『いい度胸だ』


　鳳はニッと不敵な笑みを浮かべ、立ち上がると手の中に光の槍を作る。


　累焰も膝を立てて座り直した。二頭の水馬が身構える。


　闇の彼方かなたから、ゴウと音を立てて風が吹ふきつけた。


「参ります」


　累焰は、最後の札を地面に置いた。








「楓牙！　煒白！　どこにいるの!?」


　別の空間で楓牙が朱しゆ厭えんと対たい峙じし、鳳が累焰を治ち療りようしていた頃ころ、晄は独り、右も左もわからない闇の中で、いなくなった仲間の名を呼んでいた。


「鳳！　累焰！」


　声を限りに叫さけび、耳を澄すます。しかし、返事はない。生きものの気配はまったくなく、自分の呼吸音がやけに大きく耳に響ひびいた。


（一人にされたのか）


　敵の目的は、炎えん招しよう戈かの使い手を殺すことだ。そのために、ずば抜ぬけた戦せん闘とう能力を持つ煒白や幻術を使う鳳、宝ほう剣けんを持つ楓牙、異界の入り口を開けられる累焰から、晄を離はなした。


　けれど、あの猿さるたちには、河伯の加護がある晄を殺せなかった。今から、河伯の加護を弱めるような攻こう撃げきを仕し掛かけてくるか、あるいは、ずっとここへ閉じこめたままにしておくつもりかもしれない。


　晄はブルッと身を震ふるわせ、自分の腕うでを抱だく。


　ひどく寒かった。真夏のようだった外界に比べ、異界の気温が低いためだろうが、一人でいると余計に冷気を感じるような気がする。


「汪李……」


　いつも左腕にいる汪李もいない。独りでいるというのは、こんなにも心細いのだと身に染しみて思う。


（みんな大だい丈じよう夫ぶかな……）


　煒白や鳳はそう簡単にはやられないだろうが、楓牙と累焰はいくら武芸に秀ひいでているといっても、普通の人間である。晄のように河伯の加護があるわけでもない。その上、累焰は怪け我がをしている。楓牙や累焰もこのように一人きりにされていないか、それが心配だった。


（とにかく、急いでここを出なくちゃ）


　こうしている間にも、神々の戦いくさが始まってしまうかもしれない。


　晄は、闇を斬きってみることにした。


　異界というのは、広さや深さという概がい念ねんが地上とは異なるという。すぐそばにいたはずの楓牙たちが、突とつ然ぜんいなくなったということは、そこに壁かべがないようでもあるのかもしれない。


　晄は、炎招戈の柄つかを伸のばし、力を最大限に高めた。


　両手で柄を握にぎり頭上高く振り上げると、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、楓牙たちがいた辺りの闇に向かって振り下ろす。しかし、何の手て応ごたえもない。


　何度か場所を変えてやってみたが、結果は同じだった。


　次に、晄はふわふわと頼たよりない地面を斬った。多少の手応えはあったが、手探りで地面に触ふれてみると、どこにも斬れた跡あとがない。


（だめか……）


　晄は立ち上がり、長なが柄えのままの炎招戈を肩かたに担かついで、再び歩き始めた。


（道がつながっていれば、つなぎ目から風の音がするはず。累焰が道を捜さがし当てて、開けてくれるかもしれない）


　その音が聴こえるまで、とにかく行ってみるつもりだった。


（もう、汪李は外にいるのかな？）


　汪李のいる狼窩山からこの雲台山まで、彼なら半日もかからずに来られる。小こ化か蛇だの報しらせを聞いて、直ちに狼窩山を出れば、そろそろ着く頃だ。


　何も見えず、何の音もしない闇の中を、晄は気配に気を配り、耳を澄ましながら歩き続ける。


　しかし、いくら歩いても果てはなく、風の音も聴こえなかった。


　新手がやって来る気配もない。


（俺を永久に閉じこめておくつもりなのか）


　胃が痛くなるほどの焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれ、晄は唇くちびるを嚙かむ。


　手足は凍こごえ、身体からだは重く、脚あしも棒のようだったが、そんなことは大して苦にならなかった。


　河伯の加護がある限り、寒さと疲ひ労ろうで死ぬことはない。


　何より辛つらいのは、この世界に自分以外には誰だれもいないことだった。寂さびしくて、怖くて、叫びだしそうだった。


　けれど、叫んだり闇やみ雲くもに走ったりしては、風の音を聴きき逃のがしてしまう。


（汪李が待っているかもしれないんだ）


　そう思いながら、晄はじっと耐たえて、ひたすらに歩く。


　どれくらいの時間が過ぎたのだろう。


　寒さ以外、何の刺し激げきもない闇の中では、時刻も歩いた距きよ離りもつかめない。何だか、何時ときも何日も過ぎたような気持ちがしていた。


（誰か助けて……、俺をこの闇から出して……）


　気が狂くるいそうだった。


（俺を殺したいなら、早く来い！）


　誰でもいいから、ここにいてほしかった。一人で放ほうっておかれるよりは、戦う方がまだましだとさえ思った。


　しかし、いくら待っても、敵も味方もやって来ない。


（もう嫌いやだ…………）


　晄は立ち止まり、炎招戈の柄を縮めた。その刃やいばを喉のどに当てる。ほとんど無意識の行動だった。


　ポッと炎招戈が淡あわく輝かがやいた。


　晄はハッとして、刃を喉から放し、明めい滅めつする炎招戈に目を落とす。


（俺、今、何をしようと……）


　正気を失いかけていたことに気づいた。


（俺を自害させるつもりなのか）


　いくら河伯の加護があるにしても、これほど長い時間、飲まず食わずで歩き続けられるはずがない。おそらく、何かの術にかかり、時間の感覚を狂わせられているのだろう。


　晄を殺すには河伯の加護を弱めなくてはならない。そんな手間をかけるより、敵は晄の正気を失わせ、強大な妖あやかしをも滅ほろぼす炎招戈で自らの命を絶たせようとしているのだ。


（こんな術なんかに負けない！　俺は、汪李と一いつ緒しよに、共工の所へ行くんだ！）


　晄は炎招戈を握り締しめ、自分にそう言い聞かせる。


　さらに時が過ぎた。


　何度も、発ほつ作さ的に泣きたくなったり、暴れたくなったりした。その度たびに、晄は歯を食いしばって、その言葉を念じた。


　ようやく、晄の耳に風の音が届いたのは、晄の感覚で数十日も経たった頃だった。


　身も心も疲つかれ切っていた晄は、初めは空耳かと思った。


　吸い寄せられるように、よろよろと風の音のする方向へ歩いて行く。音は次し第だいにはっきりとし、頰ほおに微かすかな風圧が感じられるようになった。錯さつ覚かくではない、本当に風が吹いているのだ。


（やった──！）


　晄は音の源に向かって駆かけ出した。


　間もなく小さな光が見えてきた。風はそこから吹いてくる。この闇に穴が空いたらしい。


　光は次第に大きくなっていった。闇になれた目には眩まぶしすぎ、晄は腕を額にかざして目を細める。


　光の手前に人ひと影かげが現れた。逆光でよく見えないが、長身で細身の男だ。長い髪かみが白く光っている。


「汪李──！」


　と、呼びかけ、晄はギョッとして立ち止まった。体つきは似ているが、汪李ではない。


「誰……？」


　晄は炎招戈を握り直し、後あと退ずさった。


　男が歩み寄って来た。同時に闇やみに空いた穴が小さくなり、次第に男の姿があらわになる。


　彼は真っ白い髪をしていた。汪李と同じように、切りそろっていないたてがみのような髪だ。


　大きく襟えりの開いた衣ころもは黒く、胸には豹ひようのような模様がある。耳に穴を穿うがち、黄金の耳輪で飾かざっていた。水すい晶しようのような瞳ひとみや、高い鼻び梁りよう、薄うすい唇の、形も配置も完かん璧ぺきだった。


　穴が完全にふさがっても、男の姿は闇の中に浮うき上がって見えた。彼自身が輝いているのだ。


「神……」


　彼から発せられる神こう々ごうしさに、晄は圧あつ倒とうされる。


『私は武ぶ羅らという。青せい要よう山を司つかさどるものだ』


　彼は言った。心に響く声こわ音ねだった。


『そなたが、当代の炎招戈の使い手か。この闇に一人で放り出されて、正気を失わぬとは大した精神力だ。人間は、群れていなければ生きられない生きものだと思っていた。ほんの一呼吸ほどの時間を、一日にも感じる術をかけたのだぞ』


　彼は、見み惚とれるほど美しい笑えみを浮かべた。


『そなた、共工が願う地上で人間が生きる余地はないのかと、共工に詰つめ寄ったそうだな。すべての人間がそなたと同じ思いを抱いだいているのであれば、共工も人間の殲せん滅めつなど考えなかったであろうに』


「あなたは……味方なの？　それとも敵？」


　武羅に魅み入いられたまま、晄は尋たずねた。


『大昔は、味方だった』


「だった──？」


『だが、今は敵だ』


　そう言って、彼はゆっくりと手の平を晄に向ける。


　そこで初めて武羅から殺気が放たれ、晄はハッと身構えた。


『私は戦いは好まぬ。その上、河伯の加護があるそなたは簡単には死なぬ。ゆえに、そなたを自じ刃じんさせるつもりだったが、悠ゆう長ちように構えてはいられなくなった』


「待って！　何で、人間の味方だったのに、敵になったの!?　女媧が人間を害する神や妖を罰ばつしたから？」


『そうではない。人間が自然の理ことわりから外れたからだ』


「お願い、教えて！　人間はどう生きればいいの!?　もうやり直すことはできないの？」


『まだ諦あきらめておらぬのか。何を言おうが共工は意志を翻ひるがえさぬがな。まあよい。私はそなたが気に入っておる。私が共工に与くみしたわけぐらいならば答えよう』


　彼は、晄に手の平を向けたまま言った。


『女媧がつくったばかりの時の人間は、鹿しかや兎うさぎよりも弱い獣けものだった。私は人間を祝福した。弱いながら、仲間とともに知ち恵えを働かせて生きる姿は微笑ほほえましかった』


　人間が火を使うようになった時、武羅は人間の心に変化が起きたことに気がついたという。


『驚おどろいたことに、人間の心は変化し、成長していったのだ。それまで食べられなかった物にも、火を通すことで食べられるようになると、人間は狩かりの技わざを磨みがくようになった。同時に人間の心に肉食の獣や妖と同じような闘とう争そう心が芽生えた。人間が戦わずにはいられないのは、その時の心が残っているからだ』


「人間は、戦わずにはいられない生きもの……？」


『そうだ。畑を作るようになると、人間は森を焼き、獣や妖から土地を奪うばい、富を集めることに執しゆう心しんし、あげくに土地の奪い合いで同じ人間と争うようになった。狩りだけで糧かてを得ていた時代の闘争心が、行き場を失い、同族への戦いへと駆り立てたのだ。穀物を育てるという技を編み出したにもかかわらず、人間は、他ほかの命を奪わずにはいられない。それに気づいた時、私は人間を滅ぼさなければ、地上の妖も動植物も、すべてが滅んでしまうと思った』


「でも、全部の人間がそうやって、争ったりしたわけじゃない！」


　領土を争って戦いくさを起こすのは、時の王だ。多くの民たみは戦の犠ぎ牲せいになっている。王にしても、歴代の王すべてが戦を好んだわけでもない。


『もちろん、人間の心の歪ゆがみに気づいて、人の世を正そうとする者もいた。けれど人間は短命ゆえ、その志は受け継つがれにくい。人間にとって都合のよいことばかりが後世に伝えられる。禹や成湯の治世は、長続きしなかったであろう？』


「それは……」


　歴代の王が、みな戦を好んだわけではないが、国を衰すい退たいさせた暗君がいたことも事実だ。


『人間は群れなくては生きられぬ。そなたも、闇の中で一人放り出されて、それを実感したであろう？　ゆえに人間は集落を作り、邑ゆうを作り、国を興おこす。他の命を奪うことを厭いとう人間がいたとしても、その思いは集団に呑のみ込まれる。そなたがどうあがいても、人間の性さがを変えることはできぬのだ』


「そんな……」


　晄は瞠どう目もくした。


『そのように生まれついたのは人間のせいではないのだが──。残念だったな』


「残念っていうより、悲しい……」


　晄は、武羅を見つめたまま呟つぶやいた。


『悲しい？』


　武羅は、形のよい細い眉まゆをひそめた。


「人間が、不自然な生きものだっていうのはわかってたけど……。共工が人間を滅ぼそうとするわけがようやくわかった。彼が人間の存在を認めないんじゃなくて、人間の方が共工の望む地上を受け入れられないんだね……」


　武羅が驚いた様子で、晄を見つめ返した。


「俺も地上の草木や獣、妖たちを守りたい。でも、俺は人間も守りたい。どんなに不自然な生きものでも、俺は命を大切にしたい。今まで、共工を鎮しずめたくて、どうしても諦められなくて、ここまで共工を追ってきたけど──」


　同じ世界に住めないのなら、共工を滅ぼす以外に、人間に生き残る道はない。


　黙だまって晄の言葉に耳を傾かたむけていた武羅が、フッと微笑んだ。


『よかろう。その思い、今ひとたび、共工にぶつけてみるがいい』


　彼は、晄に向けていた手を下ろす。同時に殺気が消えた。


「え……？」


　その時、武羅の背後から風の音がして、晄はハッとそちらに目を移した。先刻、彼がこの闇へ入ってくる時に使った穴の辺りだ。闇に歪みが生じ、光が漏もれる。


『迎むかえが来たようだな』


　武羅は微笑んだまま、背後に視線を走らせる。


『行くがいい。私は人間の味方になったわけではないが、ここで私に殺されるよりは、共工にまみえ、彼の手にかかって死ぬ方が本ほん望もうであろう。さして共工を煩わずらわせることにはなるまい。どうせ、化か蛇だの王はおらぬのだから』


「え!?　じゃ、汪李は──？」


　晄が訊きき返した時、『晄、いるか!?』と、空いた穴から、光の槍やりを手にして鳳が躍おどり出てきた。その後ろには水すい馬ばに乗った累焰の姿もある。


「鳳！　累焰！」


　晄が思わず一歩踏ふみ出した直後、ピシッと何かが割れるような音がして、突とつ然ぜん、足元の地面がスッと抜ぬけた。


「うわっ！」


　次の瞬しゆん間かんには、晄は鳳、累焰、水馬たちとともに別の闇に放ほうり出されていた。


　同時に、輝かがやく宵しよう練れんを握にぎる楓牙と煒白の姿が晄の視界に飛び込む。彼らも晄たちと同じく、突とつ如じよ、投げ出されたような姿勢で闇の中を墜おちていた。


「煒白！　楓牙！」


　晄が呼びかけるよりも早く、煒白は本ほん性しようを現し、宙を駆かけるようにして落下しながら晄の下に回り込んだ。晄はたてがみをつかんで、自分の身を引き寄せ、煒白の背にまたがる。水馬も楓牙を乗せた。


「二人とも無事だったか。それにしても、これはいったい──」


　片手で手た綱づなを握り、楓牙は宵練を掲かかげて足元に目を落とす。闇は果てしなく続き、どこまで墜ちていくのか見当もつかない。


「闇を切り取った神が、一気にその闇を消したのでございましょう」


　累焰が言った。


『ありゃ青要山の武羅だな。人間の味方だと思ってたが、共工についてたのか』


　鳳はひよこ姿になり、小さな翼つばさを一いつ生しよう懸けん命めい羽ばたかせて晄の頭に舞まい降りる。


「でも、俺を殺さなかった。もう一度共工に会えばいいって。どうせ汪李はいないからって」


「何だと──？」


　楓牙たちが息を呑む。


『士烈に足止めされてんのかな』


　硬かたい声で鳳が呟いた。しかし、蚩し尤ゆうの出しゆつ陣じんを知れば、汪李は士烈との決着がつかなくても、晄の所へ駆けつけて来るはずだ。なのに来ないのは──。


「汪李に限って、まさか……」


　嫌いやな想像が頭の中を駆け巡めぐり、晄の心臓が激しく鼓こ動どうする。


『黄河の匂においだ』


　煒白が、下方に視線を向けた。闇やみの果てにぽつりと光が点ともっている。太陽の光だ。この闇は外界につながっていたのだ。


　光は瞬またたく間にその輪を広げていく。墜ちているはずなのに、出口の向こうに見えるのは青空だった。


『出るぞ。つかまっていてくれ』


　煒白が言った。闇から抜ける瞬間、ぐるりと上下の感覚が反転した。


　楓牙や累焰を乗せた水馬も、煒白に続いて闇から飛び出す。


　ザン、と煒白の足が砂を踏んだ。


「何てこと──」


　晄は愕がく然ぜんとして辺りを見回した。


　頭上の太陽は、まだ中天にあった。晄たちが雲台山で異界に飛び込んでから、大した時間は経たっていないらしい。


　南には黄河が蕩とう々とうと流れ、対岸は見えない。北は、見み渡わたす限りの黄土の大地だった。


　黄河下流北岸の大平原だ。異界の出口は地面にあったと思われるが、すでに穴は消えていた。


　晄が驚いたのは、黄河中流域から一気に河口近くの平原へ飛ばされたことではない。晄から見て黄河の左側、すなわち東には、おびただしい数の神や妖あやかしがずらりと立ち並んでいたからだった。それら神や妖の軍団と晄たちとの間はおよそ百歩ぶ。叫さけべば声が届く距きよ離りだ。


　また、西の空からは鳥の大群のような影かげが近づいて来ていた。しかし、発せられる気配は鳥ではない。崑崙から遣つかわされた神々であることは間ま違ちがいなかった。


　神々の戦がまさに始まろうとしていた時に、晄たちは、敵軍の前に放り出されてしまったのだ。


　晄を乗せたまま、煒白が身構える。楓牙も宵練を構え直し、累焰が弓に矢をつがえる。


　鳳は晄の頭から飛び降りて人ひと形がたになり、手の中に光の槍を作ると、晄を背にして敵軍と対たい峙じした。


「四し凶きよう……」
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　晄は、恐おそれていた共工の主力兵が布ふ陣じんを済ませていることを知って戦せん慄りつした。


　強大な悪神として、彼らの名と姿は人の世に言い伝えられている。


　象よりも大きな犬が渾こん沌とん、翼の生えた虎とらが窮きゆう奇き、巨きよ大だいな角を持つ人面の羊は饕とう餮てつ、人の顔に虎の身体からだと猪いのししの牙きばを持つ神は檮とう杌こつだ。


　彼らは、忽こつ然ぜんと現れた少年の手に、炎えん招しよう戈かが握られていることを知ると、ブワッと殺気を膨ふくらませた。


『待て──』


　四凶の背後から声がした。異形の神々がザッと道を開ける。


　歩み出てきたのは、朱しゆ色いろの髪かみに、蛇へびの尾おを持つ水神だった。


『共工殿どの、敵が近づいてきておる。化蛇の王がおらぬ今のうちに──』


　窮奇が言った。大声ではなかったが、晄の耳は神々の声をはっきりととらえることができた。


『あの少年は、河伯に加護されているのだ。まして駮はくに乗っているのであれば、そなたらでは殺すことはできまい』


　共工の赤い目が晄に向いた。


『武羅が情けをかけたか』


　彼は酷こく薄はくな笑えみを浮うかべる。


「お願い、人間に時間を与あたえて！」


　炎招戈を握り締しめ、晄は叫んだ。


『化蛇の王が来るまでの時間か？』


「違ちがう！　人間は火を使うようになった時に心が変わったって、武羅が言ってた。また人間の心は変わるかもしれない！　これから何十年か何百年か先には、あなたの望むような生きものになれるかもしれない！　だからお願い、それまで人間を滅ほろぼすのを待って！」


『馬ば鹿かなことを──。人間が火を使うようになり、その心や生き様が変わるまでに、どれほどの時間を要したと思っているのだ。もしも次に人間の心が変わるとしたら、この地上から他ほかの生きものが死に絶えた時であろう』


　共工は右手を上げ、手の平を晄に向けた。姿に似合わぬ華きや奢しやな手は、炅のものだ。


『河伯の加護は、別の水神の操あやつる水に弱い。知っていたか？』


　手の平に水の粒つぶが集まった。水の粒は塊かたまりへと成長し、次し第だいに渦うずを巻き始める。炅がよく使っていた技わざだ。


『やばいぜ──』


　共工から目を離はなさずに、鳳が言った。


　河伯の加護が、他の神が司つかさどる水に弱いことは晄も気づいていた。陝邑では瘴しよう気きを含ふくんだ雨に濡ぬれて怪け我がをしたし、水神馮ひよう夷いの棲すむ湖で溺おぼれたこともある。盤龍城で蘆ろ笙しよう柱ちゆうから噴ふき上がる水を浴びた時もそうだった。


　河伯に勝まさる力を持つ共工の攻こう撃げきを受ければ、晄の身は瞬しゆん時じに粉ふん砕さいされてしまうに違いない。


　しかし、逃にげるわけにはいかない。西の空からは、崑崙の神々が刻々と近づいていた。


「鳳、楓牙、累焰。逃げて」


　晄は、炎招戈の柄つかを握り直した。炎招戈が紅くれないの色に輝き始め、鳳がギョッとして振ふり向く。


「晄、お前まさか、炎招戈の炎を喚よぶつもりでは──」


　楓牙が瞠どう目もくした。


「共工を滅ぼせるのは炎招戈の炎だけだもの。ここには人はいないし、この先は海だ。炎を喚んでも問題はない」


「だが、汪李がいないではないか！　お前も焼け死んでしまうのだぞ」


　炎招戈の炎は何もかもを焼き尽つくし、その使い手の命をも奪うばう。その炎を消せるのは汪李しかいない。


「戦いくさを止めるには、他に方法がない。今共工を滅ぼせば、死ぬのは俺だけで済む」


　晄は言った。


「だめだ！　お前は殷の王になるのであろう。煒白、退ひけ！　晄に炎を撃うたせてはならん！」


　しかし、煒白は動かなかった。


『私の主あるじは晄だ。神々の戦を止めたいという晄の気持ちに、私は応こたえたい。私は犯おかした罪を償つぐなわなければならない』


　煒白は、晄とともに死ぬ覚かく悟ごをしていた。


「鳳！　楓牙と累焰を連れて、早く逃げて！」


　共工の手の水は、すでに牙を持つ巨大な蛇の形を取っていた。あれを放たれたら、晄だけでなく、楓牙や累焰も死んでしまう。


『何言ってんだよ！　ったく、畜ちく生しよう！　汪李！　何で来ねえんだ！』


　鳳は、赤しやつ光こうを放つ炎招戈と、渦うず巻まく水の蛇を交こう互ごに見た。


　晄から炎招戈を取り上げて、無む理り矢や理りにでも連れて逃げたいが、聖なる戈ほこは使い手以外には持てない。幻げん術じゆつを使って晄を眠ねむらせる時間もなかった。


「水馬たち、急いで、累焰と楓牙をできるだけ遠くへ──」


　晄は叫んだ。水すい馬ばは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後に、それぞれの主を乗せて駆かけ始めたが、楓牙はその鞍くらから飛び下りてしまった。累焰も彼に続いて水馬から下りる。


「お前だけを逝ゆかせるわけにはいかない！」


　二人は晄のもとへ駆け戻もどってきた。


「だめだ、楓牙！　こっちへ来たら──」


　共工の手から、まさに水の蛇が飛び出ようとしたその時──、


　──晄、早く。


　突とつ然ぜん、晄の耳の奥に聞き覚えのある声が飛び込んできた。


　──僕が水の蛇を止めているから、今のうちに炎招戈で……。


（この声は……）


　晄は共工を凝ぎよう視しした。


『むう──』


　共工は苦しげに眉まゆをひそめていた。水の蛇は渦巻いたまま、手の平から離れようとしない。その手は微かすかに震ふるえている。


『共工殿？』


　異変を察して、窮奇が盟主を振り向いた。


　楓牙たちも共工に視線を集める。


　──僕ごと共工を……。急いで……僕の力じゃほんの短い間しか……。


　言い募つのる声は、辛つらそうだった。


「何が起こっているのだ？」


　共工に視線を留めたまま、楓牙が尋たずねた。


「炅が……、共工の中で、炅が生きている……」


　晄は呆ぼう然ぜんとして、共工の華奢な右手を見つめた。


　晄の背後、黄河北岸の大平原の西側には、鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちよう、九きゆう天てん玄げん女じよや祝しゆく融ゆうなど、崑崙から遣つかわされた数多あまたの神々が舞まい降り始めていた。




　あとがき







　じめじめとうっとうしい季節となりましたが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。


　さて、早いもので東方妖遊記もシリーズが始まってから二年と半年。ゴールは目前、村田も登場人物も、最後の一ひと踏ふん張ばりといったところです。これまでは、おおよそ一巻読み切りを旨むねとして参りましたが、今回は最終巻となる十巻と合わせて一つの物語となっております。最終巻は来月出ますので、是ぜ非ひ是非そちらも読んでいただきたいです。


　今回は汪李の物語ということで、カバーに鳴蛇王が登場！　格好いいです、素す敵てきです～。「晄ちゃんの指、九とか、どうするのかな～」と思っていましたが、伊藤先生、さすがです！


　伊藤先生が、カバーにどうしても楓牙を入れたいと仰おつしやったとのことで、それも嬉うれしかったです。楓牙はどこにいるのかって？　帯をめくって見てください。ほら、いたでしょ？


　担当様を始め、校正者様、印刷所の方々には、あらためてお詫わびとお礼を申し上げます。文字化けしてしまう変な漢字を、一つ一つ確かく認にんしていただいていたとは……。


　読者の皆様にも、ここまで東方を見守り続けてくださったことを、心から感謝いたします。


　それでは、どうかお元気で。来月もお目にかかれることを願っております。







村田　栞　　
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　東方妖遊紀行　宿命の対決と第九の挑戦編









晄　　　汪おう李りが来ない！　そして舜しゆん兄にいがいない！　莉りー姉ねえもいない！　チャウもいない！


[image: ]白　　東方妖遊紀行始まって以来の登場人物の少なさ。


鳳　　　冷静に分ぶん析せきしてんじゃねーよ！　どーすんだよ！


水すい馬ば×２　大だい丈じよう夫ぶです。代わりに私たちがおります。


鳳　　　違ちげーよ！　おれが言いたいのはだな──。


楓牙　　チャウを連れて来ればよかったのではないか？　彼は随ずい意いに分ぶん裂れつできるだろう？


累焰　　楓ふう牙が様、チャウは随意に分裂しますが、増ぞう殖しよくは不随意にございまする。濡ぬれると際限なく殖ふえる息そく壌じようのチャウを、水神との戦いの場に連れて来ては、共きよう工こうではなくチャウが人間を滅ほろぼしてしまいまする。


水馬その１　そして、水でできている私たちに乗ると、合体して巨きよ大だい馬になってしまいます。


鳳　　　そーじゃねーよ！　おれたち今、黄こう河がの大平原で共工軍と対たい峙じしてるわけだろ!?


晄　　　汪李、お願い、無事でいて──。そして早く俺のとこに来て──！（上うわの空）


楓牙　　そうか、頭数が足りぬならば、この座談会に共工を呼べばよいのだ。


累焰　　この場を盛り上げようと、自らボケ役を買って出るとは、何と細やかなお心こころ遣づかい。さすが楓牙様にございまする。


楓牙　　あるいは、今回だけ東方妖遊紀行共工編ということで、いっそのこと共工軍に座談会を明あけ渡わたしてはどうだろうか。あちらには面子メンツが大勢そろっている。共工、梓し羅ら々ら、蚩し尤ゆう、渾こん沌とん、饕とう餮てつ、窮きゆう奇き、檮とう杌こつ、敝へい々へい、朱しゆ厭えん、武ぶ羅ら……。だが、ふむ、共工の画数は少ないが、他ほかはみな漢字が難しくて敬遠されそうだな。


[image: ]白　　炅けいもあちらだ。字は簡単。


鳳　　　問題はそこじゃねえっ！　今、晄はすげー困ってんだぜ！　汪李がいねーから、炎えん招しよう戈かは撃うてねーし。汪李が何で来ねーのか不安だし、炅はあんなことになっちまってるし、章しよう玄げんが何すっかわかんねーから舜だって心配だし、もうすぐ崑こん崙ろんの連中がやって来て、神々の戦いくさが始まっちまうってのにっ！


楓牙　　崑崙の神々にこの座に来ていただくという手もあるな。西せい王おう母ぼ、黄こう帝てい、英えい招しよう、祝しゆく融ゆう、九天玄女、鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちよう──。鸞の字以外はさほど難しくない。


水馬その２　水すい馬ばも簡単ですよ。馬の書き順はややこしいですが。


鳳　　　どうして、そう落ち着いていられるんだっ！


楓牙　　決まっておる。私は晄の臣だ。何があろうと、晄と命運をともにする覚かく悟ごがとうにできているのだ。今さらじたばたする必要はない。


累焰　　冷静かつ剛ごう胆たんなそのお言葉。楓牙様はわたくしの誇ほこりにございまする。


晄　　　汪李、どうして来ないの。絶対大丈夫って信じて送り出したのに……。（聞いてない）


鳳　　　落ちがつかねーじゃねーかっ!!




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


宿しゆく命めいの対たい決けつと第だい九きゆうの挑ちよう戦せん





村むら田た　栞しおり
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